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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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　　　プロローグ　豊と島しま氏し滅めつ亡ぼう







「泰やす明あき、お前の死は決して無む駄だにはせぬ……」

　狩かり衣ぎぬ姿の偉い丈じよう夫ふが樽たる型の棺かん桶おけの中を険けわしい表情で見み据すえていた。手には白絹に包まれた棒のような物をぎゅっと握にぎり締しめている。

　鎧よろい武む者しやが棺桶の中にうつむいて窮きゆう屈くつそうに座すわっている姿が、蠟ろう燭そくの薄うす明かりの中にほのかに見える。むろん棺桶の中の武者はすでに生命の尽つきた骸むくろでしかない。陰いん暦れきの四月では気候も暖かくなっており、骸からは腐ふ臭しゆうが立ち始めている。

　板張りの部屋の中央に棺桶が置かれ、香こうの匂においが死者を弔とむらっていた。香はそれだけのためでなく、命を落としてから何日かたつ武者の死臭を隠かくすためでもある。時は真夜中に近く、この石しやく神じ井い城じようの内部に焚たかれている篝かがり火びと、南西に見える太おお田た道どう灌かんの本ほん陣じんの篝火がチラチラと明るく見えるだけである。

　棺桶の中の武者は偉丈夫・豊島泰やす経つねの弟、豊島泰明だった。豊島氏は秩ちち父ぶ氏の流れを汲くむ名門で、武蔵むさしの国くにの練ねり馬ま城・石神井城を拠きよ点てんとして石神井川流域を支配していた。だが、扇谷上杉氏の家臣で江戸城に拠点を持つ太田道灌が急速に勢力を伸のばし、豊島氏の支配地を脅おびやかすようになってきた。やはり上杉氏に属していた長なが尾お景かげ春はるが反乱を起こすと、豊島泰経・泰明兄弟は長尾景春に味方して太田道灌との全面対決に踏ふみ切った。

　豊島氏の軍勢と太田道灌の軍勢は、石神井城と江戸城の中間にある江え古ご田た沼ぬま袋ぶくろの地で激げき突とつ。両軍の命運をかけた合かつ戦せんは半日に渡わたる激しい戦いの末、弟の豊島泰明が討うち死にし、豊島方は総そう崩くずれとなった。兄の豊島泰経は残った軍勢をまとめてこの石神井城に逃にげ込こむより他ほかに方法はなかった。

　棺桶の横に立つ泰経は剣の柄つかを握り締め、幾いく重えにも巻かれた白絹を静かに外はずす。泰経の目が凝ぎよう視しする。そこには一本の鉄てつ剣けんがあった。しかし、それは奇き妙みような姿をしていた。まるで蛇へびが地面を這はって移動している姿のように、剣の刀身がぐにゃぐにゃと曲がっているのである。剣は蠟燭の光に妖あやしく輝かがやいていた。

「使わねばなるまい、我わが豊島一族に伝わる『御み左さ口ぐちの剣』を！」

　剣を握り締めて泰経は部屋より廊ろう下かに飛び出した。ふと北の方角に目が向いた。石神井城の北側には暗い水面が広がっている。石神井城が北の守りとしている石神井池だ。夜の池は音もなく静まりかえっている。その向こうにも明かりが見え隠かくれしている。

「さすがは知ち恵え者しやの道灌よ。城の囲みに手て抜ぬかりはなしか……」

　泰経は自じ嘲ちようするような微び笑しようを一いつ瞬しゆん浮うかべたが、すぐに真ま顔がおに戻もどり大声で家臣を呼んだ。

「誰だれかおらぬか！」

「大おお殿との様、泰明様とのお別れはもうよろしいのでございますか？」

　鎧よろいを付けた一人の家臣が泰経の前に膝ひざを屈くつした。泰経は家臣の質問には答えず、逆に無表情な顔で家臣に聞いた。

「照てるはどこにおる？」

「姫ひめ様ならば厨くりやにおられますが……」

　照姫は泰経の一人娘むすめで、その美しさは近きん隣りんにも知れ渡っていた。巫女みこの母親の血を受け継ついで何か不ふ思し議ぎな力があると噂うわさされている。

「そうか」

　ぶっきらぼうにそう言うと泰経は歩きだした。泰経の右手に持っている物を見て家臣がギョッとなった。

「大殿、それは!?」

　家臣の声にも振ふり向かず、泰経は廊下を歩いて行く。さほど広くはない城内だ。すぐに厨に着いた。中では一人の若い女性が厨の神である三さん宝ぼう荒こう神じんの神かみ棚だなに灯とう明みようを捧ささげていた。女性の年の頃ころは十八ぐらい、腰こしまである長い髪かみを動きやすいように白い紐ひもで結んである。

「照」

　泰経が自分の娘の名を呼んだ。照姫は厨の入口を振り向いた。淡あわい萌もえ黄ぎの小こ袖そでを着ているが、この若い豊島氏の姫もまるで新緑のような輝きを持つ女性だった。

「お父様」

　照姫は父親の姿を見て静かに微笑ほほえんだが、すぐに寂さびし気な雰ふん囲い気きを辺あたりに漂ただよわせた。

「荒神様にお別れを申し上げました。長年なじんだこの厨ともこれで最後と思うと、少し寂しゅうございます」

　この姫も昼間の父親と太田道灌の会見の内容は知っていた。石神井城を守りきれぬと判断した泰経は和議を申し入れたのだ。石神井城を明け渡わたすことで和議は成立した。明日の朝には道灌の軍勢がこの城に入ってくる手て筈はずになっている。

「そのことだがな──」

　泰経の眼めが鋭するどく妖あやしい光を放ち始めた。厨の中にずかずかと踏ふみ込こんでくる。有う無むを言わせぬその気き迫はくに照姫はただならぬものを感じた。そして父親が右手に握にぎっている物に目がとまり、照姫の顔色がさっ、と変わった。

「お父様、それはっ!?」

　照姫は悲鳴に近い声を出した。その姫の目の前に剣が突つき付けられた。照姫は剣と父親の顔とを交こう互ごに見た。照姫にはその剣が何であるかよくわかっていた。いや、この剣のために自分は生まれてきたと言っても過言ではない。

「照、今こそこの剣を使う時ぞ。泰明の亡なき骸がらを依より代しろとして御み左さ口ぐちの神を復活させるのだ！」

　照姫は無言のまま、父親の顔を見み詰つめていた。

「明日の朝には憎にっくき道灌めがこの城に入ってくる。その時こそ、御左口の神の威力ちからを得た泰明が道灌勢を皆みな殺ごろしにしてくれようぞ！」

　豊島の当主泰経は何かにとりつかれているような顔だった。照姫は首を横に振ふる。

「お父様、それはなりません」

　毅き然ぜんとした態度で照姫は父親に答えた。泰経の顔がぴくり、と引きつった。

「亡なくなった母上から厳きびしく言われておりました。決して御左口の神を復活させてはならぬと。今の世に蘇よみがえった御左口の神は必ずや害をなすだろうと」

　泰経は怒いかりの表情で自分の娘の片腕うでを摑つかんだ。

「その御左口の神を自在に操あやつるためにこの剣があるのであろうが！　由ゆい緒しよある我ら豊島氏存そん亡ぼうの危機に使わずしてどうするのだ。お前は豊島の姫として豊島氏の危機を見過ごすというのか!?」

　父と娘はしばらく激しく視線をぶつけあったが、照姫が先に目を伏ふせた。泰経は気付かなかったようだが、その顔には哀かなしみが宿っていた。

「わかりました。私も豊島の姫としての覚かく悟ごがございます」

「おおっ、やってくれるか」

　泰経の顔がぱっ、と明るくなった。これで自分を追い込んでいる敵を滅ほろぼすことができる、という武将としての考えしか泰経の頭にはなかった。

「これで泰明の無念も晴らせる。見ておれ、道灌。ムサの民たみの『末まつ裔えい』の威力ちからをとくと味わわせてくれるわ！」

　照姫より離はなれ、泰経は不敵な笑えみを浮うかべた。

「お父様、私も叔父おじ上うえに御ご挨あい拶さつをしてきてよろしいでしょうか？」

「おう、ぜひそうしてくれ。泰明は自分の仇かたきを自分で取れるのじゃ。これこそ泰明にとって最高の供く養ようとなろう。お前の口から伝えてやってくれ」

「はい……」

　ゆっくりと照姫は厨くりやを出ていった。その後ろ姿を見ながら泰経はぼそりと呟つぶやいた。

「ムサの民の力を伝える女にあやつを生ませた甲か斐いがあったわ……」

　その時、城の南の方角からワーッという声が上がった。慌あわてて泰経は厨から飛び出した。

「何ごとぞ!?」

　鎧よろいを付けた家臣が急いで泰経の前に走ってきた。

「申し上げますっ、道灌、突とつ然ぜんの夜や襲しゆう！　ただいま大門の兵が応戦しております」

「なんだと……」

　一瞬泰経は立ち尽つくした。明朝に道灌は滅ほろぶはずだった。しかし、その立場が一挙に逆転したのだ。

　見み抜ぬかれた、と泰経は悟さとった。和議を申し出て時間を稼かせぎ、その間に御み左さ口ぐちの神を復活させ、明朝に城へと入ってきた道灌を倒たおすという計けい略りやくを。

　考えてみれば道灌ほどの男が、我わが豊島氏に伝わる御左口の剣のことを知っていても不思議はない。そして豊島氏存亡の危機にその剣の力を使うであろうことも。

　泰経は右手に持った剣にちらりと目をやった。

「何とか持ちこたえろ。まだ手はある……」

　廊ろう下かを走りだそうとした泰経の耳に「ノアアアーッ」という息い吹ぶきの音が微かすかに聞こえてきた。次の瞬しゆん間かん、大門の方でパッ、と光が走ったのが見えた。ドーンという何かが壊こわれる鈍にぶい音がした。

「な、何が起こった……」

　泰経は大門の方を凝ぎよう視しする。慌てて別の鎧武者が走ってくる。

「だ、大門が破られましたあっ！」

「馬ば鹿かな！」

　その瞬間、かつて耳にしただけの存在の名めい称しようが脳のう裏りに閃ひらめいた。

（出雲いずも族の末まつ裔えい、氷ひ川かわの民たみかっ!?）

　かつてムサの民が奉ほうじた御左口の神と戦い、これを封ふうじたという出雲族の末裔。彼らは恐おそるべ神技を持ち、出雲の神を祭る氷川神社を各地に建てながら武蔵むさしの国くにを開かい拓たくしていったという。しかし、紛ふん争そうに巻き込まれることを嫌きらい決して戦いくさには加わらないはずだ。

（ぬう、道灌め……）

　状じよう況きようを推察して泰経は歯ぎしりした。おそらく道灌はこの自分が御左口の剣を使うのを見み込こんだ上で彼らを説得したのだ。つまり御左口の剣を持っていたのが仇あだになったわけだ。

「大おお殿との、御指示を！」

　武者たちは悲痛な声を出した。

「とにかく戦えっ、わしはこの剣を照てるに使わせる！」

　泰経は駆かけだした。廊下の途と中ちゆうで泰経の足がぴたりと止まった。視線が城の北にある池の方に向いた。池の岸辺には黄金の鞍くらをつけた一頭の馬が立っていた。その鞍には一人の武者が乗っていた。いや正確にいうと「乗せられ」ていた。鞍の上に糸の切れた操あやつり人形のごとくだらしなく乗っかっているだけだ。鎧から泰経には武者が誰だれであるかすぐにわかった。弟・泰明の骸むくろである。そして馬の横で手た綱づなを取っているのは紛まぎれもなく、我わが娘むすめの照姫であった。

「何をしておる、照!?」

　泰経は怒ど鳴なった。照姫は父親の方を振ふり返った。その顔には諦あきらめの哀かなしい色が浮うかんでいたが、さっぱりとした覚かく悟ごの表情でもあった。

「お父様、やはり御左口の神を蘇よみがえらせるわけにはまいりません。しかし、それが豊島の姫としての忠義にもとるというのならば、その責せめとして死を選びます」

　照姫は寂さびしそうに馬上の骸を見上げた。

「このまま埋まい葬そうもされぬようでは叔父おじ上うえも浮かばれないでしょう。豊島一族が長年に渡わたって愛してきたこの石神井池に眠らせてあげとうございます。私はその供となります……」

　そう言って照姫は馬の手綱を引いた。不思議な力を持つこの姫に馬は素す直なおについていく。照姫の足が池の水に浸つかる。

「照ーっ!!」

　泰経の叫さけびにも振り返らず、照姫は歩を進めた。萌もえ黄ぎ色の小こ袖そでを着た女性の体がどんどん池の中へと沈しずんでいく。馬も美しき豊島の姫に殉じゆんじるように水の中へと歩んだ。その背に乗っていた泰明の骸も水に浸かる。泰経は呆ぼう然ぜんとこれを見ていることしかできなかった。

「大おお殿とのーっ！」

　刀を抜ぬきはなった泰経の家臣が慌あわてて自分の主人の所に走り寄ってきた。

「もうこの城は持ちませぬ。恐おそろしき通つう力りきの持ち主が敵てき陣じんにあり、我らの力では到とう底ていかないません。こうなれば、この城より落ち延びてくだされ！」

「出雲いずも族の末まつ裔えいどもか……」

　顔をピクピクさせながら泰経は自分の右手に持った御み左さ口ぐちの剣に視線を向けた。

「わしが……わしがこの剣を使えさえすればあ～」

　怒いかりで腕うでがブルブルと震ふるえだした。城を落とされるという武将としての屈くつ辱じよくなのか、それとも自分の娘が自みずから死を選んだことへのやり場のない怒りなのかはわからない。

「そこにおわすは豊島の泰経殿か!?」

　武者たちの怒ど号ごうと槍そう刀とうのぶつかり合う音を突つき破るように凜りんとした声がした。声の方に振り向くと、数人の奇き妙みような鎧よろいと武器を持った男たちがいた。鎧は泰経が見み慣なれた物とは全まつたく違ちがい、小さな金属の板を繫つなぎ合わせて作られた挂けい甲こうという古代の鎧だった。何人かは縞しま模も様ようの研とぎわけのある矛ほこを手にしている。

「氷ひ川かわの民たみか……」

　憎にく々にくしげに泰経は男たちに目をやった。真ん中にいた、何も持たない男が進み出る。精せい悍かんそうな表情の若者だった。

「いかにも我らは出雲族の末裔なる氷川の民でございます。手にされている物は御左口の剣とお見受けいたします。それを我らにお渡し願えませぬか。お渡しいただければ、もう我らが道灌殿の御味方をすることはありませぬ」

　若者は鋭するどい視線を泰経に向けている。いきなり泰経は罵ば声せいを浴あびせてきた。

「馬ば鹿かどもが！　ムサの民の『神しん宝ぽう』をよりにもよって出雲族の末裔に渡せると思うか。欲ほしくば奪うばい取ってみよ！」

　廊ろう下かから飛び下りると、御左口の剣を振りかざして若者に突っ込んでいく。氷川の民の若者は決心したように、「構え」を取った。低い息い吹ぶきの音を立てる。

「ノアアアアーッ」

　若者は手を突き出した。若者の前の空間が光った。泰経が光に飲まれる。

「大殿ーッ！」

　家臣の絶ぜつ叫きようの声がした。だが、どよめいたのは氷川の男たちの方だった。泰経は蛇へびのように曲がった剣を構えて立っていた。脂あぶら汗あせを流しながら、ハーハーと大きく息をしている。

「あやつ、『カムツチの手』を防いだぞ！」

「少しは剣の力が使えるのか……」

　道灌から聞いていた情報とは違う状じよう況きように氷川の男たちは浮うき足立ちかけていた。それを若者が制する。

「慌あわてるな。我ら出雲族には御左口の神の力を封ふうずる方法がある」

　そう言うと再び鋭い視線で泰経を見み据すえた。

「やはり、わしも遠きムサの民たみの血を引いておったのだ……この剣は豊島の、そしてムサの民の誇ほこりぞ。このまま、道灌にも出雲の民にも負けるわけにはいかん！　ぬおーっ」

　一声叫さけぶと泰経は剣を構えて、氷川の民の中へと斬きり込こんで行った──




　そこは暗い洞どう窟くつの中だった。遠くから波の音が聞こえてくる。御左口の剣を前に置いて、泰経が力なく座すわり込んでいた。衣ころものあちこちは破れ、身体からだ中から気力というものが抜ぬけ落ちた様よう子すだった。

「結局、何もできなんだ……」

　泰経以外に誰だれもいない洞窟の中でぼそりと呟つぶやく。

「あやつら憎にくしの一念で、平ひら塚つか城、小こ机づくえ城と戦いを続けてきたが、残ったのはこの御左口の剣だけか……」

　深い溜ため息が洞窟内に微かすかに響ひびく。泰経が力なく御左口の剣に視線を落とした。

「石神井の城が落ちる時、親として照てると一いつ緒しよに死んでやれば良かったかもしれん」

　すっ、と泰経は腰こしに差していた脇わき差ざしに手を伸のばした。洞窟の中で外の光を受けた脇差がギラリと光る。

「豊島氏並びに秩ちち父ぶ氏の御先祖様、そしてそれより遠きムサの民の御先祖様の方々に申し上げる。御左口の剣を持ちながら豊島一族が滅ほろびたることを平ひらに許したまえ」

　躊ちゆう躇ちよすることなく泰経は脇差を己おのれの腹に突つき立てた。ぐっ、と苦しそうな声が漏もれる。眼めを見開き、突き立てた脇差を横に引いた。

「て、照……」

　娘むすめの名を呼びながら泰経の体は、どうっ、と御左口の剣の前に崩くずれた。遠くから波の音が小さく聞こえてくる──




「フッフッフッ、それでこの『ミシャグチの剣』が江ノ島にあったわけですか」

　波の音が聞こえる洞窟の同じ場所で、白はく髪はつの瘦やせた老人が御左口の剣を手にして不ぶ気き味みな笑いを浮かべていた。グレーの背広を着込んだ品のいい人物ながら、妖しく光る眼光には恐ろしいものを感じざるを得ない。老人の横には背の高い若い女性が立っている。時々、吹き込んでくる海風に長い髪をなびかせながら、真剣な目付きで老人が握った蛇行の剣を見詰めている。泰経の骸むくろは辺りに見当たらず、老人の足元に風化した骨のかけらが散らばっているだけだった。

「やっと手に入れた……我わが人生が終わる前に。これで、これで仲間の仇かたきを取ることができる！」

　万ばん感かんこもった声で老人は叫さけんだ。ふと老人は足元に散らばっている骨のかけらに目をやった。

「同じムサの『末まつ裔えい』として、この『ミシャグチの剣』は有効に使わせていただきますぞ」

　ニタリと老人は笑って、蛇へびの如ごとくに曲がった剣を掲かかげた。







　　　第一章　蛇じや神しん復活







「あれー、ちょっと酔よっちゃったかなー」

　夜の井いの頭かしら公園の歩道を島しま田だ志し保ほ子こがフラフラと歩いていた。スマートな体をブラウン系のスーツに包んだ二十代半なかばの女性である。セミロングヘアーのそれなりの美人だが、どちらかと言うと地味目な「美人」である。大学構内でベンチに腰掛けて本を読んでいる感じの女性で、街を歩いていて男たちが振ふり返るという雰ふん囲い気きではない。

「おいおい、ちょっとじゃないだろーが。いくらイギリス帰りでも、スコッチのボトル一本、空にするなよなー」

　志保子の後ろから、がっしりした体格の高たか見み橋はし哲てつ也やが心配そうに付いてくる。さほど背は高くないが、精せい悍かんそうな顔付きの大学四年生だ。哲也は紺こんのスーツ、いわゆるリクルートスーツに身を固めていたが、ボクサーが調印式の時だけ慌あわててスーツを着込んだように、まるで体に馴な染じんでいない。その精悍な顔付きと格かく闘とう家並みの肉体がそういう印象を与えるのだろうが、細部におけるだらしなさはリクルートスーツに身を固めてから日が浅いことを物語っている。

「いいじゃない、これでしばらくは外国で講演する予定ないんだから」

　そう言うと志保子はケラケラと笑った。

「こいつに、こんな一面があったのか……」

　フラフラする志保子が倒れないかとヒヤヒヤしながら、哲也はボソリと呟つぶやいた。哲也の知っている志保子は国立天文センターの助手であり、いつも学者らしく理知的な表情で合理的な考えを述べる女性だ。だが、先ほどバーで飲んだスコッチウィスキーがその枷かせを外はずしたのか、今まで見たこともない明るさで井の頭公園の夜道をはしゃいでいる。

「やーん、やっぱり酔っちゃったみたいー。今度の講演会の資料、早くまとめなきゃならないのにー」

「おっと、危ねえ！」

　足がもつれた志保子を哲也は慌てて抱き留めた。フサアッ、と髪の毛が哲也の唇くちびるをかすめる。哲也は正面から志保子を抱きかかえる格好になった。秋の夜の気温の中で、志保子の暖かさが伝わってくる。柔らかな胸が押し付けられているのがスーツの上からでもわかる。少しばかり哲也も心臓の鼓こ動どうが速くなったが、慌てて愛あい想そ笑いの表情を浮うかべた。

「あ、ども」

　後ろから走ってきた中年のランナーが二人を追い抜いて、ジロリと睨にらんだ。道の途中で何やってんだ、という顔である。ここ三み鷹たか市の井の頭公園は犬の散歩やジョギングなどで夜になっても結けつ構こう人の姿があった。

　ランナーが通り過ぎてから、哲也は志保子を歩かせようと肩に手を置いた。その時、志保子が顔を上げた。アルコールのせいで上気した志保子の顔が哲也の目の前にある。哲也は思わずドキリとした。

「不ふ思し議ぎよね……あの事件に出くわして、生きていられただけでなく、私が講演会で外国まで飛び回ることになったんだから……」

　急に志保子の声の調子が変わった。しみじみとした感かん慨がいの声だった。

「ああ」

　哲也も真ま顔がおになってそう一言答えた。あの事件とは三か月ほど前に島根県で起きた小しよう惑わく星せい落下事件のことである。奇跡的に死者は出なかったものの、長径八十メートルもの小惑星が落下した島根県大たい社しや町の被害は甚じん大だいで、大規き模ぼ災害法の適用が決まったほどであった。その大社町に落下した小惑星を真っ先に調査したのが島田志保子で、そのために彼女は内外の天文学界から一いち躍やく注目される存在になっていた。その時に関かかわりを持ったのが、この雲うん州しゆう大学考古学研究室の高見橋哲也だった。

　突然、志保子の体がビクッ、と跳はねた。酔いが覚めたといった顔で哲也から離れ、池の中央にある橋の向こうを見詰めている。

「どうした？」

　志保子が何か感じとったな、と哲也は理解した。志保子は出雲いずも族の巫ふ覡げき、つまり遥はるか古代に出雲地方に住んでいた特とく殊しゆな能力を持つ一族の『末まつ裔えい』であり、呪じゆ術じゆつ者しやや神しん宝ぽうなどの威力ちからを感じとる能力がある。

「何かが跳ねたような気がしたんだけど……」

「跳ねた？」

「飛び出したというのかなあ……」

　そう言いながらフラつく足取りで橋の方へと歩いていこうとする。

「おい、池の中に落ちたらどーすんだよ」

　バランスを崩くずしたらすぐに抱き留められるように、哲也が志保子の横についた。志保子はそんな哲也にお構いなしに橋の近くまで歩いていく。

「あの向こう側かなあ？　何かが飛び出した感じがしたのは……」

　志保子は歩行者だけが通れる井の頭公園七井橋の向こうに目をやった。そこにはいくつか繫つなぎ留められたボートが白い街灯に照らし出されている。

「ん？」

　橋の向こうから四人ほどの人間が走ってくる。何か慌てた様よう子すだ。黒っぽい服を着て、深く被かぶった帽ぼう子しやサングラスで顔がよく見えない。その中の一人、ごつい体の男が白い布に包まれた何か長い物を左手に握にぎっている。志保子の視線がその白い布に向けられた。ちょっと小首をかしげて不思議そうにそれを見詰めている。

「どけっ、邪じや魔まだ！」

　突然、ごつい男の右手が志保子の顔を払うように飛んだ。

「危ねえ！」

　哲也が志保子の両肩を摑つかんで後ろに抱き寄せる。あやうく男の一撃が志保子の顔面を直撃するところだった。哲也が男たちをギロリと睨にらみ付けた。それは大型犬が牙きばを剝むいて飛び掛かる寸前に似ていた。

「何しやがる、このクソ野や郎ろうがっ」

　哲也が男たちに怒ど鳴なりつける。それは自分の仲間を攻撃されかけたことへの怒いかりだ。

「なんだとお～」

　その声にごつい男が立ち止まり振り向いた。街灯の明かりだけではよくわからないが、帽子の下の素顔はあまり若くはなさそうだ。哲也もゆっくりと肩を怒らせて近付く。

「本当のクソ野郎をそう呼んじゃいけねえのか？」

　嫌いや味みたっぷりにスーツのポケットに手を突っ込んで言う。ごつい男の左手がピクリと動く。白い布が街灯の光に微かすかに輝かがやいたように見えた。

「よせっ」

　側そばにいたサングラスがごつい男の肩を摑んで制止する。

「感知されたら、奴やつらはすぐに飛んでくるぞ」

　ごつい男はチッ、と舌打ちすると哲也に背中を向けて走りだした。そのまま男たちは逃にげるように去っていく。

「待ちやがれ！」

　哲也は追いかけようとした。だが、哲也の足がピタリと止まった。背中をぞくっ、とするものが走っていった。この感かん触しよくは何度か遭そう遇ぐうしたことがある。記憶の底からじわりと恐きよう怖ふが上がってくる。

　意を決して振り向くと、橋の中央に志保子が立っていた。橋の欄らん干かんに手を掛けて何かを探すかのように池の中を見詰めている。

「何かいる……」

　志保子が呟つぶやく。池の中でゆらりと『威力ちから』が動いた。

「離れろおおおおっ」

　哲也が絶ぜつ叫きようした。その時だった。ズザーッと何かが池から飛び出してきた。それは橋の上に飛び上がった。志保子が悲鳴を上げて、橋の上に腰から崩くずれ落ちた。

「ま、まさか……」

　目を見開いて哲也はそれを凝ぎよう視しした。橋の上にはアナコンダ並みの大だい蛇じやが鎌かま首くびを擡もたげていた。白い。白い大蛇なのだ。赤く不ぶ気き味みな目を爛らん々らんと光らせている。しかし、それが普ふ通つうの蛇でないことは誰だれが見ても理解できる。街灯がわずかに透すけて見える。半透明の大蛇であり、動物としての肉体を持つ存在ではない。その体が微かに白く光っている。

「東京のド真ん中に『神』がいるだとーッ!?」

　思わず哲也は叫さけんでいた。意志を持つ特殊なエネルギー体『神』。それは遥か古代より人々が威力あるものとして恐れ敬うやまってきた存在だ。しかし、その威力ゆえに人間とも度たび々たび衝しよう突とつし、人間はあらゆる呪じゆ法ほうを駆く使しして『神』を駆く逐ちく、あるいは制せい御ぎよしようとしてきた。その結果として現代ではよほどの辺へん境きようか人の立ち入らない聖地でもない限り、『神』と遭遇することは有り得ない。だが、哲也の前で鎌首を擡げている大蛇は間ま違ちがいなく『神』の感触を持った大蛇なのだ。

　ここは中央本線の吉祥寺駅から歩いて十分ほどの井の頭公園だ。こんな所で『神』と遭遇した哲也の驚おどろきは尋じん常じようではなかった。驚きと言うより恐怖に近いものだ。哲也は『神』と何回か遭遇し、自分が伝えている『能力』で戦った経験もある。それゆえに『神』の恐ろしさは十分身に染みている。

　白い大蛇がとぐろを巻き、後方に首を回した。哲也の心臓がギクッとなる。大蛇の赤い視線が志保子を捕とらえている。志保子は橋の上でぺたんと座すわり込み、まさしく蛇に睨にらまれた蛙かえるのように動けなくなっていた。大蛇が口を志保子に向けてくわっ、と開いた。

「志保子ーッ！」

　反射的に哲也がダッシュした。走りながら右手を天に突き上げる。

「ノアアアーッ」

　哲也は光る掌しよう打だを大蛇に向かって放った。その威力は大蛇の先に飛び、大蛇と志保子の間に光の壁かべが打ち立てられた。驚いたのか大蛇の動きが止まる。

「こっちだ、蛇野郎！」

　大蛇が振り返る。そこには必死の形ぎよう相そうの哲也が「構え」を取っていた。構えは空手の型にも似てなくはなかったが、どことなく違う。哲也が出雲族の末まつ裔えいとして伝えている神技の構えだった。

「ノアアアーッ」

　辺あたりの空気を押し返すような迫力の声で、哲也は右手を大蛇に向かって突き出した。哲也の前の空間が光る。エネルギー流を放出して敵を倒す『カムツチの手』。哲也の血統に伝えられてきた威力ある出雲族の神技だ。

　大蛇が光に飲まれた。ピュルルというテープを早回しにしたような音を立てて、大蛇の体が溶けていく。大蛇の残ざん骸がいが光の壁に叩たたき付けられ、一瞬にして消しよう滅めつした。数秒後、光の壁がスウーッと消えると、大蛇の姿はどこにもなかった。ただ、光の壁が立っていた場所の橋の欄干がカッターで切り取られたようになくなっており、橋の表面も焼き印を押したようにそこだけ焦こげていた。

「おい、勝ったのか？　俺おれ、『神』に勝ったのか？」

　拍ひよう子し抜ぬけした顔で哲也が呆ぼう然ぜんと立っていた。空手家が神経を研とぎ澄すませてレンガ割りに挑いどんだところ、実はレンガがハリボテだったという感じだ。疑わしそうに辺りを見回したが、やはりさっきの『神』の気け配はいはどこにもない。

「あいつ、本当に『神』だったのか……？」

　ぶつぶつ言いながら哲也は座り込んでいる志保子に手を伸ばした。

「ほれ」

「あ、ありがとう」

　ふらつきながらも志保子は立ち上がってきた。目の前で大事件が起き、目を見開いて黙だまってしまった子供のような顔をしている。

「念の為ために聞いとくが、あのでっけえ蛇は吹っ飛んじまったのか？」

「ええ。『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』がないからよくはわかんないけど、あの大蛇の気配はもうどこにも感じない……」

　そう言いながら答えを求めるような顔を哲也に向ける。

「あれは何だったの？　結構強い力と怒りのようなものを感じたけど……」

「感触からすると『神』なんだがー」

「神様？」

「天国にいる神様じゃなくて、意志のあるエネルギー体って奴だ。しかし、あいつはあまりにも弱すぎる……『神』が俺のたった一撃で消し飛ぶかあ!?」

　哲也はどうしても納なつ得とくいかないようだ。

「おやおや、私が出る前に片付いてしまいましたか」

　橋の上にいる二人に声をかけてきた人物がいた。二人は振り向いた。ボート乗り場の方から一人の若い男が歩いてくる。作業服らしきものを着たしなやかな体の青年だ。そのしなやかさの中に強きよう靱じんなものがある。体から不思議に静かな雰囲気を漂ただよわせていた。ただ、二人を見ている目は冷たくて冷静だ。ターゲットを適確に捕らえる戦せん闘とう者の目である。

「貴様……」

「生きていたの、あなた……」

　冷たい目をした青年を見た二人は驚きを隠かくせない。その人物を知っていたからだ。

「ええ。部下に助けられましてね。お二人とは出雲の『広ひろ殿どの』以来、三か月ぶりということになりますか？」

　青年の口調は丁てい寧ねいだが、その言葉に暖かみが感じられない。体から発する雰囲気のように冷たくて静かだ。

「ああ、お久し振りだな、森もり部べさんよ」

　男の名前は森部勇ゆう一いち。遥か古代から日本の政治権力を陰から守ってきた物ものの部べの『末裔』であり、『フツヌシの剣』という能力を伝承している。

　三か月前、島根県に落下した小惑星は偶ぐう然ぜんに落ちてきたのではなかった。古代出雲族が出雲の地下に造り上げた呪じゆ的てきシステム『大おお神かみの広殿』が呼び寄せてしまったものなのである。その時、『広殿』を支配しようとした人物こそが森部だった。哲也たちは森部の指揮する物部の部隊と戦い、一応これに勝利した。その時、森部は島根の海に沈んだはずだった。が、二人の目の前にいるのは間違いなく森部本人だ。

「あんたが生きているとは思わなかったが、何の用なんだ？　まさか井の頭でジョギングしてたわけでもねえだろう？」

　哲也は志保子を庇かばうように前に出る。森部に話しかけている間も鋭するどい視線を外さない。すでにゴングの鳴ったリング上のボクサーのようなピリピリした雰囲気だ。森部は哲也の問いには答えず、唇くちびるの端はしだけに笑みを作った。

「さっきのあの技わざは何ですか？　三か月の間にだいぶ御苦労されたようですねえ……さてとー」

　森部の笑みが消えた。哲也の態度も硬こう化かする。

「布ふ留る部べ由ゆ良ら由ゆ良ら……」

　その呪文を聞いて哲也は体中の毛が逆さか立だつ思いがした。哲也の腕を摑んでいた志保子の手にも力が入った。

　森部の手には赤い光の剣が握られていた。『フツノミタマの剣』、あるいは『フツヌシの剣』とも呼ばれる物部の末裔が伝承してきたエネルギーの剣だ。古代より出雲族とその神技だけでなく、国家に敵対する呪じゆ術じゆつ者や妖よう魔まを葬ほうむってきた恐るべき剣である。

　この剣の恐ろしさは実際に戦った哲也が一番よく知っている。自分が伝えている出雲族の神技『カムツチの手』があの剣には全まつたく通用しない。もしも再び戦うことがあれば間違いなく自分が死ぬだろうと思っていたが、それが現実になりつつある。哲也の額ひたいから脂あぶら汗あせが滲にじみ始めた。

「見せていただきましょうか、先ほどの技を」

　森部が赤い光の剣を構えた。その目は獲え物ものに銃口を向けた猟師の目に似ていた。森部を睨にらみ付けながら、哲也はボソリと志保子に話しかけた。

「俺が攻撃に出たらすぐに走って逃げろ。絶対に後ろは振り向くな。たとえ、何があろうとも……」

「まさか、あなた……」

　志保子の声が震ふるえている。哲也が覚かく悟ごを決めたことを知ったからだ。志保子は信じられない様よう子すで首を横に振った。

「ダメ……あの人には勝てない……」

「それはわかってる。だがなー、奴と戦うのは出雲族の『末裔』としての宿命だからな。仕方のねえこった。じゃあな」

　哲也は何かを断ち切るように志保子の腕を振り払った。

「行くぞ、森部！　ノアアアーッ」

　哲也が光る右手を突き出した。『カムツチの手』だ。光の流れが森部に飛ぶ。

「シュオッ！」

　森部が赤い剣を振るった。光が切り裂さかれた。森部の足が動く。森部はかなり遠くから一瞬にして間合いを詰めてくる。剣の間合いに詰められたら哲也に勝ち目はない。今度は哲也の左手がバッ、と振り上げられた。

「ノアアアーッ」

　橋の上にまた光の壁が出現した。『カムツチの手』の応用の『カムツチの垣かき』だ。先ほど大蛇に対して使った技である。その光の壁が森部の行く手を遮さえぎる。壁に向かって哲也はすぐに構えを取る。

「シュアッ」

　壁が赤い剣によって真っ二つに叩き切られた。それを哲也は見み逃のがさない。

「吹き飛べ、森部！　オオオオーッ」

　哲也が赤いフツヌシの剣に向けて光る前まえ蹴げりを打ち込んだ。哲也が伝えている神技の中で最も威力のある『カムツチの蹴り』。光は拡散しない。壁を切り裂いた直後の森部の剣に固まった光が激げき突とつする。

「ぐっ！」

　光の塊かたまりが飛び散る。森部の剣は至し近きん距きよ離りから放たれた蹴りの威力すら受け止めた。しかし、切り裂くことはできない。反動が森部を襲おそう。顔をしかめた森部が数歩後ろによろめく。今しかチャンスはない。哲也は己おのれの全気力を右手に込めた。光の槍やりが哲也の手に出現した。威力を収しゆう束そくして打ち出す『カムツチの槍』だ。これが通用しなければ哲也は間違いなく、森部に死体にされる。

「ノアーッ」

　細長い光が森部に飛んだ。白い光と赤い光が激突する。哲也は固かた唾ずを飲んで見守った。ほんの一秒にも満たない時間だったが、哲也には時間が止まって見えた。命を懸かけた戦いの中では時間が止まって見えることもあるというが、今の状態はまさにそれだった。

「なんてこった……」

　哲也は歯をギリッと言わせた。見事なまでに森部は光の槍を弾はじき飛ばしていた。森部が冷たい笑みを浮かべる。勝利を確信した笑いだ。

　自分が奥出雲で三か月の間、必死になって身に付けた新しき技を森部はことごとく跳はね返した。もう森部には何も通用しない。そう思った時、辺りの状じよう況きようが奇き妙みように現実味を失った。見えているものが何かの映像のように思える。死への恐怖で意識が現実と関わることを放ほう棄きしたことを哲也は知った。

「よくぞ三か月の間にこんな新しい技を身に付けたものです。でも、私のフツヌシの剣にはかないませんがね」

　勝ち誇ほこったように森部は橋の上を歩いてくる。哲也は呆然と立っているだけだった。

「待って！」

　背後から声がした。その声に哲也は心臓が砕くだける思いがした。とっくに逃げているはずの志保子が哲也の前に立ちはだかったのだ。志保子はキッ、と鋭い視線を森部に向けた。

「森部さん、私は出雲に落下した小惑星１９ＸＹＢＤの研究で欧米の学会に認められた島田志保子ですよ。それがいきなり行方ゆくえ不明になったりしたら、問題になりませんか？　いくらあなたがマスコミに干かん渉しようできると言っても、必ず不審に思う人がいるはずです。そうすると、あなたたち物部にとっても面めん倒どうなことになるでしょう」

　こんな状態にあっても志保子は堂々と森部に論を吐はいてみせた。だが、その背中は小刻みに震えている。

「ば、馬鹿っ、そんなハッタリが通用する相手か!?」

　志保子の肩を摑んで哲也は叱しかり付けた。志保子は哲也にセミロングの髪をなびかせて振り返った。瞳ひとみが悲しそうに潤うるんでいる。

「ごめんなさい。私もそう思うけれど、同じ出雲族の『末裔』であるあなたを見捨てて逃げるなんて絶対にできない……」

　哲也は無言のまま、志保子の目を見詰めた。

「はっはっはっ」

　いきなり森部が愉ゆ快かいそうに笑い声を上げた。少なくとも森部は声を上げて笑うような人物ではなかったはずだ。二人の目が森部に向けられる。

「今の試合はセコンドのタオル投入による、私のＴＫＯ勝ちってところですか」

　満足そうな笑みを浮かべると、森部の手から赤い剣がフッ、と姿を消した。先ほどまでの冷たさを感じさせる殺気も消えていた。

「ど、どういうことだ!?」

　てっきり殺しにくると思っていた森部が態度を豹ひよう変へんさせたことで、哲也はすっかり戸と惑まどっている。

「出雲族の末裔であるあなたに敗北したことは、物部の歴史の中で汚お点てんとして残るでしょう。物部の当主である私としては生きていることすらおこがましいぐらいです。それで、今の勝利をもって三か月前の雪せつ辱じよくを晴らしたことにしたいのですが、当然認めていただけますね？」

　思いもよらない森部の申し出だった。

「じゃあ、俺たちとやり合う気はないっていうのか？」

　信じられない顔で哲也は聞いた。森部はうなずいた。

「そういうことです。実は我われら物部が頭を抱かかえている事件が起こってましてね。氷ひ川かわ系出雲族の末裔であるあなたにも協力していただこうと……就職活動で東京の実家に戻もどっておられるようでしたので、そのうちにお伺うかがいしようと思っていたのです。ここでお会いできたのは好こう都つ合ごうでした。久し振りの再会ですから、コーヒーぐらいは御ご馳ち走そうしますよ」

　それを聞いて哲也は渋しぶい顔をした。哲也を殺す気は毛もう頭とうなかったらしい。命を懸かけて挑いどんだ哲也を森部は軽く受け流しただけなのだ。圧倒的な力の差を見せ付けられて、哲也の心中はあまり愉快ではなかった。

「はっきり言ってテメーにかなわないのだけは認めてやる。だがな、何で俺が物部に協力しなきゃならねえんだ!?」

「そうですか。でも島田さんはともかく、哲也さん、あなたには責任があると思いますよ」

「どういうこった？」

「おっと、その前にー」

　森部が後ろを振り返った。そこには十人ほどの人間が遠巻きにこちらを見ている。ひそひそと囁ささやき合うカップル、怯おびえるテリアを抱きかかえた中年の婦人、不思議そうな顔をしている老ろう婆ばなど、この公園に散歩にきていた人間らしい。

「げっ、これはマズい……」

　森部との戦いの一部始し終じゆうを見られているはずだ。さすがに哲也は慌あわてたのか視線が落ち着かない。何とか言い訳わけを考えようとしたが、どうしてもヘタな言い訳しか思い付かない。

　だが、森部は全く慌てず、池の向こう側に向かって頭の上に両腕で丸を作った。

「はい、オッケーでーす」

　森部が叫ぶと、集まっていた人間はなんだあ、という顔で立ち去り始めた。森部はＴＶの撮さつ影えいか何かと思わせたのだ。

「じゃ、行きましょう」

　さっさと森部は歩きだした。志保子が哲也の反応をうかがった。

「行くの？」

「ああ。仕方がねえだろう」

　渋い表情のままで哲也は森部の後について歩きだした。




「なにィ、あの大蛇は『ミシャグチの神』だってえのか!?」

　思わず哲也は椅い子すから立ち上がって叫さけんでいた。広いフロアの端にいたウェイターがじろりと哲也を睨にらむ。広い喫茶フロアの中に他に客はいない。

　ここは赤坂にある超高級ホテルの一階にある喫茶フロアの中だ。全面ガラス張りの窓の外には綺き麗れいに整備された庭園がライトアップされ、向こうにはビル群の夜景が東京の活力を誇こ示じするかのようにその姿を見せ付けている。

「お静かに。少しは場所柄というものを考えた方がいいですよ」

　ゆっくりとドレスデン製のコーヒーカップを口に運びながら森部がたしなめる。多少気まずそうな顔をして哲也はドサッと椅子に腰を下ろした。ザッハトルテケーキを口に運んでいた志保子はフォークの動きを止めて、哲也の顔を探さぐるように見た。

「知ってるの？」

「ああ。俺の先祖は関東に逃のがれてきた出雲族だというのは知ってるな？」

「ええ。私と藤ふじ脇わきさんの先祖は石川県の辺あたり、あなたの先祖は関東まで行ったのよね？」

「氷川系出雲族の先祖は関東に逃れてきた時に、ミシャグチの神を奉ほうずるムサの民たみと戦い、ミシャグチの神を封ふうじ込んだってことだ。それが復活してたとは……」

　さすがに哲也は深刻な顔になった。

「どんな『神』なの？　そのミシャグチの神というのは……」

「大地の神だとか聞いてる。ただなー、千年以上も昔に封じ込まれた奴だ。あんまり詳くわしいことは俺の家系にも伝わってない」

　その答えを聞いて、コーヒーを飲んでいた森部の顔がピクッ、と動く。どことなく不愉快そうな様子が見て取れる。

「例たとえばミシャグチの神の封じ方なんかは伝わってないのですか？」

「いや、俺は知らない」

　ふうっ、と森部は溜ため息をつき、そして苦笑した。

「香か香か背せ男おの時と同じだ。私が期待していることをあなたは知らない」

　ギロリと哲也が森部を睨む。ドンッ、とテーブルを叩く。志保子の体がびくっ、と動いた。哲也は押さえてはいるが怒りのこもった声で言い放つ。

「テメーに言われる筋合いはねえぞ。俺たち出雲族の末裔はその力ゆえに世間から隠かくれるように暮らしてきた。そんな暮らしの中で出雲族の伝承はむしろ危険な存在になる。でも出雲族の末裔として何とか伝承を伝えてきた。それを、自分の都合のいいことだけ聞こうという態度は許せねえなっ」

　哲也と森部は鋭く視線をぶつけあった。しばらくそのままの状態が続いた。どうしていいかわからず、志保子はフォークを持っておどおどしている。

「……これは私の失言でした。取り消します」

　軽く森部は頭を下げた。

「あー、わかりゃいいんだよ、わかりゃ……」

　意外と素す直なおに非を認めた森部に哲也は面めん食くらっていた。物部の末裔として恐ろしいまでのプライドを持ち、プライドを守るためには人を殺すことも辞じさない男、それが森部だったはずだ。腑ふに落ちない様子で、目の前のツナサンドに手を伸ばした。一時間ほど前に食事を済ませたはずだが、飲み物よりも食べ物を選んでしまうところは貧びん乏ぼう学生の性さがなのかもしれない。

「ふーむ、スーパーのサンドイッチとどこが違うんだ？　ツナに大トロでも使っているとは思えねえが」

「そうおー？　このザッハトルテはさすがだと思うけど。やっぱりおいしいケーキは食事の後でも入っちゃうな。暇ひまとお金があったらまた来たいわー」

　ホッとした様子で志保子はケーキを平らげにかかっている。サンドイッチを飲み込んで哲也は森部に真ま顔がおで尋たずねた。

「なぜあの大蛇がミシャグチの神だとわかった？　第一、あれは本当に『神』なのか？　俺も『神』と戦ったことがあるが、出雲族の神技『カムツチの手』をもってしても殺されかけたんだぞ。それに比べりゃ、あいつはあんまりにも弱すぎる。まだ妖あやしき物もの怪のけの方が強いんじゃないのかあ？」

　それは井の頭公園で大蛇と戦ってからずっと頭を離れない疑問だった。確かに大蛇の感かん触しよくは以前に出会った『神』の感触に似ている。だが、あまりにも手て応ごたえがなさすぎた。

「その弱さが不安で仕方ないのです」

　コーヒーを飲み干した森部は静かに口を開いた。表情は実に真剣だ。これだけ真剣な森部の顔を見たのは、ひょっとすると今度が初めてかもしれない。テーブルの上で手を組んで森部は話し始めた。そのポーズはどことなく不安を隠すためにも見える。

「実はミシャグチの神が現れたのは今回が初めてじゃありません」

「他にも出てたのか!?」

　さすがに哲也は驚いた。

「で、どうしたんだ、そいつらは？」

「むろん我々で始末しました。いずれもさほど強くはなく、私の部下でも簡単に倒せましたよ。今のところ大した被害も出ていません。もっとも我々が始末する前に目撃され、情報操作に失敗した例もありましたが」

「あれっ、秋口にワイドショーを騒さわがせた石しやく神じ井い公園の大蛇はもしかして……」

　何かに気付いたかのように志保子が森部に尋ねた。忙いそがしい中でもワイドショーは見てたらしい。科学者といえども女性であることに違いはないようだ。

「なんだ、そりゃ？」

「知らないのー？　練ねり馬まにある石神井公園で大蛇を目撃した人がいて、マスコミでもだいぶ話題になってたじゃない。なんでもペットのアナコンダが逃にげ出したんじゃないかって話だったけど」

　小こ馬ば鹿かにした顔で志保子は哲也を横目で見た。

「あ、いや、その頃は奥出雲で『カムツチの垣』の習得に励はげんでたから……」

　気まずそうな顔で哲也は頭をポリポリと搔かいた。

「石神井公園の大蛇もミシャグチの神でした。むろん私の部下がとっくに始末しましたが。ただ、マスコミを納得させるのにだいぶ苦労しました」

　平然と語っているが、森部はマスコミすら操作できるほどの男なのだ。国家権力の安全を守るため、物部の末裔には大幅な権限が与えられているらしい。

「いくらミシャグチの神が復活しようと、あの程度の力ならば、我々が一つ一つ叩いていけばいいだけのこと。わざわざ出雲族の末裔であるあなたの力など借りる必要もないのでしょうが──」

　ここで一いつ旦たん、森部は間を置いて、奇妙なことを口にした。

「あなただけではないのです、物部の汚点はッ！」

「どういうことだ？」

　真剣な目付きで森部は話を続ける。

「大和やまと朝ちよう廷ていが関東に進出した頃、物部はミシャグチの神と戦っているのです」

「ひょっとして、その時の記憶が残っているの？」

「ええ。私の伝承したフツヌシの剣は代々の物部の戦いの記憶を刻みます。今回の事件で、私はその記憶を探ってみました。確かにミシャグチの神と戦っているのですが──」

　森部は気持ちを押さえるためか、組んだ手を自分の額ひたいの前にやった。

「全く歯が立たなかったのですよ、ミシャグチの神には!!」

「本当なのか!?」

　思わず哲也も身を乗り出していた。森部と戦ったことのある哲也には物部のフツヌシの剣の威力はよく知っている。それが通用しなかったというのだ。とてつもない威力をミシャグチの神は持っていることになる。

「その時の状じよう況きようは絶望と恐怖が支配してよくわかりません。しかし、大和朝廷のために妖魔を倒してきた物部ですら勝てない存在だったことは確かです。そのミシャグチの神を出雲族は封じることができた。大和朝廷はミシャグチの神を封じるために、関東に逃れた氷川系出雲族を認めざるを得なかったのです」

　そうだったのか、と哲也は思った。関東に逃れた出雲族は各地に出雲の神を祭った氷川神社を建てている。これだけ目立ったことをしながら大和朝廷から追撃軍が送られてこなかったのは、そんな理由だったのだ。もしかすると、森部が必要以上に出雲族の末裔を軽けい蔑べつしているのはそのためかもしれない。

「敗北の記憶にあるミシャグチの神と、我々が始末したミシャグチの神ではあまりに落差がありすぎる。その理由がわからないだけに私は怖こわい……」

　怖い、という言葉を哲也は森部から初めて聞いたような気がしていた。森部ほどの男が恐れている。確かに哲也もこれで済みそうにないと感じていた。

　哲也の目がじぃーっと森部を見た。哲也が何か決意したことを志保子は感じていた。

「はっきり言って物部に協力する筋合いは何もねえ。だがな、ミシャグチの神が復活したというのなら、氷川系出雲族の末裔の俺にも少しは関係あるだろう。ミシャグチの神についてわかったことがあれば教えてやる」

「そうですか。期待してますよ」

　哲也の言葉を聞いて森部は微かすかに笑みを浮かべた。







　　　第二章　末まつ裔えいの女







「済まねえな、わざわざ有給取ってもらって。講演の準備で忙いそがしいんだろ？」

　都市の近くの道としては格段に美しい道だった。広い石畳の道には人と自転車と飼い主に連れられた犬が歩いているだけだ。車はこの道の右手に作りつけられた道路を通っている。道の左右には樹じゆ齢れいを経た大きな樹木が間かん隔かくを置いて枝を広げていた。この道を行き交かう人を慈いつくしむように枝の間から秋の柔やわらかな光が天空から降ってくる。

　ここは埼玉県大宮にある氷ひ川かわ大社の参道だ。氷川大社は、東京と埼玉に百以上もある氷川神社の総本社であり、武蔵むさしの国くに一宮という高い格式を持つ。なにせ大宮という地名自体がこの氷川神社に由ゆ来らいする地名なのだ。ちなみに「氷川」という名前は出雲いずもの簸ひ川かわにちなんでつけられたと言う。

　この参道を哲てつ也やと志し保ほ子この二人は氷川大社に向かって並んで歩いていた。

「それなら大だい丈じよう夫ぶ。後は練ねり馬まで一いつ般ぱん向けの講演会があるぐらいだから。ある程度落ち着くまで観測態勢には入れないし、これぐらいならお付き合いしますって」

　タイトスカートにオフホワイトのジャケットを引っ掛かけた志保子が、傍かたわらにいる哲也に微笑ほほえみかけた。一方の哲也はよれたジーンズに薄うす手でのジャンパー姿というラフなスタイルだが、リクルートスーツよりもこちらの方が遥はるかに似合っている。

「でも、いきなり訪問していいの？　いくら私が出雲族の末まつ裔えいだと言っても、氷川系の出雲族じゃないし、歓かん迎げいしてくれるかしら？」

「いや、それは心配ない。あんたのことはすでに叔父おじさんに話してある。叔父さんはぜひとも末裔であるあんたに会ってみたいと言ってた」

「えっ、じゃあ、小しよう惑わく星せい落下の時のことも？」

「ああ。『広ひろ殿どの』が消しよう滅めつしたことをすごく残念がってたな。でもな、井いの頭かしら公園で森もり部べに会ったことは話してない。このことについては黙だまっててくれねーか？」

「うん。わかってる」

　志保子はうなずいた。志保子にも哲也が話したくない理由はなんとなく理解できた。森部は仮にも出雲族を倒たおした物ものの部べの末裔である。全面的ではないとはいえ、その男に協力をしていることを明かしたくないのだろう。

　二人は氷川大社の赤い大おお鳥とり居いの前を右に折れた。しばらく氷川の森を左手に見ながら進み、住宅街の中の小道に入った。

「着いたぞ。あそこだ」

　顎あごをしゃくって、哲也は住宅街の中の一軒けんを志保子に示した。そこには白いコンクリート造りの二階建ての家が建っていた。首都圏けんの家としては大きい方だろう。小さいながらも庭があり、人の背せ丈たけほどの木が何本か植えてある。

「へえー、意外と立派な家じゃない。叔父さんって何をされている方なの？」

「近くにアパートを二つほど持ってる。まあ、資産家の部類に入るんじゃないか。実をいうと、俺おれが雲うん州しゆう大学に入る時にだいぶ援えん助じよしてもらったんだ。俺の家は母親だけしかいないんでね……」

「えっ、そうだったの？」

「親父おやじは俺が中学の時に『広殿』を探して行方ゆくえ不明になっちまった。そのせいなんだろうが、おふくろは俺が出雲族に関かかわることを嫌きらってる。おふくろにはまだ話してねえんだ、小惑星落下に俺が関係していたことを……」

　ほんの少しだけ哲也の顔に寂さびしげな色が浮うかんで見えた。だが、それは一いつ瞬しゆんで消え、わざと明るく哲也は志保子に声をかけた。

「じゃ、中入ろーぜ。叔父さんの出すコーヒーは結けつ構こううめーぞ」

　門に手を掛かけた時だった。玄げん関かんドアが開き、中から「失礼します」の声と共に背の高い女性が出てきた。

「あ？」

　その女性と哲也の目が合った。哲也は、誰だれだこいつ、というような不ふ審しんそうな表情を作っている。少なくとも哲也の知り合いではないらしい。

　背の高い女性は志保子より少し年ねん齢れいが上だろうか。何色かの縁ふち取どりの入った白のニットカーディガンに茶色のロングスカートというおとなしい格好をしているが、モデル並みの高い背丈はやはり目立つ。可愛かわいいという感じではなく、切れ長の目に長いロングヘアは間ま違ちがいなく美人だという印象を与あたえる。

　ただし、モデルのような華はなやかな印象はない。おそらく顔、そしてその切れ長の目に、内に籠こもった暗さとでもいうのか寂しげな感じが見て取れる。

「高たか見み橋はしさんのお知り合いの方ですか？」

　先に声をかけてきたのは背の高い女性の方だった。志保子は門にある表札を見た。そこの名前も「高見橋」になっている。

「ああ、そんなもんですが」

「もしかして御ご親しん戚せきの方？」

「そうですけど」

　どう対応していいのか判断できず、哲也は極きわめて抑よく揚ようのない声で答えた。

「おや、哲也君、来たのか」

　ドアの中から一人の中年の男が顔を出した。どことなく哲也に似た顔立ちに、志保子はこの人物が哲也の叔父おじだと判断できた。哲也に似た所のある顔だが、哲也よりは丸顔で穏おだやかだ。哲也よりも背は低いが、それなりにいい体格をしている。全体的な感じとしては人のいい商店街の親父おやじさんというところだ。

「じゃ、失礼します」

　背の高い女性は哲也と哲也の叔父に軽く会え釈しやくをすると、道に出て行った。その女性の後ろ姿を訝いぶかしげに見ていたが、哲也は門もん扉ぴを開けて敷しき地ち内に入った。志保子も後に続く。

「お久し振りです。修しゆう司じ叔父さん」

　玄関の所まで来て、哲也は自分の父方の叔父である高見橋修司に頭を下げた。

「こっちに帰ってきてるとは聞いていたがー」

　ぺこりと頭を下げた志保子に修司は目を止めた。ぱっ、と顔が明るくなり、好こう奇き心しんに満ち溢あふれた表情になった。

「ひょっとしてあなたが島しま田ださん!?」

「え、ええ……」

　バッと、修司は志保子の手を握にぎり締しめてきた。反射的に志保子の腰こしが引ける。困こん惑わくした表情を哲也に向けて助けを求めたが、哲也はしょーがねーなーという顔をして立っているだけだった。

「哲也君から話は聞いている。越こしに逃のがれた出雲いずも族の末まつ裔えいで、その能力は藤ふじ脇わき君よりも高いそうだね!?　いやー、会えるのを楽しみにしてたよ。今こん日にちまで威力ちからを伝えている末裔は少ないからねー、うれしいよ僕ぼくは。そうだ、会えた記念にあれをあげよう！」

　一方的に捲まくし立てた後で、修司は志保子の手をグイッと引っ張った。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　志保子は慌あわてて靴くつを脱ぬぎ捨てた。玄げん関かんに黒のローヒールが転ころがる。

「さっ、早く！」

　もどかしげに修司は志保子の手を引っ張ると家の奥へと連れていく。

「やれやれ……」

　哲也はポリポリと頭を搔かきながら、志保子のローヒールを拾ひろう。外に爪つま先さきを向けてきちんと揃そろえてから、自分も後ろ向きに靴を脱ぎ玄関に上がった。

　勝手知った叔父の家である。修司がどこに行くかも見当はついていた。廊ろう下かの突つき当たりにある地下室への階段を降りると、修司が戸と惑まどう志保子に金色の銅どう鐸たくを渡わたしているところだった。

　六ろく畳じよう間ま二つ分くらいの広さの地下室の壁かべはコンクリートで固められ、当然のように窓はない。上から下がった二本の蛍けい光こう灯とうが地下室を照らしていた。壁の前には棚たなが置いてあり、その中にはたくさんの箱、それに銅鐸や銅どう矛ほこの複製品が置いてあった。

「これは出雲の荒こう神じん谷だに奥おく遺い跡せきから出た銅鐸の複製品レプリカなんだ。複製品レプリカだけあって呪じゆ力りよくは籠こもっていないけれど、出雲族の巫女みこの末裔である君には相応ふさわしい物だと思うよ。さあ、どうか記念に受けとってくれたまえ」

「はあ……」

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せた、有あり難がた迷めい惑わくそうな顔で志保子は三十センチほどの銅鐸を手にした。その様よう子すを苦く笑しようしながら哲也は見ていたが、棚にあるたくさんの箱に目をやった。当然のごとく哲也は箱の中身が何であるか知っていた。箱の中には叔父が集めた出雲族に関かんする古こ文もん書じよが入っている。

（この中にミシャグチの神についての記き述じゆつがあるといいんだが……）

　鋭するどい視線で古文書の箱を見み詰つめていた。




「黒砂糖はどうかな？　太るのが気になるようだったら、オリゴ糖のシロップなんてものもあるけど」

　上じよう機き嫌げんで修司はサイフォンからコーヒーを入れていた。

「いえ、私は普ふ通つうので結構です。ダイエットはしてませんし」

　ソファにちょこんと腰こし掛かけた志保子は、できるだけ修司に手間をかけさせまいとしてそう答えた。注文すればいくらでも応こたえてくれそうだが、修司の熱ねつ烈れつ歓迎ぶりに志保子は面めん食くらっていた。ベージュのストッキングに包まれた両足をきっちり揃そろえ、腰を浅く掛けた座すわり方を見てもどことなく居い心地ごこち悪そうだ。ついでに足元には紙かみ袋ぶくろに入った金色の銅どう鐸たくが置かれている。

　志保子は応接室を見回した。レザー張りのソファと紫し檀たんのテーブル。その他の調度品も豪ごう華かというほどではないが、品のいい感じで並んでいる。確かに哲也の言うように資産家の部類には入りそうだ。その哲也は志保子の横で腕うでを組んでソファに深く座っている。表情は堅かたい。むろん、あの『神』のことを考えているのだろう。

「それにしてはスタイルいいねー」

　笑えみを浮うかべながら修司がコーヒーカップとクッキーの入った菓か子し鉢ばちを運んできた。

「結構、天文センターの仕事もハードですから。観測態勢に入ると徹てつ夜やなんてこともありますし、でも太らないかわりに、肌はだが荒あれそうなんで心配なんです」

　コーヒーカップをテーブルの上に置き、修司も二人の向かい側に腰を下ろした。

「そう。僕ぼくにはよくわかんないけど大変な仕事なんだね。科学の発展のためとはいえ、本当に大したもんだ」

　自分の仕事を誉ほめられて志保子の顔が緩ゆるむ。志保子は研究者として自分の仕事に誇ほこりを持っている。それを誉められてうれしくないわけがない。

「素す敵てきな香かおり……」

　目の前に置かれたコーヒーカップからはいい香りが立ち上ってくる。カップは九く谷たに焼やきだろう。黒地に金線で古梅の景色を描えがいてある。この場所にはウェッジウッドよりも、九谷の方が似つかわしい。カップを持ち上げて志保子はしばらくその香りを楽しんだ。

「ところで哲也君、今日は何の用なんだ？　島田さんを僕に紹しよう介かいしに来ただけではないんだろう？　もっともそれだけでも僕は大歓迎だが」

　銀のスプーンで十文字にコーヒーをかき混ぜながら、修司は哲也に尋たずねた。さすがに叔父おじと甥おいの関係だけあって、哲也が何かの相談を持ってきたことに気付いている。腕を組んでいた哲也は身を乗り出した。真しん剣けんな眼まな差ざしで修司の顔を見ながら話を切り出す。

「実は叔父さん──」

　哲也は井の頭公園で戦った大だい蛇じやについて語った。むろん森部に会ったことは一言も口にしなかった。大蛇を『カムツチの手』で倒たおしたことだけで話を終えた。

「本当なのかー」

「はい。俺も『神』と戦ったことがありますが、あれは『神』でした」

　修司はコーヒーカップを持ち上げたまま、動きが止まっている。

「やっぱり『ミシャグチの神』なんだろうね」

「もしかして俺たちの祖先が封ふうじたという奴やつですか!?」

　わざと哲也は「ミシャグチの神」という言葉に驚おどろいてみせた。

「おそらく……」

　ゆっくりと修司はカップをソーサーの上に置いた。カチャリ、と静かな音がした。

「でも、『神』にしては弱すぎると思うんですけどねえ。ミシャグチの神といえば、俺たちの祖先が激げき闘とうの末に封じたものだと聞いてます。俺のたった一発で吹ふっ飛ぶなんて、あまりにも違ちがいすぎやしません？」

　一番聞きたかった疑問を哲也はぶつけた。首を傾かしげて修司は考えていたようだった。静かな時間が少しの間だけ続いた。

「考えられることだと思うよ」

　哲也の顔を見ながら修司は答えた。

「井の頭公園だよね？　その大蛇が現れたのは」

「そうですけど……」

「井の頭公園の水は、地下からポンプで汲くみ上げているそうだよ」

「それが何か関係あるんですか？」

　カップを置いて志保子も話に加わってきた。

「うん。つまり人間の力がなければ維い持じできないほど、井の頭公園の『大地の力』は弱まっているということなんだ。それはわかるね？」

　修司は哲也と志保子を交こう互ごに見た。

「ええ。それはわかりますが……」

　不ふ思し議ぎそうな顔をする志保子に対して、哲也は気付いたらしく勢い込んで口を開いた。

「ミシャグチの神は大地の神！　大地のエネルギーが弱まれば、ミシャグチの神の力も弱まるしかない！」

　修司は深くうなずいた。

「なぜミシャグチの神が復活したのかはわからない。もしかすると、東京の急速な都市化によってミシャグチの神を封じた出雲いずも族の結けつ界かいが崩くずれたのかもしれない。でも、現代の東京は鋼こう鉄てつとコンクリートとアスファルトによって固められてしまった、大地のエネルギーのない世界なんだ。そんな所にミシャグチの神が復活しても、それは非ひ力りきな存在にしかならないだろうね」

　修司の語る言葉を聞いて志保子も何かに気付いたようだ。修司に向かって語り出す。

「そういえば井の頭公園の大蛇は怒おこっていたみたいです。天あま鳥とりの御み剣つるぎがなかったので正しくはわからないんですけど、私が感じた大蛇の意志を無理に言葉にすると『我われの山野を破は壊かいしたのは貴様らかっ!?』とか怒っていたみたいな……」

「へえ。さすがは出雲族の巫女みこの力を強く伝えているだけのことはあるね。現代の末まつ裔えいにもこんな人が残っていたなんて、うれしいなあ」

　志保子の言葉を聞いて、修司はニコニコしだした。

「で、でも、何で大地の神様が人間を襲おそったりするんですか？　土地の神様ならその土地が栄さかえたほうがうれしいんじゃないかと思うんですけど……」

　慌あわてて志保子は修司に質問する。質問で修司の熱ねつ烈れつ歓かん迎げいぶりを少しはそらせようとしたらしい。その策は見事に当たったようで修司はニコニコを止やめて、手て振ぶりを交まじえながらミシャグチの神について話し始めた。

「伝承や他の資料から僕が推理したところでは、ミシャグチの神は自然を守る神だ。いくつかの資料から推測すると、ミシャグチの神は樹木や天に向かって立つ石棒を依より代しろとして出現するらしい。これは大地のエネルギーと樹木などで集められた天のエネルギーが交感することによって、『神』として誕たん生じようするんだろうね。誕生したミシャグチの神が存在していくためには大地のエネルギーが保持されることが必要だ。その結果として、ミシャグチの神は決して自然の破壊を許さない」

「それで東京に復活したミシャグチの神は人を襲うわけなのね……」

　志保子はあの大蛇の怒いかりを理解した。

「実は氷ひ川かわ系の出雲族がこの土地に受け入れられたのはそれが理由なんだ」

「へっ、どういうことです？　氷川の民たみはムサの民との戦いに勝利して、この土地を手に入れたんじゃなかったんですか？」

　今度は哲也が不思議そうな声で疑問をぶつけてきた。

「僕が聞いた話では、ムサの民は狩しゆ猟りようと採取によって暮らしていたそうだ。当然、山の実りが豊かであるようにミシャグチの神を崇あがめるわけだ。だが、いつの頃ころからか原野を開かい墾こんして田畑を作る人間が現れた。その人間をミシャグチの神は当然のように攻こう撃げきする。そんなところにミシャグチの神を封ふうじる能力を持った一族がやってきたとすれば──」

「田畑を作ろうとする人間たちは、その一族、つまり俺おれたちの祖先である氷川の民を支し援えんしたってわけですか」

「そういうこと」

　それだけ言うと修司は菓か子し鉢ばちのクッキーに手を伸のばした。両手を膝ひざの上に置き、哲也は気になっていたもう一つの疑問を尋たずねてみた。

「で、叔父おじさん。ミシャグチの神の封ふうじ方はわかってますか？」

　じっと修司の答えを待った。クッキーを一口かじってから、修司は首を横に振ふった。

「そうですか……」

　哲也の声には落らく胆たんの響ひびきが少々含ふくまれていた。

「さすがにミシャグチの神を封じたのは遥はるか昔のことだからね。でも、他ほかにミシャグチの神が復活しても僕たちが動く必要はないと思うよ。復活してもさっき言った理由で非力な『神』しか出現しない。その程度なら簡単に始末してくれるさ。君たちが戦ったという物ものの部べの残党がね……」

　その言葉を聞いて志保子の手がピクッと動いたが、修司は気が付かない様よう子すだった。

「そうそう、『広ひろ殿どの』の事件以後、物部が襲おそってきたりしたことはなかったのかい？」

　不安そうに修司は哲也の顔を見ている。やはり物部の末まつ裔えいと戦った自分の甥おいが心配なのだろう。

「いえ、別に。まー、三か月もたってますから大だい丈じよう夫ぶじゃないすか」

　極きわめて平然と哲也は答えた。

「そう。それならいいんだけど」

　哲也の答えを聞いて安心したのか、修司はニコッと笑いかけた。

「このクッキー、美味おいしいんだよ。食べない？」

「あ、いただきます」

　すっ、と菓子鉢に手を伸ばしたのは志保子だった。ポリポリとやっている志保子を見て哲也も鉢に手を伸ばした。どうも市し販はんのクッキーではないようだ。

「美味しい！」

　志保子が感かん嘆たんの声を上げた。さすがに哲也はクッキーごときでは黙だまっていたが、うまいクッキーなのは確かだった。

「だろ？　母はは木きさんが僕ぼくのために焼いてくれたんだ」

　修司はニコニコしている。

「ハハキ？　もしかして玄げん関かんで会った女性ですか？　何者なんです？」

　不ふ審しん顔で哲也は尋ねた。

「そうだよ。母木涼りよう子こさんと言って、都内の大学院生で民みん俗ぞく学をやっているそうだ。何でも、柳やなぎ田だ国くに男おを読んで民俗学に目覚めたとか。僕の持っている資料が見たいということで見せてあげたら、今日はそのお礼にクッキーを焼いてきてくれたんだ。それに、肩揉んでくれたりすごく親切な女性だ。島田さんといい、母木さんといい、ラッキーな日だな～」

　修司は満面の笑えみを浮うかべてコーヒーカップを手にしていた。哲也は、やれやれといった顔でクッキーをかじっていた。




「とりあえずミシャグチの神について古こ文もん書じよを調べておくよ」

「お願いします」

　修司は哲也と志保子の二人を門の所まで見送りに出ていた。志保子は銅どう鐸たくの入った紙かみ袋ぶくろを重そうに両手で抱かかえている。紙袋を抱えたまま、頭だけをペコリと下げた。

「コーヒーとクッキー、ごちそうさまでした」

「気に入ってもらえたようで、うれしいよ。暇ひまがあったらまたコーヒー飲みにおいで。この家には僕一人だから、何も遠えん慮りよすることはない」

「ハハハ……」

　ニコニコと笑っている修司に対して、志保子は乾かわいた笑いを浮かべた。

「んじゃま、ここで失礼します」

「島田さんを連れてくるならいつでも歓かん迎げいするよ」

　苦く笑しようしながら哲也は歩きだした。慌あわてて志保子も哲也に続く。後ろで門もん扉ぴの閉まる音を聞いてから志保子はホッとしたように口を開いた。

「はー、初対面であそこまで歓迎されるとは思わなかったわ」

「いやー、叔父おじさんは出雲いずも族について調べることに命懸かけてるような人だからなあ。力の使える末まつ裔えいに会うと本当に喜んじまうんだ。藤脇先せん輩ぱいを連れて行った時も凄すごかったなー。特に天あま鳥とりの御み剣つるぎを持って行ったもんだから色々とやらされて、先輩、帰る時にはげっそりしてたな」

「私、出雲族の神しん宝ぽうを持ってなくて良かったかもしれない……」

　実感のこもった声で志保子は呟つぶやく。

「もらっちゃったけど、どうしよう、これ……」

　紙袋に視線を落とす。そこには金色に輝かがやく銅鐸の吊つり輪の部分が顔をのぞかせている。

「飾かざっといたら？　俺おれの実家でもドライフラワーなんか入れてあるぞ。普ふ通つうの美術工芸品でも結構するだろうし、これはこれで相当な価値があると思う」

「えっ、これ単なる美術工芸品じゃないの？」

「こいつは出雲の遺い跡せきから出土した銅鐸の完全な復元レプリカだ。金属の成分まで同じにして作ってある。呪じゆ力りよくさえ込こめれば立派な出雲族の神宝になる。もっとも、呪力を込めて新しく神宝を作り出す方法はとっくの昔に失われちまったが……」

「ふーん」

　紙袋をちょっとめくって、志保子は銅鐸をまじまじと見た。高さ三十センチほどの金色の鐸。三角や半円を続けたような模も様ようが表面を飾っていた。心なしか神秘的な輝きを帯びているようにも感じられる。

「ま、これでミシャグチの神が弱い理由が判明したんだ。あとは森部の野や郎ろうにこのことを伝えりゃー、この事件は一件落着ってわけだ」

「そうかしら？」

　志保子は哲也に顔を向けた。微かすかに不安のある表情だった。

「井の頭公園で、神宝を持った男の人たちとぶつかりかけたわよね？　私、あの人たちとミシャグチの神が関係あるような気がするんだけど……」

　志保子の意見を聞くと、哲也はまっすぐ前を見た。その表情は真しん剣けんなものになっている。前を見たままで、哲也は口を開いた。

「俺もそれは考えた。だがな、出雲族の関係の人間でないんなら無視しときたい。奴やつらがミシャグチの神を復活させた張本人だとしても、それは森部の領域の仕事だ。無理に俺たちが足を突つっ込んだら、すごく嫌いやなものを見そうな気がする……」

「うん、そうね……」

　志保子も哲也が何を考えているのか理解した。森部は自分たちとは違ちがって、いわば裏の世界の人間である。そして権力を守しゆ護ごするためには、どんなことでも平然とやってのける男なのだ。しばらく二人の間に沈ちん黙もくが流れた。

「ん？」

　小道と大きな通りが交わる近くに一台の赤い軽自動車が停車していた。その車に寄り掛かかっている若い女性に哲也の視線が向いた。

　女性は、肩かたまでのセミロングの髪かみ、ジーンズに白いセーターという動きやすそうな格好をしている。そのスタイルのせいか、活発そうなお嬢じようさんという印象を受ける。授業が終わったら、テニスかラクロスの練習に出掛けるのを習慣としている女子大生という感じだろうか。女性が寄り掛かっているのも、丸いフォルムを帯びた若い女性に人気の車で、こんな感じの女性が運転していても何の不思議もないし、取り立てて注意を引くこともない。

　だが哲也はその女性に注意を向けざるを得なかった。なぜなら女性は瞬またたきもせずに、じいーっと哲也と志保子に視線を投げ続けているからだった。

　哲也はその顔に見覚えがない。もしかするとどこかで擦すれ違ったかもしれないが、さほど印象に残る出会いではなかったはずである。

　傍かたわらにいる志保子も微かすかに嫌な顔をしている。二人を見ている女性の深い瞳ひとみからは、あまりいい感情が伝わってこない。むしろ微かな憎にくしみの心情すら感じ取れるぐらいだ。二人は車の前を足早に通り過ぎようとした。

「お久し振りね、高見橋さん、島田さん」

　突とつ然ぜん女性は声をかけてきた。志保子は脅おどかされた猫ねこのようにビクッとなり、ただし猫と違ってその場から動けなかった。ゆっくりと哲也は鋭するどい視線を女性に向けた。

「あんた、誰だれです？」

　女性の視線から判断するとあまり友好的とは思えない。少しばかり態度を硬こう化かさせて哲也は女性に尋たずねた。

「あたしは十と種くさ恵え美み奈な。覚えてない？　この夏にお会いしたけど……出雲いずもの地下でね」

「なに!?」

　むろん出雲の地下と言えば『大おお神かみの広ひろ殿どの』のことに違いない。

「もしかして、あなた『広殿』にいた物ものの部べの巫女みこなの？」

「ピンポーン」

　わざとふざけた声を出すと、恵美奈という女性は車から離はなれて哲也の前に歩いてきた。

「何の用だ、物部の巫女が？」

　哲也の問いには答えず、恵美奈は今まで哲也たちが歩いてきた道路の方に顔を向けた。

「で、ミシャグチの神の情報は取れたの？　あなたの叔父おじ上うえから……」

　何か揶や揄ゆをするような口調で恵美奈は尋たずねた。それから興味深そうに哲也の顔の反応をうかがった。

「て、てめえ……」

　哲也の表情は俄にわかに険けわしいものになっていた。眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、不ふ愉ゆ快かいな表情を通り越こして怒いかりの色すら見える。

「監かん視しに来てやがったな～」

「そうよー」

　憎々しげに言った。哲也の反応を楽しむかのように、恵美奈は明るく伸のびのある声で軽く答えた。

「高見橋修司。ええっと、データーによると、あなたの父親である高見橋護まもるの弟だったよねー。奥さんは十年前に病気で亡なくなって、それからはずっと一人暮らし。代々伝わった土地にアパートを建ててそれで暮らしてる。生活は結けつ構こう良いみたい。そして何よりも特とく筆ひつすべきはー、出雲族の末まつ裔えいで出雲族に関する資料を集めていること！」

　恵美奈は得意そうにべらべらと哲也の叔父について喋しやべりだした。私はここまであなたの叔父について知っているのよ、ということを哲也に見せ付けているのは明白だ。相手は女性とはいえ、さすがに哲也の堪かん忍にん袋ぶくろも底が裂さけた。

「ふざけるな！」

　側そばにいた志保子がびくっ、となるほどの大声で哲也は怒ど鳴なった。恵美奈の左手をぎゅっと摑つかまえ、怒りの表情で正面から恵美奈の顔を睨にらんでいる。さすがに恵美奈の面おも白しろそうな様子は消えたが、全まつたく動じたところはなく、気き丈じように哲也の目を見返している。

「いいか、ミシャグチの神の事件は、てめえら物ものの部べだけで始末できるだろーよ。そのことだけは伝えといてやる。これだけ聞きゃあ十じゆう分ぶんだろうが、ああ!?」

　ずいっ、と哲也は顔を恵美奈に近付ける。

「この事件と叔父さんは何も関係がねえ。だがな、これ以上叔父さんに付きまとうようだったら、ただじゃおかねーぞ！　そのことは森部にしっかり伝えとけ！」

　唾つばを飛ばしながら興こう奮ふんして哲也は激しく言い切った。どうしていいのかわからず側に立っていただけの志保子だったが、哲也の怒りの理由は理解できた。哲也は自分の身内に物部の監視の手が伸のびたことに激しい怒りを覚えているのだ。

「わかったか！」

　激しい剣けん幕まくで叱しかり付けるように哲也は叫さけんだ。だが、その剣幕にもかかわらず恵美奈は哲也の目を見返していた。そして摑まれている腕うでを横にスッ、と引いた。

「あ？」

　急に動かれ哲也の体が少し流れた、と思った次の瞬しゆん間かんだった。

「痛でえーっ」

　突とつ然ぜん、哲也の悲鳴が上がった。恵美奈が哲也の右手首を逆方向に極きめていたのだ。そのまま、ぐいっと哲也の肩かた越ごしに後ろ方向へ押おす。手首を極められている哲也は、ずとっ、という感じで後ろに倒たおれていくしかなかった。アスファルトの道路に背中がついても恵美奈は手を離はなさない。哲也は苦く悶もんの表情で恵美奈を睨み付けている。

「やめて！」

　志保子が叫んだが、恵美奈はその声を無視した。右手首を極めたまま、真しん剣けんな顔付きで哲也を見み据すえている。

「もし、森部様があの時、助かっていなかったら、物部の末まつ裔えいが全力であなたたちを殺しに動いてたんだからね！　森部様が無ぶ事じだったから……帰ってこられたから……あなたたちは生きていられるのよ。そのことはよく覚えときなさい！」

　思いを叩たたき付けるような恵美奈の言葉だった。それだけ言うと恵美奈は手を離した。呻うめく哲也を尻しり目めに、赤い軽自動車へつかつかと歩いていく。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　慌あわてて志保子は倒れている哲也に駆かけ寄った。哲也は苦痛に顔を歪ゆがめながら上半身だけを起こした。身体からだを運転席に入れながら、恵美奈は哲也にちらりと顔を向けた。

「ミシャグチの神について、あたしたち物部で対処できないことがあったら、また話を聞きにくるから。じゃあ、またその時にお会いしましょう」

　バタン、とドアの閉まる音がする。すぐに軽いエンジン音がして車はゆっくりと発進していった。その車の走り去る姿を二人は不ふ機き嫌げんな顔で見送った。

「何よ、あの人！」

　志保子が憎にく々にくしげに口をとんがらせた。

「くそっ。あの女、森部の何だか知らねえが、俺の手首に思いっきり八つ当たりしていきやがった……」

　右の手首を痛そうに押さえながら悔くやしげな声で哲也が呟つぶやいた。




「こんなこと続けて、警察マツポの野や郎ろうどもを踏ふみつぶせる力が俺おれの手に入るんだろーな!?　宇う賀が谷やさんよ……」

　そこはどこかのビルの一室らしかった。さほど広くはなく、部屋の中央に置かれたソファと応接机の他ほかには電話の載った事務用の机が一つ置かれているだけだった。壁かべには東京都の地図が貼はられており、なぜか所々に赤い×印がつけられている。

　部屋のソファには二人の男が向かいあって座すわっていた。一人は宇賀谷と呼ばれた老人だった。頭は真っ白で髪かみの毛も薄うすくなりつつあるが、決して禿はげてはいない。体だけでなく、顔も瘦やせたように肉付きがあまりない。その瘦せた顔と人を拒きよ絶ぜつするような瞳ひとみのせいか、いい感じは覚えない。ただし、グレーの背広にネクタイをきっちりと締しめ、背筋をピンッと伸のばした姿にはその人物の折り目正しさが感じられる。

「大丈夫ですよ、八や田た神がみさん。偉い大だいな力を手に入れるためには、色々と手間がかかるものです。最終的な局面まで、今の行動を続けてください」

　一方の八田神と呼ばれた男は、宇賀谷とは対照的にだらしなくソファに寄り掛かかるようにして座っている。年ねん齢れいは四十前後、体付きも宇賀谷とは違ちがってかなりごつい体型だ。顔は、怖こわい、という表現が一番適切だろう。自分の中に湧わき起こってくる怒いかりの感情をほとんど押おさえ付けてこなかったため、顔がこんな状態に固まったと言えるかもしれない。大きく広げた足も自分の領域テリトリーを主張するためのものであろうし、他人と協調性のある性格とはとても思えない。ごつい体の上にイタリアンブランドの高級ソフトスーツを引っ掛けているが、自分に似合うから着ているのではなく、高いから着ているという感じがまざまざとわかる。それは左手首を飾かざる高価な腕時計からも感じられた。

「まあ、この剣を持ってるだけで警察マツポの奴やつには負けないがな」

　八田神はソファの上に置かれた傍かたわらのボストンバッグに目をやった。ボストンバッグからは白い布に包まれた何か棒のような物が突つき出している。

「では、お願いします」

「おう」

　八田神は立ち上がり、背後の地図をチラリと見た。

「おっと、その前に……」

　ニヤニヤしながら八田神は宇賀谷に手を差し出した。掌てのひらを上に向け、明らかに何かを要求するポーズだ。

「ほれ、いつものやつだよ」

「ああ。そうでしたね」

　宇賀谷は一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめたが、すぐに無表情な顔に戻もどり、背広の内ポケットに手を伸ばした。紫むらさき色いろの織布で作られた札入れを取り出すと、何枚かの万札をテーブルに置いた。

「いつも済まんなあ。俺おれも色々と軍資金が必要なもんで」

　満面の笑えみを浮うかべながら八田神は万札をスーツのポケットに突っ込んだ。

「じゃあ、行ってくる。簡単に済ませてくるぜ」

　ボストンバッグを手にとると、八田神は部屋から出ていった。

「おや、じいさんのお使いは済んだのかい？」

　廊ろう下かに出た八田神は、向こうから歩いてくる若い女性に声をかけた。背が高く長い髪かみの母木涼子は八田神を見て、思わず目を逸そらした。嫌いやな相手に会ってしまった、という目の動きだった。

「そうです……」

　小さな声でそれだけ言うと、涼子はなるべく目を合わさないようにして八田神の横を通り過ぎようとした。

　八田神はニィッといやらしい笑いを浮かべると、擦すれ違ちがいざまに涼子の胸に手を伸のばした。ニットのカーディガン越ごしに柔やわらかな胸のふくらみをギュッと握にぎり締しめる。涼子の悲鳴が上がった。

「やめてくださいっ！」

　八田神が伸ばしてきた太い腕うでを涼子は必死で叩たたきのけた。胸の前で両手をすくめ、涙なみだを浮かべた瞳ひとみで八田神の顔を睨にらみ付けている。

「おー、痛て。あんた、体の割りには結構胸あるじゃん。今度、ベッドの上でじっくり拝おがませてくれないかあ？　お礼にヒイヒイ悦よろこばせてやるからよ」

　ニヤニヤしながら八田神は楽しそうに言う。涼子は睨み付けたままで何も答えない。

「ま、返事は後で聞くぜ、お嬢じようちゃん。ワハハハ……」

　くるっ、と背中を向けた八田神は大声で笑いながら、左手にボストンバッグを下げ廊下を大おお股またで歩いて行った。

「野や蛮ばん人じん……」

　ぼそりと呟つぶやくと、涼子は瞼まぶたを拭ぬぐった。ドアを開ける。そこには心配そうな顔をした宇賀谷が立っていた。

「何かされたのか……？」

「いえ、いいんです……」

　涼子はうつむきながら小さく首を横に振ふった。宇賀谷はハアーッ、と大きく溜ため息をつきながらソファに腰こし掛かけた。涼子も向かい側に座すわる。

「よりにもよって『ミシャグチの剣』を完全に使える能力を持っていたのが、あんな男だとはな……」

　宇賀谷に苦く渋じゆうの色が見える。

「済みません。私があの剣を使えさえすれば──」

　本当に済まなそうに涼子は頭を下げた。

「いや、涼子さんが謝あやまる必要はない。あなたのお陰かげでミシャグチの剣を見付け出すことができたのです。むしろ自分が感謝しなくては。それより、わしがもう少し若ければ……ミシャグチの剣は持っているだけで力を使う。今のわしには無理だ。しかし、しかし、ぜひ自分の手で『物ものの部べ』の末まつ裔えいを打ち倒たおしたかった！」

　悔くやしそうに宇賀谷は唇くちびるを嚙かんだ。怨おん念ねんすら感じるその宇賀谷の目を、涼子は強い意志を込こめた表情でじっと見ていた。彼女も宇賀谷と同じような想おもいを抱いだいているのだろう。

「おっ、そうだ」

　何かに気付いたように宇賀谷は顔を上げる。

「どうでしたかな？　あの男の様子は？　はたして彼らの家系に今でもミシャグチの神の封ふうじ方が伝わっているのかどうか……」

「彼自身は知らないようです。でも、地下室にある古文書の中にその方法が書かれているかもしれません」

「古文書か。それでは涼子さんにも読み取れんな。古文書の中に封じ方が記されているのか、いないのか……」

　宇賀谷は腕を組んだ。

「ただ、読み取った情報の中に二人ほど気になる人物が──」

「気になる人物？」

　宇賀谷は涼子の方に身を乗り出していた。

「ええ。実は──」

　大きくうなずいて、涼子は話し始めた。







　　　第三章　神しん剣けん衝しよう突とつ







　東京駅の構内は夜に入っても混雑していた。通勤帰りのサラリーマンや学生、それに地方から帰ってきたのか大きな荷物を抱かかえた中年の男性などが、それぞれの目め指ざす目的地に続く路線のホームへと足早に歩いていく。

　その人込ごみの中に哲てつ也やと志し保ほ子この姿もあった。各路線に通じる通路より一段高い所にある新幹線の改札口の近くで、人待ち顔で立っている。哲也は左手の腕うで時計を見た。

「そろそろだと思うが……」

　横に立っていた志保子は少しだけ不ふ思し議ぎそうな顔で哲也に尋たずねた。

「なぜわざわざ島根から新幹線を乗り継ついで？　料金はともかく、時間的には相当違ちがうはずでしょ？　単位時間における費用を考えれば、飛行機の方が合理的だと思うけど」

　志保子は理系の人間らしい考えを口にした。哲也は志保子におどけた顔で答える。

「そりゃあ、先せん輩ぱいがあれ持って飛行機に乗り込んだら捕つかまるって」

「あ……確かにそうね。仮にも金属の武器だから手荷物でも捕まっちゃう」

　すぐに志保子は状じよう況きようを察してうなずいた。その様よう子すを見ていた哲也はほんのちょっとだけ真しん剣けんな表情になった。

「それに今回はもう一本ある……」

「もう一本？」

　志保子が眉まゆをしかめた。哲也に対して口を動かそうとした時、哲也が先に口を開いた。

「来たみたいだ。先輩、こっちです！」

　改札口の方に向かって哲也は手を上げた。スーツにネクタイ姿、パンパンに張ったチェック柄がらの旅行カバンを下げた若い男が哲也に気付いた。ニッ、と笑うと、二人の方に近付いてくる。哲也より何なん歳さいか年上だろう。哲也よりは細身で背が高い。どことなく茫ぼう洋ようとした感じの人物である。全体的に綿みたいにホニャッとしているが、その理知的な顔付きには「真綿にパチンコ玉を隠かくした」ようなただならぬ雰ふん囲い気きがある。

「お久し振りです、藤ふじ脇わきさん」

　志保子も微笑ほほえむと軽く頭を下げた。

「やー、どうもどうも。島しま田ださんも海外を飛び回っているそうで、大変ですねー」

　藤脇と呼ばれた男はまず志保子に挨あい拶さつした。藤脇は哲也の大学の先輩に当たる。哲也よりは二歳年上で、今は島根県の新聞社に勤めている。大学時代は哲也と同じく考古学研究室にいた。何よりも出雲いずも族の末まつ裔えいの一人であり、『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』という出雲族の神しん宝ぽうを使う能力がある。小しよう惑わく星せい落下の時には哲也と共に森もり部べたち物ものの部べの末裔と戦っていた。

「ええ。これも香か香か背せ男おこと小惑星１９ＸＹＢＤのお陰かげです」

「研究は進んだでしょ？　あれだけ大量の資料があればねえ」

「先輩」

　志保子と話していた藤脇に横から哲也が声をかけてきた。

「何だ、哲也」

　藤脇は哲也のことを「高たか見み橋はし」と呼ばずに「哲也」と呼んでいる。高見橋という三文字の名前がいまいち呼びづらいためらしい。

「あれ、持ってきてくれました？」

「ああ、むろんだ。このために岡山回って新幹線で来たんだからな。とりあえず駅の改札から出よう」




　東京駅の丸の内側駅舎は日本で一番有名な駅の建物かもしれない。赤い煉れん瓦がで作られた駅舎の側そく壁へきの上に、南北に連なる三基の鈍どん角かくな低い尖せん塔とうが、東京、いや日本の代表駅としての風格を誇ほこっている。その駅舎を白いライトが照らし出していた。

　駅舎内に人はポツリポツリという感じで、閑かん散さんとした雰ふん囲い気きがある。ビルと商店街の続く八や重え洲す側出口に比べて、オフィス街の丸の内側は朝夕の出勤時を除のぞいて人の出入りがあまり多くない。この雰囲気は大都会東京の代表駅というよりは、むしろ昔栄さかえて今は寂さびれている地方都市の代表駅といった感じすらある。

　三人は、皇族以外には決して開くことのない東京駅正面の前にある小さな空間にいた。そこには猫ねこの額ひたいという表現が本当に似合うような小さな丸いコンクリート製の池があり、その周囲にはわずかな植え込みとベンチが置かれてある。都会の中の忘れられたスポットという感じだ。

「ここなら人目にはつかんでしょう。もっとも他人が見ても、あれが何だかわかんないでしょうけどね」

　哲也が辺あたりを見ながら言う。藤脇は、ああ、とうなずくとスーツのポケットに手を伸のばした。志保子は何が出てくるのか、興味深そうにじっと藤脇の手に注目している。

「はい、島田さん」

　藤脇は細長い物を志保子にひょいっ、と手て渡わたした。志保子はそれを両手で受け取る。

「あれ、これ？」

　志保子は渡された物を見て目を丸くした。それは鞘さやに納まった一本の短たん剣けんだった。

「えーと、『天あま鳥とりの御み剣つるぎ』に似ているけれど、違ちがうような気もする……」

　短剣をじいーっと見ながら志保子は答えた。その様子を見て、哲也と藤脇は顔を見合わせた。うまく行った、という明るい表情で笑い合う。

「何なのですか？　これ……」

　志保子は顔を上げた。その不思議そうな表情は明らかに藤脇に答えを求めている。

「やはり似た感かん触しよくを感じとってくれましたか」

　そう言いながら藤脇はスーツの内ポケットに手を伸ばした。そして取り出した物は、志保子が両手に持っているものと寸分違たがわない短剣だった。鞘から短剣を引き抜ぬく。剣はわずかに白い光を放っていた。

「そっちが天鳥御剣に間違いないですね？　するとこれは一体──」

　考え込こむように志保子は再び手の上の短剣に目を落とした。

「そいつは天鳥御剣のレプリカだ」

　志保子の疑問に答えたのは哲也だった。

「でも、これはほんの微かすかだけど呪じゆ力りよくがこもってるわ。神しん宝ぽうのレプリカに呪力を込める方法なんて、もう残ってないんでしょ？」

「確かに。呪力を込めて神宝を作ることのできる人間はもうどこにもいないはずです」

　権けん威いある学者が自分の専門分野について断言するように藤脇は言い切った。

「じゃあ、なぜ……？」

「そいつは出雲に落下した小しよう惑わく星せいの破は片へんから作ったんだ」

「小惑星の破片から!?」

　志保子の好こう奇きの目が哲也に向けられた。

「そういうこった。あんたが隕いん鉄てつのかけらに触ふれて巫女みことしての能力に目覚めたように、あの小惑星の隕鉄自体に何らかの呪力があったんだろう。俺おれと先せん輩ぱいは、大社町に散乱した隕鉄の一部をくすねて、奥出雲の刀鍛冶かじに天鳥御剣そっくりに作ってもらったわけだ。それからそのレプリカと先輩の天鳥御剣をしばらく一いつ緒しよにしといた」

「磁石と鉄を一緒にしておくと鉄が磁力を帯びるように、レプリカにも呪力を帯びさせることができるんじゃないかと思ったわけです。その結果は島田さんが感じとったそのままですよ。天鳥御剣よりも神宝としての力は遥はるかに落ちますが、島田さんなら立派に使いこなせると思いますがね」

「これを二人で私にわざわざ……」

　哲也と藤脇の顔を志保子は交こう互ごに見た。

「ああ。もっとも手渡す予定は当初はなかったんだが……」

「どういうこと？」

　哲也の言葉に志保子が理知的な眉まゆをしかめる。

「俺たちが死んだ時には、あんたにそのレプリカが送られる手て筈はずになってた」

「ど、どういうことよ!?」

　死という言葉にはさすがに志保子も驚おどろいたらしく、重ねて哲也に強い調子で聞いた。

「『広ひろ殿どの』が崩ほう壊かいした時、俺たちは森部が死んだとばかり思ってた。なんせ物ものの部べの末まつ裔えいの当主が死んだんだ。残った物部の末裔が弔とむらい合がつ戦せんに俺たちを襲おそうこともあるだろうと、十分すぎるくらい予想できたってわけだ」

「俺と哲也は、物部との戦いを想定したんですよ。そして、もしかすると死ぬかもしれないということも。戦いの中で出雲族の末裔として死ぬのは仕方ないかもしれませんが、出雲族の技わざが絶えてしまうのはあまりにも寂さびしい。それで島田さんに技を伝えてもらおうと思ったわけです」

「いくら何でもあんたは学者としてそれなりの人物だ。奴やつらもあんたには手を出さないだろうってね。ただし、天あま鳥とりの御み剣つるぎという出雲族の神しん宝ぽうそのものを送ったんじゃ、間ま違ちがいなく奴らの手が伸のびてくる。で、このレプリカを作ったんだが──」

「そうだったの……」

　話を聞いていた志保子の表情は不思議な優やさしさを帯びていた。感かん慨がい深げに短たん剣けんの鞘さやを撫なでた。自分の知らないところで、この二人は出雲族の末裔ゆえに死すら覚かく悟ごしていたのだ。同じ出雲族の末裔でありながら、同じ頃ころ、自分は世紀の事件を調査した学者として世界の学会から賞賛を受けていた。別に気に病やむ必要はないかもしれないが、少しばかり自分の浅はかさを感じてしまった。

「私に使えるかどうか試ためしてみてもいい？」

　許しを請こうように哲也の顔を伺った。

「ああ、そのために先せん輩ぱいに持ってきてもらったんだ」

　藤脇もコックリとうなずいた。巫女みことしての顔で志保子は短剣を鞘から抜ぬいた。微かすかにしかしどこか懐なつかしい感かん触しよくが自分の体に伝わってくる。短剣の刀身は、おぼろで柔やわらかな光を放ち出した。

「やっぱり島田さんだ。俺おれにはそこまで使えなかった……」

　レプリカの刀身を見ながら、感心したように藤脇が言う。その時突とつ然ぜん、志保子が困ったような表情になった。

「あれ？　あれ？」

「ど、どうした!?」

　哲也が慌あわてて聞く。志保子の顔は西側の方を向いていた。

「何か感じる！　『大おお神かみの広ひろ殿どの』の時と同じような、違うような……『力』の流れが向こうの方から──」

「力の流れ？」

　藤脇と哲也は、東京駅の正面、つまり西の方角を向いた。そこには丸の内のオフィスビルが見えており、車の行き交かう光が見えている。しばらく二人はそちらの方向を見ていたが、やがて納なつ得とくしたような声を出した。

「あー、何だ、あれか」

「なるほど」

「力の流れの正体がわかるの？」

　不思議そうに小首を傾かしげて志保子は聞いた。

「なんなら行ってみますか？　あまり剣をむき出しにして近付かない方がいい所ですが」

「はあ……」

　よく状じよう況きようを摑つかんでいない状態で志保子は短剣を鞘にしまった。

「じゃ、行ってみますか」

　藤脇が先頭に立って歩き始めた。二人も後に続く。広い四車線道路の横に作られた、これまた広い歩道を三人は進む。夜だというのに車はひっきりなしに道路を忙いそがしそうに行き交っている。やはりここは大都会東京の一つの中心なのだ。

　ふと哲也は目を上にあげた。昼間の活動を終えて、休息の時間に入りつつあるビルが新宿のビル街ほどの圧あつ倒とう感はないものの、道の左右にそびえている。ただ、いくつもの窓に明かりが点ともっており、そこでは企き業ぎよう戦士たちが東京の夜の光景を見ながら仕事しているのだろう。

　この東京では鉄とコンクリートと電気の四角い空間の中で何万人という人間が活動し、アスファルトの道路の上を金属から造り上げられた無数の車が走っている。自然というものを拒きよ絶ぜつして造り上げた人工の無機的世界。

　もともと哲也も関東の人間なのでこんな風景には馴な染じんでいるはずだった。しかし、宍道しんじ湖ことそれに続く掘ほり割わりの水、神かみ代よから存する山々の緑、四季ごとに薫かおりの違ちがう風など、自然がごく隣となりに普ふ通つうに存在する島根県に何年か暮らしてみて、最近は東京の無機的風景に微かすかな不ぶ気き味みさを感じることが時々ある。

　大地なき世界、東京。そのゆえにミシャグチの神は復活しても、『神』としての力を持つことができない。『神』の恐おそろしさを知っている哲也にとって、それは歓かん迎げいすべきことなのは確かだった。だが『神』すら生きていけぬ世界が、はたして人間にとってユートピアなのだろうか。哲也の脳のう裏りに疑問がよぎる。

　その疑問は藤脇の声によってかき消された。

「哲也、俺おれの考えだが──」

　藤脇は哲也のすぐ横に寄ってきて小声で話しかけてきた。背後を歩いている志保子に聞かれないように気を使っているようだ。横を車が頻ひん繁ぱんに通っているので、大声で喋しやべらない限り話を聞かれることはない。哲也は藤脇には目を向けず耳だけ注意を集めた。

「今回の事件に協力する代わりに、物ものの部べとのイザコザはチャラにするという森部の提案は悪くないと思う。だがな、出雲いずもでは森部は俺たちをペテンにかけたんだ。お前を利用するだけ利用してから殺す気かもしれない。完全には信用するなよ」

「わかってます。他の物部の連中も俺たちのことをよく思っていないのは確かです。しょせんは出雲族の末まつ裔えいと物部の末裔ですから……」

　哲也は昼間、大宮で出会った十と種くさ恵え美み奈なのことを思い出した。彼女の怒いかりは彼女自身の「想おもい」によるものだろうが、物部の怒りでもあることは確かだった。心なしか、まだ手首が痛むような気がする。

　三人が交差する道路を越こえると大きな堀ほりと石いし垣がきが目の前に見えてきた。石垣の向こうに高い建造物はない。振ふり返ると、かつては日本で最高のビル街だった丸の内のビルがいくつも見える。

「あれ？　こんな所にお城がありましたっけ？」

　石垣を見て軽く尋たずねた志保子だったが、哲也と藤脇は何!?　というような怪け訝げんな顔をした。そして哲也は思いっきり馬ば鹿かにしたような顔を志保子に向けた。

「あのなあ、あんた東京の人間だろうが～」

「そうだけど、私、あんまり歴史に詳くわしくないし……」

「江戸城ですよね？　ここ……」

　少しだけ呆あきれた表情の藤脇が答えた。

「最初は太おお田た道どう灌かんが作って、その後、徳川将軍が本ほん拠きよ地ちにして、んでもって現在は皇居になってる江戸城の堀と石垣だぞ！」

「は……」

　哲也の説明に志保子の歩みがピタリと止まった。唇くちびるが半分開いたままで固まっており、まさしく言葉を失ったという状態だ。東京の中心である江戸城について、東京の人間が島根の人間に対して聞いてしまうという、あまりにも大マヌケな質問をしてしまったことに気が付いたからだ。ほんの一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくを置いて、志保子は怒ど濤とうのごとく喋しやべりだした。

「えっ、ここ皇居だったの!?　皇居なんて小学校の時にしか行ってないしー、こんなに東京駅と皇居が近いなんて気付かなかったし、それに私は西の方に住んでるし、それにそれに東京駅を利用することは多くても、あんまり降りることはないでしょ？　最近は成田エキスプレス使って東京駅で乗のり換かえしなかったから……」

「わかった！」

　ひたすら喋り続けようとする志保子の口の前に、哲也は掌てのひらを突つき出して止めさせた。普ふ通つうなら「えっ、そうだったの？」ぐらいで終わりそうなものだが、志保子自身の頭の片かた隅すみに「自分は知的エリート」という思いがあり、その自分が大マヌケな質問をしたことに対して過か剰じよう反応してしまったらしい。

「まあ、考えてみりゃ、地元の人間は地元の観光地にすごく疎うといしな」

「島田さん、二重橋前広場に行ってみればよくわかると思いますが、あなたの感じた力の流れの正体は江戸城にあるんです」

「どういうことなんですか？」

　気を取り直した様子の志保子が真ま面じ目めに藤脇に聞いてきた。

「もともと太田道灌が江戸城を作った時も、『風ふう水すい』のことを考えてこの場所を選んだんでしょう」

　そう言いながら藤脇は再び歩きだした。志保子が慌あわてて歩きだす。その志保子の横につくように哲也も並んだ。

「ふうすい？」

「大地のエネルギーの流れを利用しようとする中国のまじないの方法だ」

「へえ、そうなの？」

「それから徳川氏が江戸城に入ってきて、徳川氏は関東中の大地のエネルギーの流れを江戸城に向けさせようと努力したわけです」

「そんなこと可能なんですか？」

「関東のあちこちに呪じゆ的てき装置、つまり神社やお寺を置いて大地のエネルギーを変えたというわけです」

「あの日につ光こう東とう照しよう宮ぐうもその一つらしいぞ」

「へー、呪的装置を置いて関東中のエネルギーを搔かき集めるなんて……」

　突とつ然ぜん、志保子はハッ、と何かに気付いたようだった。

「まさか江戸城って『大おお神かみの広ひろ殿どの』みたいなシステムだというの!?」

　志保子の声に藤脇と哲也がほぼ同時にうなずいた。

「ああ。でも『大神の広殿』に比べればそのパワーは遥はるかに落ちる。なんせ徳川将軍家から能力者が出たという事実はねえからな」

「おそらく大和やまと朝ちよう廷ていは『大神の広殿』を真似まねしようとし、そして徳川氏は大和朝廷の都みやこを真似した。この江戸城の呪的システムも遠くは俺おれたちの祖先につながるものでしょう」

「そうなんですか……しかし、よく知ってますねー」

「いやー、天あま鳥とりの御み剣つるぎを持って東京に来た時、今の島田さんと同じように『力の流れ』を感じたんです。それから色々と調べてこういう結論に達したわけですが」

「やっぱり文系の人って違ちがうわねー」

　感心したような声で志保子は答える。

「とにかく着いたようだぞ、江戸城の前に……」

　哲也の声に志保子が顔を正面に向けると、車の行き交う道路の向こうに広い空間がのびやかに存在していた。目的があって作られたのではなく、ただ広くあるために作られたようなスペースだった。低い松の林が芝しば生ふの中に植わっているが、あくまでもアクセントという感じで広さを決して否定してはいない。その広い平地を昔のガス灯の形に似せた街灯が白く照らし出している。広場の向こう側は一段高くなっており、木々の間からライトに照らされた建物が見え隠かくれしている。江戸の昔から残っている城の櫓やぐらや明治の洋館を思わせる皇居に付属した建物だ。

　目の前の歩行者用信号が点てん滅めつしだしたため、三人は慌てて横断歩道を渡わたった。横断歩道を渡った所には警察の警備詰つめ所があり、中に一人の警察官が暇ひまそうな顔で立っている。警官の向こうの棚たなの上には、ビニールに包まれた警視庁のマスコット人形「ビーボくん」が警官の背中に微笑ほほえみながら置いてあった。警官は歩道を走って渡ってきた三人を一いち瞥べつしたが、それ以上気にすることもなく立ち続けている。

「どうです？　徳川家が造り上げた呪じゆ的てきシステムの感かん触しよくは？」

　警備所の横を過ぎ、だだっ広いアスファルトの上を歩きながら藤脇は聞く。

「ええ。あの剣を使わなくても何となく感触があります。小学校の時は何も感じなかったのですけど……」

　広場を見回しながら志保子は答えた。広場はアスファルトで固められている。何か巨大な駐ちゆう車しや場じようという感じだ。ただし、駐車場と違うのは車が一台たりとも存在していないところである。何もない広大な空間がこの東京に存在していることに志保子は今いま更さらながら感心していた。

　アスファルトの広場には、ジョギングでもするのかトレーナー姿の人間が数人、体をほぐしていた。そして広場の要所要所には紺こん色の制服を着た警察官が、広場にいる人間にぬかりなく視線を投げ掛かけている。どうもこの広場にいる人間の中で一番数が多いのは、場所が場所だけに警官のようだ。

「二重橋の近くまで行ってみますか？　皇居の中に入れない以上、あそこが一番力の流れを強く感じられると思います」

「ええ。そうですね」

　志保子は皇居内の黒々とした木々を見ながら興味深そうにしている。哲也はポケットに両手を突つっ込こんでぶらぶらと志保子の後ろを歩いていた。藤脇や志保子ほどに哲也は「感じとる」能力を持たないため、さほど興味が持てない。

　三人は二重橋の見える南の方へと歩いていく。正面には通つう称しよう「桜田門」と呼ばれる警視庁の三角柱のような建物が見えている。その上にある塔とうには航空機用の赤いランプがチカチカと点滅していた。アスファルトの区域が玉たま砂じや利りに変わった所まで三人が歩いてきた、その時だった。

　突とつ然ぜん、哲也の前を歩いていた志保子の体がビクッとなって、その歩みを止めた。藤脇も怪け訝げんそうな顔で後ろを振ふり返る。哲也も後ろを向くしかなかった。

　二十メートルほど先に男がいる。男はまっすぐこちらに歩いてくる。ボストンバッグを左手に下げていた。ボストンバッグからは白布に包まれた何か棒のような物が出ている。街灯の光に男の顔が照らし出された。年ねん齢れいは四十ぐらい、実にごつい顔と体型で、親しみやすいとはお世辞にも言えるような人物ではない。その男が口を「への字」に結び、哲也たちを見み下くだすような目で凝ぎよう視ししながら近付いてくる。

　志保子の目はその男にではなく、ボストンバッグの方に向けられている。それは藤脇も同じだった。志保子と藤脇が振り向いたのは、バッグの中にある「何か」に気が付いたためらしい。志保子はしばらくバッグから出ている白い布を見ていたが、慌あわてて哲也の肩かたを叩たたく。耳元で何か囁ささやこうとした時、野太い声で男が話しかけてきた。距きよ離りはほんの数メートルほどしか離はなれていない。

「おい、『松江新報』の藤脇という奴やつは貴様か？」

　藤脇は男の無礼な口のきき方にムッとしたが、この東京で自分の名前を知っている人間は限られるはずなので、予想できる名前を口にしてみた。

「もしかして『帝てい都とタイムズ』の方ですか？」

　帝都タイムズは東京のローカル新聞だ。あまり名前を知られている新聞ではなく、各地のローカル新聞とも手を組んで懸けん命めいに部数を伸のばそうとしている。藤脇が東京に来た理由は帝都タイムズへの短期研修という名目だった。

　だが男は藤脇の問いには答えず、ボストンバッグから出ている布に手を伸ばした。

「やっぱりそうか。東京駅で力を使ってくれたお陰かげで見付けられたぜ」

　ボストンバッグが投げ捨てられる。ポスンという軽い音がアスファルトの上で跳はねた。白い布がフワーッと街灯の光に舞まう。男の右手には蛇へびのごとくにくねくねと曲がった妖あやしい光を放つ剣が握にぎられていた。

「なに!?」

　奇き怪かいな剣を見た哲也が驚おどろきの表情で叫さけぶ。どうやらその剣を知っているらしい。男はゆっくりと曲がった剣を構えた。険けわしい表情だが、平然とした態度で男は言う。

「貴様は邪じや魔まだ。死んでくれや」

　その言葉にはひとかけらの動どう揺ようもない。

「はっ？」

　男の言葉と態度に藤脇はポカンとしていた。それは志保子も同じだった。男は初対面の藤脇に東京のド真ん中で、死ねということを平然と言っている。その突とつ拍ぴよう子しのなさに面めん食くらわない人間のほうが珍めずらしい。だが哲也は、こいつは敵だ、ということを瞬しゆん時じに感じとっていた。井の頭公園で走って逃げた男たちのことが脳裏に蘇よみがえる。半歩下がりながら「構え」の体勢に移行する。

　男の右足が動いた。男の目は哲也を無視して、藤脇を冷静に見み据すえている。両手持ちの剣を右肩かたの上に振ふりかぶった。剣を使える者の動きではない。金属バットを殴なぐり付けるような素人しろうとの動きだ。だが間ま違ちがいなく、剣の狙ねらいは藤脇に向いている。それを見た哲也の体が一気に弾はじけた。ライトで濁にごった東京の薄うす暗い天に哲也の右手が突つき上がる。

「ノアアアーッ」

　哲也が新しき技わざ『カムツチの垣かき』を男の足元に叩たたき込こんだ。光の壁かべが男の前に立ち塞ふさがる。それと同時に哲也は後ろへと飛び跳はねた。森部との戦いで、呪じゆ剣けんを使う相手とはとにかく距きよ離りを置く必要があることを思い知っている。藤脇にも警告の声を発した。

「先せん輩ぱいっ、離はなれてください！」

「わ、わかった！　頼たのむぞ、哲也」

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてしまった藤脇だったが、すぐに相手が自分たちの命を狙う敵だと悟さとり、立ち尽つくしている志保子の手を引っ張って後ろに下がった。

　哲也は「構え」を取ったまま、光の壁を凝ぎよう視しした。単なる普ふ通つうの人間ならこの光の壁を見て驚きと共に戦せん闘とう意欲をなくすだろう。そこまで行かなくても、このまま攻こう撃げきに踏ふみ込んでいいのかという戸と惑まどいを感じるはずだ。しかし「感じとる」能力の低い哲也でも、あの剣はただの剣ではないだろうな、と感じていた。哲也の脳のう裏りに関東の博物館で見た古こ墳ふんから出土したという赤あか錆さびでボロボロの蛇だ行こうした剣が浮うかんだ。そして「それはもしかすると『御み左さ口ぐちの剣』というものかもしれないね」という叔父おじの言葉が耳に蘇ってくる。

「おい、フツヌシの剣と同じ威い力りよくかよ!?」

　哲也が何かに八つ当たりするように言い捨てた。光の壁は哲也が見開いた目の前で破られていく。ただし森部のフツヌシの剣のように「切り裂さいた」のではなく、つみ重ねた書類が突とつ風ぷうで吹ふき飛ばされていくように、ひょうっ、と光の壁が崩くずれていく。

「貴様ァ、氷ひ川かわの末まつ裔えいの高見橋って奴やつか!?」

　消えていく光の壁を乗り越こえて、少々驚いた顔の男がずいっ、と迫せまってきた。右手に剣を握にぎり締しめている。

　男が自分を知っていたことに哲也も内心驚いていたが、敵である人物の前で弱みは見せられない。毅き然ぜんとした態度で男の目を見返した。

「てめー、何者だ!?」

　突然、男はニタア～と笑って剣を体の前に構えた。

「死んじまう人間に何を話す必要があるんだ？　なんだか知らんが、まず貴様をブチ殺す必要がありそうだぜ。死ねや、クソ野や郎ろう！」

　蛇へびのごとき形状の剣が妖あやしく光る。男が突つっ込んできた。剣が振ふり上げられる。

「くっ！」

　哲也は横に飛んでかわす。剣はアスファルトに叩たたき付けられた。グコンとも、カキンとも聞こえる不思議な内にこもった音がした。次の瞬しゆん間かん、アスファルトの地面が砕くだけた。剣の当たった部分が、まるでダンボールを鉄パイプで殴なぐったように簡単に壊こわれた。

　それを見た哲也は剣の威力を悟さとる。その剣に当たれば肉体は易々と砕け、この場所に肉と血のミンチをぶちまけることになるだろう。

　だが剣の威力は凄すごくとも、それを使う男の力量は大したことはない。哲也に斬きり込んできた今の動きも、大振りで簡単に横に逃のがれられた。哲也の目が男をギンッ、と見た。

「ノアアアーッ」

　男が哲也の方に体勢を取り直そうとした時、すでに哲也は『カムツチの手』を放っていた。いや、正確に言うと『カムツチの手』ではない。その威力の範はん囲いを極限までに狭せばめた『カムツチの槍やり』である。光の槍が男ではなく、剣に向けて飛んだ。

「ごっ！」

　光の槍が剣に衝しよう突とつする。男の顔が歪ゆがむ。しかし、光が一瞬渦うずを巻いたかと思うと、哲也の神技の威力は弾はじき飛ばされていた。数歩よろめきこそしたが、男は剣を構えて無傷で立っている。

「何……」

　さすがに哲也の顔に焦あせりが出た。相手は大した使い手でないことは確かだ。今の一いち撃げきで剣の破は壊かいはともかく、剣を弾き飛ばすことはできると哲也は踏ふんでいた。それが男は剣を持ったまま無ぶ事じだ。剣が神技の威力を弾き飛ばす能力は予想以上に高いらしい。

「へへっ、このミシャグチの剣はやっぱり凄いぜ」

　頼たのもしそうに男は曲がりくねった剣をニタリと眺めた。

（やはりこいつ、ムサの民たみの末まつ裔えいか!?）

　男が口にした『ミシャグチの剣』の名前は知っていた。叔父おじの修しゆう司じからどういうものだったか聞いている。何でもムサの民がミシャグチの神を制せい御ぎよするために、関東にやってきた新しら羅ぎ人や高こう句く麗り人の呪じゆ術じゆつ者しやの助けを借りて造り上げた呪じゆ剣けんだという。使う人間によってはミシャグチの神と同じ力を発揮できたとも言われているらしい。それが自分の目の前にあり、しかも自分を殺そうとしている。哲也の背は寒さを感じずにはいられなかった。

「おいッ、何をしてる!?」

　突とつ然ぜん、詰きつ問もん調の厳きびしい声がした。視線を声の方にずらすと数人の警官が走り寄ってくるところだった。

　ここは少しでも不ふ審しんな行動を見せれば、すぐに警官に取り囲まれ職務質問を受けてしまう場所である。二人の戦いを見て警官が飛んでこない方がおかしい。

「こいつ、刀振ふりまわしてるぞ！」

　一人の警官の声に警官たちの表情が急に張り詰つめる。中年の警官の目め配くばせで、警官たちは特とく殊しゆ警棒ではなく、腰こしの拳けん銃じゆうホルスターに手をやった。

　日本刀ぐらいの長さの刃は物ものを持つ相手を特殊警棒で取り押おさえるのは難むずかしい。たとえ刀の一撃を受け止められたとしても、日本刀のような鍔つばのない警棒では刀身が滑すべってきたら指を切断してしまう。拳銃を抜ぬいた警官たちの判断は適切だと言えた。

「動くな！」

「刀を捨てろ！」

　ニューナンブを両手で構え、警官たちは叫さけんだ。銃口は男に向いている。哲也にも少しは注意を向けているが、とりあえずミシャグチの剣を持っている男の方を危険人物と判断したようだ。

　男は勝ち運のついたギャンブルを途と中ちゆうでやめさせられた時のような不ふ愉ゆ快かいな顔で、警官たちをジロリと睨にらむと大声で叫んだ。

「うるせえぞ、クソどもがっ！　邪じや魔ますんなら貴様らからブチ殺してやろうか!?」

　バーン、と銃声が広場に響ひびいた。中年の警官が空に向けてニューナンブの引き金を引いたのだ。規定では犯人に対して発はつ砲ぽうする前に威い嚇かく射しや撃げきをしなくてはならない。今はその一発だ。それでも男が警官に反はん抗こうするようならば、次は男に向かって銃じゆう弾だんが飛ぶ。

「刀を捨てろというのが、わからんのか!?」

　警官の威嚇射撃と怒ど鳴なり声にも男は全まつたく怯ひるんだ様子はない。

「なら死ねや」

　男は警官たちの方に向き直ると、ミシャグチの剣を構えて一歩出た。

「撃うてーっ、責任は俺おれが取る！」

　中年の警官が絶ぜつ叫きようした。覚かく悟ごしたような間まの後に、数発の銃声が轟とどろいた。

「あ？」

　時間が止まったようだった。いや、止まっているのは時間ではなく銃弾の方だった。男に向かって撃たれたニューナンブの銃弾は、ミシャグチの剣のすぐ前で停止していた。空中にピタリと止まった銃弾が、時が止まったように錯さつ覚かくさせたのだ。

　ただし、時が止まったように警官たちも動かなかった。動けなかったというのが正しいだろう。銃口から飛び出した弾丸が目標に当たる前にストップするというのは物理的にありえないことだ。警官たちが自分たちが見ている現象を信じることができずにいるのは間ま違ちがいない。

　その時間は一いつ瞬しゆんにしか過ぎなかった。剣がゆらめくと、手前で動きを止めていた弾丸が、ラケットで軽く打たれたように左右に弾はじかれた。哲也の足元にも弾丸が転ころがってきた。

　拳けん銃じゆうを構えたまま呆ぼう然ぜんとしている警官たちに、男は先ほど哲也に見せたようなニタア～という笑いを見せ付けた。

「う、う、うわー！」

　パニックに陥おちいったように警官たちは拳銃を連射した。銃声が鼓こ膜まくを叩たたき続ける。だが、やはり銃弾は同じような経過で地面に転がった。哲也のスニーカーの近くに弾丸が無意味に散らばっていく。

（一いつ切さいの攻こう撃げきを受け付けねえのか、あの剣は……）

　パニックに陥った警官たちとは対照的に、哲也は冷静に状じよう況きようを見ていた。どうやら男の持つ剣の周囲に力の場のようなものがあり、それが拳銃の弾たまを防いでいるらしい。『カムツチの槍やり』を防いだのもその力のようだ。

　銃声が止やんだ。発はつ砲ぽうを止めたというより銃弾を撃ち尽つくしたらしい。警官たちは立ち尽くしていた。腰こしが完全に引けているが、警官としてのプライドがどうにかその場にとどまらせている。

「どうだあ、クソ警察マツポども。俺おれの前に土下座して命ごいするんなら、助けてやってもいいぜえ～。ハッハッハッハーッ」

　声も出ない警官たちを前に男は実に愉ゆ快かいそうに笑った。

「おい、そこの馬ば鹿か丸出しで笑っていやがる、口の臭くさそうなオヤジ！」

「なにぃー」

　腰に手を当てた哲也の挑ちよう発はつにギョロリと目を剝むいて男は振ふり向いた。

「まず、この俺おれを殺すんじゃなかったのか？　剣がなきゃ何もできねーくせしやがって」

　男は肩かたをいからせてゆっくりと大おお股またで哲也に向かって歩いてくる。哲也はその態度を虚きよ勢せいだと感じとっていた。やはり男自身もミシャグチの剣がなければ何もできないということを知ってはいるのだろう。

「偉えらそうな口きくが、貴様の氷ひ川かわの技わざなんぞこの剣には通用しない。この俺にでかい口きいた以上、貴様をミンチにして地面に塗ぬり込こんでやる！　死ねや、オラーッ！」

　男は剣を両手に構えて哲也に走りかかる。哲也は、ニヤッと笑うと男に背中を向けて逃にげだした。少し離はなれた場所にいる藤脇と志保子に目をやった。二人は心配そうに見ている。とにかく二人からこの男を引き離さねばならない。哲也は志保子に心配するな、というように目で合図を送ったが、彼女が気付いたかどうかはわからない。

「逃げるな、クソ野や郎ろう！」

　男の怒ど号ごうが背後から聞こえる。哲也はクルッ、と男に振ふり向いた。ギラッとした眼光をぶつける。男が十じゆう分ぶんに近付いたことを確かく認にんした。哲也の右手が天に向かって突つき上がった。

「ノアアアーッ」

『カムツチの垣かき』。ただし、男の前面ではなく後ろ側に光の壁かべが打ち立てられた。

「またかっ!?」

　男は光の壁に気を取られた。その隙すきに哲也は男の側面に回り込んだ。男は哲也と光の壁に挟はさまれる格好となった。一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいの後、男は哲也に剣を向けたが、すでに哲也は動いていた。

「オオオオーッ」

　鋭するどい声と共に哲也は光る足を蹴けり上げた。哲也の技わざの中で最も威い力りよくある『カムツチの蹴り』だ。その蹴りは男にではなく、ミシャグチの剣へ向かって蹴り上げられた。

「うごーっ！」

　剣の力の場と『カムツチの蹴り』の光が衝しよう突とつする。だが渦うずを巻いたと思うと光は男の左右に別れていく。哲也最強の技もミシャグチの剣の前に破られたかのように見えた。

「ひぎゃあああああーっ！」

　突とつ然ぜん、男の凄すさまじい絶ぜつ叫きようが上がった。男は剣を構えたまま、背中から光の壁に突っ込んでいた。哲也は剣の力場ごと後ろの『カムツチの垣』へ男を蹴り飛ばしたのだ。

　光の壁は男が突っ込むとほとんど同時に消えた。白目を剝むき、口から涎よだれが垂れ落ちた顔で男は地面に崩くずれ落ちた。間ま違ちがいなく哲也のＫＯ勝ちだった。

『カムツチの垣』は壁を保持するためのエネルギーが必要で、一瞬で力を解放する『カムツチの手』より遥はるかに破は壊かい力は低い。おそらく死んではいないが、やはり大怪け我がは免まぬかれないだろう。

　哲也は地面に崩れ落ちた男を見ながら、ほっとしたような溜ため息をついた。男は俯うつぶせに倒たおれていた。その高そうなスーツは背中の部分が完全に焦こげている。男は蛇だ行こうした剣をまだ右手に持っていた。

「後は森部の奴やつに任まかせるか」

　哲也は警官たちに顔を向けた。警官たちは携けい帯たい用無線機で話をしていた。警察が使うデジタル無線機は電波の飛びが弱いが、ここからならば直接警視庁と話ができる。

「おーい！」

　哲也に呼び掛かけられて警官たちはビクッとした。拳けん銃じゆうが通じない化け物を倒した、光を放つ怪かい人じんに話しかけられては驚おどろくのも無理はない。

「ちょっとすまねえが、警察の上層部に連れん絡らくして森部って人間を呼んでもらえないか？　公安部なら知ってると思うが。そいつなら今回の事件をうまく処理できると思う」

　警官たちは顔を見合わせていたが、無線機で何かを話しだした。それを確かく認にんすると哲也は藤脇と志保子へと歩いていく。親指を突つき立てニヤッと笑う。

「先せん輩ぱい、とりあえず黙だまらせときました。後は森部に事情聴ちよう取しゆさせれば事件は終わりです」

「しかし、何者だったんだ？　あいつ……」

　難むずかしい顔の藤脇が言う。

「さあ？　ムサの民たみの末まつ裔えいなのは確かですが」

「たぶん井いの頭かしら公園でぶつかりかけた人だわ。あの感かん触しよくはあの剣に間違いないもの」

　志保子が哲也の顔を見ながら口を挟はさんできた。ふと見るとスカートから出た膝ひざが細かく震ふるえている。言葉こそ気き丈じように話しているが、体は恐きよう怖ふを隠かくしきれないようだった。もしも二人きりだったら抱だき締しめていたかもしれない可愛かわいさを哲也は感じていた。

「やっぱりそうか。だがケリはついた。もう怖こわい思いはしなくていいってことだ」

　にこやかに哲也は志保子に笑いかけた。

「ええ……」

　まだ震えは止まらないようだが、志保子は無理に笑え顔がおを作ろうとした。

「そーだ、森部の奴が来たら、またケーキでもおごってもらおうぜ。先輩もそれで構いませんね？」

「あ、ああ。特に食いたいとも思わんが、たまにはいいだろう」

「よっしゃ、それで決まりっ」

　それを見ていた志保子はクスッと笑った。だがしかし、その笑顔は急に引きつった。哲也の背後に視線を向ける。ただならぬものを感じて哲也と藤脇も顔をそちらに向けた。

「げっ！」

　哲也が驚くのも無理はなかった。完全にＫＯしたはずの男がゆっくりと立ち上がってきたからだ。立ち上がった男は辺あたりを静かに見回した。そして、その視線は哲也たちに向かって止まった。その冷たい眼光は先ほどの男とは明らかに違ちがう。哲也には冥めい界かいの住人がこの世に戻もどってきたように思えた。

「あの人、さっきの人とは違う！　別の意志が流れ込んできてるみたい……」

「別の意志？」

　志保子の言葉に男を見たままで哲也が尋たずねる。

「よくわからないけど……少なくとも、あの人は自分の意志で動いていない！」

　確かに哲也もそんな感じはしていた。

「ヌオオオーッ」

　突とつ然ぜん、男は剣を振ふりかざしてこちらに走ってきた。先ほどとは全く迫はく力りよくが違う。

「先せん輩ぱい、下がっていてください！」

「待てっ、何かあいつはヤバイぞ！　とりあえず警察に任せて逃にげた方がいい」

　哲也は藤脇に堅かたい笑いを向けて答えた。

「そうしたいのは山々なんですが、俺と森部以外に何とかできる奴やつがいないんじゃないかと思いましてねえ～」

　それだけ言うと哲也の顔が急に鋭するどくなった。まるでゴングが鳴った瞬しゆん間かんのボクサーのように。そして一声吠ほえると走ってくる男へと向かってダッシュした。

（こいつは容よう赦しやしない方がいい……）

　さすがに哲也も命のやり取りになりそうだと感じていた。すぐに男との距きよ離りは縮まった。哲也の足が止まる。

（一瞬でケリつけるしかねえ！）

　哲也は右手を明かりにくすんだ夜空へ突つき上げた。

「ノアアアーッ」

　光の壁かべが男の前に立ちはだかった。『カムツチの垣かき』だ。

（切り裂さいてこい、化け物！）

　壁を凝ぎよう視ししながら哲也は構える。手足の先まで緊きん張ちようが走った。今の哲也の頭の中には男を消し飛ばすことしかない。そうでなければ自分がやられる。

　壁にほんの点ほどの穴が生じた。同時に哲也の右足が上がる。ほんの一瞬で壁は裂けた。何か垣かい間ま見えたような気がしたが、すでに哲也の足は光を撃うっていた。

「オオオオオーッ」

　哲也の力のすべてを込こめた『カムツチの蹴けり』。哲也は『カムツチの垣』のエネルギーごと蹴り飛ばそうとしたのだ。光の塊が光の壁も飲み込んで炸裂した。

「やったか!?」

　哲也の足がスッ、と地面に降りる。光と舞まい上がった埃ほこりがおさまった。

「お、おい！」

　哲也は信じられない表情で一声叫さけぶことしかできなかった。剣を突き出したままで、男は立っていた。男の立っている場所から判断すると、『カムツチの蹴り』を食らって一歩たりとも後退はしていない。

　少なくとも男の剣は『カムツチの垣』を裂いていた途と中ちゆうで、『カムツチの蹴り』まで受けきる余よ裕ゆうはないはずだ。それともミシャグチの剣はフツヌシの剣よりも遥はるかに高い威い力りよくを持つのだろうか。背中をゆっくりと死神が撫なでたような感じに哲也は襲おそわれた。

　男は二、三歩進み出ると、哲也を憎にくしみの目で睨にらみ付けた。

「氷ひ川かわノ末まつ裔えいハ決シテ許サヌ」

　男の口からこもったような不ぶ気き味みな声が発せられた。その声に縛しばられたように哲也は動けない。何をやっても通用しないような気がしていた。かといってこの間合いでは、背中を向けて逃にげ出そうとした瞬しゆん間かんにバッサリと斬きられる。

　背後から藤脇と志保子の悲鳴にも似た声が聞こえる。男がゆっくりと剣を構えた。剣の構えも先ほどとは違ちがい全く隙すきがない。

「くそっ」

『カムツチの手』が通用しないならば、素す手でと剣の戦いになる。武器は素手の三倍強、哲也が勝てる見み込こみはなかった。絶望の表情で哲也は構えを取る。

　その時、遠くからサイレンの音が聞こえてきた。音から判断してパトカーのものだ。それは急速にこちらに近付いてくる。警官の報告を受けて数台のパトカーが急行してきたのは間違いないだろう。

「ええい、パトカーが寄り集まって何の役に立つんだ!?」

　男に対して構えたまま、背中でサイレンを聞きながら哲也は苦にが々にがしげに呟つぶやいた。拳けん銃じゆうが通用しないならば警官が何人集まろうともただの烏う合ごうの衆だ。むしろ死者の数を増やすだけだ。

　男は剣を構えて半歩踏ふみ出した。相手を斬れる間合いに踏み込んできた。サイレンの音を全く気にしていないらしく、哲也の目を冷たく見み据すえている。

「氷川ノ民たみニ負ケルワケニハイカン。死ヌガヨイ」

　剣の切っ先が跳はねた。

（これまでか!?）

　哲也が覚かく悟ごを決めた時だった。男に向かって無数の赤い光の矢が飛んだ。

「ゴオッ！」

　男は剣を胸の前で構えて赤い矢を弾はじこうとした。むろん哲也からは注意がそれている。哲也は思いっきり後ろに飛び逃げた。哲也の目に猛もうスピードで突つっ込こんでくるミニパトが目に入った。

　哲也の近くでミニパトは急ブレーキをかける。タイヤの軋きしむ音がして、ミニパトは哲也から見て斜ななめに止まった。

　ミニパトが停止すると同時に助手席のドアが勢いよく開いた。手には赤い光の剣。ドアから飛び出してきたのは哲也が予想した通りの人物だった。

「おめーか!?　森部！」

　井の頭公園の時と同じような作業服を着ていた森部は、少々うっとうしそうな表情で哲也に目を向けた。

「やれやれ、あなたでも苦戦するほどの相手ですか」

「うるせえ！　あの剣は威い力りよくだけなら、あんたのフツヌシの剣すら上回るぞ。真っ当な戦いは遠えん慮りよした方がよくねえか？」

　さすがにフツヌシの剣の威力を感じとったのか、男はこちらの様よう子すをうかがっている。その男の持つ剣に目をやりながら、哲也はいささかムッとした顔で答えた。だが顔とは裏腹に心の中ではホッ、としていた。森部なら何とかできるかもしれないという期待があったからだ。

「大だい丈じよう夫ぶでしょう。剣同士の戦いなら私の望むところ。ムサの民の神しん宝ぽうの威力、見せていただきましょうか」

　そう言った瞬しゆん間かんに森部の体は跳ねていた。疾しつ風ぷうのように男に斬きりかかった。速い。やはり並みの人間とはわけが違ちがう。男の蛇だ行こうした剣に森部の赤い剣が打ち込まれた。

「ぬ!?」

　森部の動きが不自然に止まる。森部の剣はミシャグチの剣に当たっていない。赤い光の剣が、まるでロウソクが風にあおられたように、外側に流れている。

　男の肩かたがピクッ、と動く。しかし、蛇行した剣が動く前に森部の体はすでに離はなれていた。剣を打ち合う間合いより拳こぶし二つ分距きよ離りがある。これでは半歩なりとも踏ふみ込まない限り、相手を斬り込みにはいけない。とりあえず男は剣を中段に構えたまま対たい峙じした。

「やっぱりフツヌシの剣でも通用しねえのか……」

　二人の対決を注視していた哲也がボツリと呟つぶやいた。

「そんなことないわ」

　若い弾だん力りよくのある声に振ふり向くと、ミニパトの運転席から一人の若い婦警が出てきたところだった。コンパクトな体をかっちりとした紺こん色の制服に包み、やはり紺色の帽ぼう子しをきちんと深く被かぶっている。

「げっ、あんたは……」

　哲也はその若い婦警に見覚えがあった。十と種くさ恵え美み奈な。昼間、哲也が大宮で痛い目に遭あった小こ憎にくらしい女である。

「あんた、婦警だったのか？」

「まあ表向きはね。これだとパトロールも楽だし」

　あまり哲也には関心を示さずに恵美奈は答えた。ミニパトの屋根の上に片肘ひじを置き、森部の方に目を向けている。

「とにかく、あなたが苦戦した程度の相手に森部様が負けるはずがないでしょ！」

　力強く恵美奈は言い切った。こんな時ですら嫌いや味みを言われて哲也は渋しぶい顔をする。よほど曲がった根こん性じようをした小こ娘むすめらしい。

「森部大佐が負けるわけないんだから……」

　恵美奈はじっと森部を熱い瞳ひとみで見み詰つめていた。哲也も二人の対決を見守ることにした。

（どうする、森部？）

　しばらく森部は相手を探さぐるように構えていたが、やがて口元に微かすかな笑えみを浮うかべた。

「シャッ！」

　鋭するどい息い吹ぶきと共に森部が動いた。手首のスナップを利かせ、鞭むちを振るうように赤い光の剣をミシャグチの剣に叩たたき付ける。赤い光がパッと散る。と、同時に森部はサッと引いた。

　はっきり言って相手にダメージを与あたえる動きではない。男を挑ちよう発はつしているようだ。森部は男にニヤリと笑ってみせた。

　森部の挑発に乗ったのか、男はザン、と踏ふみ込む。思いっきり踏み込んだ右足に体重がかかった。両手持ちのミシャグチの剣を一気に振り下ろす。剛ごう刀とう一いつ閃せん。辺りの空気すら叩き割る気き迫はくの一いち撃げきだ。

　だが、スルリという感じで森部は剣の間合いから逃のがれた。続け様に男は剣を横になぎ払はらう。ギリギリで森部はその払いから外に逃れる。剣の周囲には力の場があるはずだが、森部はそれもかわしているようだ。

「ヌオーッ！」

　男は気合いと共に剣を突つき出した。フワーッと森部は剣を避さけて横に体を滑すべらせる。

「すげえな、あいつ！」

　森部の動きを見ていた哲也が感かん嘆たんの声を上げる。間合いを遠く取り敵の剣をかわすのに専念しているとはいえ、自分には到とう底ていできない動きだ。

「当たり前じゃない。あなたと一いつ緒しよにしないで」

　小こ馬ば鹿かにしたような恵美奈の言い方だ。いちいち気に触さわる女だ、と哲也は横目で睨にらんだが、恵美奈は知らんぷりで森部の戦いを見詰めている。

「おや、もう終わりですか？」

　森部が赤い剣を突き出して冷ややかに男に尋たずねた。確かに男の動きが止まっている。それどころか、男の肩かたが苦しそうに上下している。そして剣の威い力りよくが急激に落ちているのを哲也も感じとっていた。

「これでゲームセットです。何を企たくらんでいたのか後でゆっくり話してもらいましょうか」

　剣を両手で構え直す。森部の眼光が男を射る。

「シュオッ！」

　電光石火の動きだった。瞬しゆん時じに間合いを詰めたかと思うと、森部は赤い光の剣を男の剣に横殴なぐりに叩たたき付けた。バグン、という重い音がした。赤い光が周囲に飛び散る。男がよろめいた。目はすでに虚うつろだ。

「終わったみたい」

　恵美奈が呟つぶやくと、男の手からゴトンと蛇だ行こうの剣が落ちた。続いて男は、糸の切れた操あやつり人形のように地面に崩くずれ落ちた。森部は足で剣を蹴ける。剣は一メートルほどアスファルトの上を滑すべり、クルクルと回ってから動きを止めた。森部の手から赤い剣が姿を消す。

「ほーら、やっぱり森部様が勝った」

　得意そうな顔の恵美奈だったが、哲也は彼女をわざと無視して森部に駆かけ寄った。

「何をやったんだ!?」

　倒たおれている男を哲也はまじまじと見た。今度もまた動きだすのではないかと一いつ瞬しゆん思ったがその気け配はいはない。

「詳くわしくはわかりませんが、電池切れじゃないですか？」

「電池切れ？」

　不可解な顔の哲也に森部が事も無げに説明する。

「私が見たところではこの剣は持ち主の力を吸い取るようです。私と対たい峙じする前にだいぶ力を消しよう耗もうしていたようなので、挑ちよう発はつして攻こう撃げきさせたら簡単に倒せました」

　その説明を聞いた哲也は少々嫌いやな顔をした。

「じゃあ俺おれはお前の前座だったということか？」

「結果としてはそうなるでしょう。ただ流れを見る限りでは、仲間の危機に颯さつ爽そうと現れた特とく撮さつヒーローというのが正しいんじゃないかと思いますが」

　命を救ってもらったのは確かだが、哲也は何となく面おも白しろくない。物ものの部べの末まつ裔えいに助けられたのも多少は気になるが、それよりも森部との力の差をまざまざと見せ付けられたことが気に入らなかった。

「後は任せるぞ」

　憮ぶ然ぜんとした哲也は藤脇たちの方へ歩きだした。森部は警官たちに声をかける。ふと見ると、何台かのパトカーと数十人もの警官隊が遠巻きにこちらをうかがっていた。さすがに警視庁の御お膝ひざ元もとだけのことはある。警官たちは森部の声でこちらに動きだした。

　考えてみればミシャグチの剣の男はずいぶん大だい胆たんなことをしたものだ。よほど剣の威い力りよくに自信を持っていたに違ちがいない。確かにその剣に哲也は殺されかけている。あの変化は何だったんだろうか、と哲也はぼんやりと思った。

「くそっ、情けねえが森部に助けてもらってしまいましたよ」

　わざと明るく大声で哲也は藤脇と志保子に話しかけた。

「ま、無ぶ事じで何よりだ。あいつ、さっきとは全まつたく動きが違ったんで肝きもを冷やしたぞ」

　さすがにホッとした表情で藤脇は哲也に笑いかけた。なぜか志保子は哲也とは目を合わさない。視線を避さけているのではなく、不思議そうな顔で広場の向こうを見ている。

「ねえ、警察の特とく殊しゆ部隊ってあんな高級車乗ってるの？」

「ん？」

　哲也の目が志保子の視線を追った。その先には一台のベンツが止まっていた。数台のパトカーの向こうに、それは息を潜ひそめるように止まっていた。警官たちも男に気を取られているのか、さほど注意していない。

「ヤジ馬じゃないのか？　それにしてもベンツで事件現場に来るなんぞ、どっかの企き業ぎようの社長なのかねえ？」

「でもー、ごくわずかに威力ちからを感じるし、森部さんの仲間じゃない？」

　それを聞いた哲也はキョトンとした。他の物部の末裔が来ているなら、すぐに森部に駆かけ寄っていきそうなものだが……

「森部ェー！」

　顔色を変えた哲也が叫さけんだ。井の頭公園で衝突しかけた男は一人だけではない。

「仲間だっ、奴やつの仲間がベンツで来てやがるぞーっ！」

　その声に森部と警官隊に衝しよう撃げきが走った。一いつ瞬しゆんで警けい戒かいの気け配はいが周囲を包む。その気配を感じたのか、ベンツがゆっくりと動きだした。その動きに警官隊が気付いた時、ベンツは走りだしていた。

「うわあっ」

　パトカーの横を擦すり抜ぬけ、猛もうスピードでベンツは突つっ込んでくる。不意をつかれ、広場にいた警官たちが逃にげ惑まどう。ベンツは森部へと向かっている。

「布ふ留る部べ由ゆ良ら由ゆ良ら……」

　森部は赤い光の剣を構えた。射抜くような鋭するどい視線で敵を見る。ベンツの窓からサングラスをした男が身を乗り出した。その右手には拳けん銃じゆうが握にぎられている。狙ねらいは森部に向かっている。

「死ね」

　サングラスが引き金に力を込こめる。森部は鋭い表情を全く崩くずさない。ドンドンドン、と続け様に拳銃は火を吹ふいた。

「シュ！」

　突とつ然ぜん、フツヌシの剣が変化した。森部の前面を覆おおうように赤い光が広がる。フツヌシの剣は赤い盾たてとなって銃弾を跳はね返す。銃声が止やむと、盾は剣に戻もどった。

　キキーッ、と耳みみ障ざわりな音を立て森部から十メートルほど先にベンツは急停止した。一瞬の間を置いて、銃じゆう弾だんを込めながらサングラスが外に飛び出してきた。黒い戦せん闘とう服ふくで首から下を固めている。頑がん丈じようそうなブーツに妙みようにゴワゴワしたジャケット。あるいは防弾用のスチールが入っているのかもしれない。これ以上はないぐらい、戦うためのコスチュームだと自己主張している。

　後部のドアがガチャリと開く。グレーのスーツにネクタイを締しめた品の良さそうな老人が、左手をドアに隠かくして立っていた。丁てい寧ねいに撫なで付けられた白い薄うすい髪かみ。ただ、その目は暗く、何かを憎ぞう悪おするような光が垣かい間ま見えた。

「また会えたな、物ものの部べの剣……」

　森部の赤い剣を見ながら老人は静かに言う。その様子は感かん慨がい深げでもあったし、憎にく々にくしげでもあった。

「抵てい抗こうすれば殺します」

　森部は全く表情を変えずにそう告げた。老人の背後では警官隊が拳銃を構えている。老人はフッ、と笑った。

「物部の末まつ裔えいは抵抗しない者も殺すのだろう？」

　そう言って老人は憎しみの表情を露あらわにした。

「貴様らを倒たおす力を得るために苦労したぞ。そのために我わが人生のほとんどを使わねばならなんだ……だが、もうすぐ貴様らは死ぬ。巨大な力の前に己おのれの無力さを呪のろいながら、死ぬがいい！」

　老人は己の思いをぶちまけるように叫さけんだ。

「そうですか。でも、その前にあなた方を始末すればそれで済むことです」

　森部の口から冷静にして凍こおるように冷たい言葉が出た。ススッ、と森部の足が動く。

「土産みやげだ、受け取れ！」

　老人が叫ぶと車から何かが飛び出した。数十本ものロープだった。ロープの固まりが天に飛び上がっていた。その末まつ端たんを老人の左手が握にぎっている。

「チィ！」

　老人の不ふ思し議ぎな掛かけ声にロープが反応した。まるで上空から蛇へびが飛んできたような錯さつ覚かくを警官たちは起こした。ロープが蛇だ行こうして襲おそいかかってきたのである。

「ぐげえっ」

　細いロープとは思えないほどにそれはパワーがあった。警官たちは次々と弾はじき飛ばされ、アスファルトの地面に叩たたき付けられた。森部にも数本のロープが飛ぶ。

「シュオッ！」

　だが、森部は襲いかかってきたロープを瞬しゆん時じに斬きり消していた。

「その程度の技わざがこのフツヌシの剣に通用すると思っているんですか？」

　冷れい酷こくな目で森部は老人を見た。

「思っていない。かつてこの技はその剣に破れさった技だ……」

　ロープがスルスルと老人の近くに集まってくる。老人はスーツのポケットからジッポーのオイルライターを取り出した。片手でライターに火を点つけ、前に立っているサングラスの細身の男に声をかけた。

「御み堂どうくん、とにかく八や田た神がみを取り戻もどして撤てつ収しゆうしよう。あの物ものの部べの末まつ裔えいはわしが押おさえておく」

「わかった」

　拳けん銃じゆうを構えてサングラスが走った。倒たおれた男は恵美奈が後ろ手に手て錠じようをかけて押さえ付けていた。サングラスは恵美奈に向かっている。

「そうはさせません」

　森部が動こうとした時、触ふれてもいないベンツのトランクがバーン、と開いた。ズザザザッ、とロープが地面を滑すべる。そのロープが森部の行く手を遮さえぎる。

「ほう……」

　森部の足が止まった。ロープだけならば剣でなぎ払はらえばいい。しかし、ロープには何かが絡からみ付いている。瓶びんだ。しかもご丁てい寧ねいに瓶に差し込まれている紙には火がついていた。ただの瓶ではなく火か炎えん瓶らしい。それが何本もロープに絡み付いて、ロープと共に行進している。火炎瓶つきのロープは森部の前だけでなく、周囲をも取り囲んだ。

「原始的な真似まねを……」

　少々森部の顔が険けわしくなった。へたに剣を振ふるえば自分が火に包まれることになる。森部がこんな簡単な凶きよう器きに動きを止められていた。

　サングラスは恵美奈に近付いた。

「どけえっ」

　拳銃を構えて細身の黒ジャケットが叫さけぶ。

「撃うってみたら？　どうせ倒れるのはあなたでしょうけど」

　男から離はなれ、相も変わらず嫌いや味みたっぷりに恵美奈は言う。そう言いながら恵美奈はポケットの中に手を伸のばしていた。小さく呪じゆ文もんを唱となえる。

「なら、死ね！」

　サングラスはさほどためらいも見せずに拳銃の引金を引いた。ドンドンドンと銃声がする。だが、恵美奈は平気な顔をしていた。

「物ものの部べの技わざかっ」

　恵美奈の前には先ほどの森部と同じように赤い光の盾たてが出現していた。一瞬サングラスが動きを止める。それを見み逃のがす恵美奈ではない。

「はあっ」

　赤い光の盾でなぎ払う。拳銃が弾はじき飛ばされ、地面に転がる。

「がーっ！」

　御堂が悲鳴を上げていた。恵美奈がフロントから黒ジャケットの右腕うでを極きめていた。手首は逆方向にねじ曲げられ、ついでに肩かたも押おさえられている。へたに動こうとすれば、手首だけでなく、肘ひじも危ない。

「どうしようかなー、このまま折っちゃった方が楽なんだけどー」

　ちょっとばかり楽しそうに恵美奈はサングラスの顔をのぞき込んだ。サングラスの上からでも苦く悶もんの表情はわかる。黒ジャケットは絶ぜつ叫きようした。

「うがあーっ」

　その時、ジャケットを引き裂さいて何かが飛び出した。恵美奈が飛びのく。サングラスは仁に王おう立ちした。何かの植物の蔓つるがジャケットから数本ウネウネと動いている。その内の一本が恵美奈の左腕に巻き付いていた。

「こんなもの！」

　恵美奈の右手は石のようなものを握にぎっていた。赤い盾がまた出現する。盾が蔓を切り落とした。それを見たサングラスが唇くちびるの端はしを吊つり上げて微かすかに笑う。

「油断したな。俺おれもムサの末まつ裔えいの一人。技の一つぐらいは身につけている！」

　恵美奈は少々、ムッとしていた。

「それがどうしたの？　この物部の『道返しの玉』に比べれば──あれ？」

　急に恵美奈の足元がふらついた。バランスを失い、アスファルトの上に転てん倒とうする。

「な、何で動けないの……？」

　意識はあるらしいが体は動かない。ビクッビクッと黒のローファーが痙けい攣れんしている。

「十種！」

　それを見た森部が険けわしい顔で叫さけんだ。だが、森部の周囲に蠢うごめく火か炎えん瓶びんがそれをさせない。サングラスはごつい男の足に手をかけた。後ろ手に手て錠じようをされたままの男をズルズルと引き摺ずる。ジャケットから伸のびた触しよく手しゆのような蔓が、拳けん銃じゆうとミシャグチの剣を拾ひろう。

「このまま逃にがすか……」

　森部はフツヌシの剣を高く掲かかげた。

「ひーふーみーよーいつむーななやーこことおー」

　ゆっくりとした調子で呪じゆ文もんを唱える。剣が輝かがやき、その大きさを増した。

「いかん！」

　老人は森部が何をするのか理解していたようだった。火炎瓶の隊列がズザザッと動く。

「オーーーッ」

　森部が老人に向けて赤い剣を突つき出した。無数の赤い光の矢が剣から飛び出した。

「おのれッ」

　ロープが飛び上がり、老人の前で壁かべを作った。壁に赤い矢が衝しよう突とつする。爆ばく発はつするように壁は炎ほのおに包まれた。火炎瓶に引火したのだ。

「宇う賀が谷やさん！」

　サングラスが叫んだ。炎は老人へと膨ふくらむ。森部の足が動いた。疾しつ風ぷうのような勢いで、老人へと斬きり込んでいく。

「せいっ」

　老人を襲おそった炎が切り裂さかれた。森部が斬り込んだのではない。老人の手に一本の剣が握られていた。蛇だ行こうし妖あやしく光るミシャグチの剣。サングラスが老人に渡わたしたらしい。

「シュオーッ！」

　森部が烈れつ風ぷうの勢いで老人に斬りかかった。赤い光が煌きらめく。

「イヤアーッ」

　裂れつ帛ぱくの気合い。老人が下段から斬り上げた。その気合いと鋭さは森部に互ごした。二つの『神しん剣けん』が激げき突とつする。

　ドゴーッという衝しよう撃げき波はにも似た重い威い力りよくのある音がした。赤い光がパーッと輝いた。

「ぐうッ！」

　一いつ瞬しゆんの激突の後、何と森部の方が後ろに弾はじき飛ばされた。胸の前で必死に構えたフツヌシの剣が消えかかっている。数メートル以上も森部は宙を飛んだ。あまりの勢いにうまく着地できない。アスファルトの地面へと叩たたき付けられる。受け身を取りながら、なおも何メートルか転がった。

　勢いを殺してすぐに森部は体勢を立て直す。視線の先では、老人が苦しそうにベンツに寄り掛かかっていた。フツヌシの剣の輝きが元に戻もどる。その時、ベンツに辿たどり着いたサングラスが発はつ砲ぽうした。剣が盾たて状に変化する。何発かの銃じゆう声せいが森部の盾を打った。

　盾が剣に戻る。その時にはベンツのドアがすでに閉まっていた。キュルキュルルという急発進の音が聞こえる。バックから車体の向きを変えて、ベンツは警官隊の方へと猛もう突とつ進しんしていった。

「逃にがすな！　撃うてーっ」

　森部が警官隊に絶ぜつ叫きようする。警官隊が一いつ斉せいに銃口をベンツに向けた。広場に連続銃声が轟とどろいた。数十発もの銃じゆう弾だんがベンツに撃ち込まれた。塗と料りようの破は片へんが飛び散る。しかし、ベンツのスピードは全く衰おとろえない。悲鳴を上げて数人の警官が横に逃げた。ベンツは一台のパトカーに接せつ触しよくした。バコーンという激しい音がする。左右にハンドルを取られながらも、ベンツは猛スピードで広場から走り去って行った。

　そのテールランプを森部は睨にらみ付けた。

「対テロリスト特とく殊しゆ仕様か……それにしてもこの私が剣で負けるとはッ」

　忌いま々いましそうにフツヌシの剣を足元に叩き付けた。アスファルトが飛び散る。それから冷静な表情に戻ると、紺こん色の制服を着て倒たおれ伏ふしている恵美奈に目をやった。

「十種っ」

　森部の手にあった赤い光の剣がフッ、と姿を消す。ほんの少しだけ心配そうな顔で森部は恵美奈に駆かけ寄った。

「行っちまった……」

　少し離はなれた所で哲也たちは呆ぼう然ぜんと今の戦いを見ていた。哲也は左腕うでを志保子に抱だきかかえられるようにして立っている。恐きよう怖ふのために志保子が哲也にすがりついていると言うよりは、志保子が哲也を必死に引き留めている感じだった。もっとも、先ほどの男との戦いで力を使い果たしていた哲也には、森部とムサの民たみの末まつ裔えいとの戦いに参加する元気はなかったのだが。

「ああ。それにしても、とんでもない奴やつらだ。物ものの部べの末裔どころか国家に対してケンカを売っていきやがった。こいつはもう戦争だぞ！」

　背後にいた藤脇が真しん剣けんな眼まな差ざしで言う。

「しかも、俺おれたち出雲いずも族の末裔まで巻き込みやがった……」

　慌あわただしく動いている警官隊を見ながら深刻そうに哲也は呟つぶやいた。
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「何時いつまで待たせるんだ……」

　哲てつ也やは会議室の時計に目をやった。時計は十一時を回っていた。二十人ぐらいは楽に入りそうな部屋の中に今は哲也と藤ふじ脇わき、それに志し保ほ子この三人だけが椅い子すに座すわっている。

　部屋の中は実に殺さつ風ぷう景けいだった。正面にホワイトボードがあり、何か書いてあったのを慌あわてて消した様よう子すが見える。ホワイトボードの前には長机がロの字形になっており、その一いつ端たんに三人は退たい屈くつそうに座っている。部屋の中にあるのはそれだけだ。蛍けい光こう灯とうのちらつく明かりがさらに三人の心情を苛いら立だたせていた。

　ただ部屋は決して静せい寂じやく状態ではない。部屋の外は夜遅おそいというのに人が行き来する音が聞こえ、どこからともなく微かすかに怒ど号ごうが聞こえてくる。窓の外ではパトカーのサイレンが近付いたり去ったりを繰くり返している。何十分か前には、航空隊のヘリなのかヘリコプターの爆ばく音おんが近くを通り過ぎている。

　ここは警視庁の中にある一室だ。藤脇の話によると、普ふ段だんは捜そう査さ課の会議室として使われている部屋らしい。あれから三人はこの部屋に押おし込こめられている。長机の上の空になったジュースの缶かんが三人の待たい遇ぐうを物語っていた。

「はあ、中央線の最終に間に合うかしら……」

　時計を見ながら志保子は疲つかれたように溜ため息をついた。今日一日、志保子は事件に振ふり回されたのだ。そして最後に警視庁での缶かん詰づめ。疲れない方が無理というものだ。

「森もり部べにタクシーチケットでも出してもらったらどうです？　こんな所に缶詰にされたんです。それぐらい要求してもいいでしょう」

「でも私、東京駅のロッカーに荷物預けてるし──」

　藤脇の提案に志保子は疲れた声で答えた。

「済まねえな。俺おれに付き合わせたばっかりに、こんな目に遭あわせちまって……」

　いたわるように哲也は志保子に軽く頭を下げた。

「ううん、いいの。だって私も出雲いずも族の末まつ裔えいなんだから」

　疲れた顔ながら志保子は哲也に微笑ほほえんだ。その笑え顔がおを見て哲也はほんの少しだけ心が軽くなった。少なくとも襲おそってきた男は哲也と藤脇を知っていた。これからも狙ねらわれる可能性は極きわめて高い。そのことを考えるとやはり気は重かったのだ。

「来たか」

　藤脇がドアの方を振り返ると、ドアが開いてファイルを手に持った森部が入ってきた。さすがに警視庁の中で作業服はまずいのか、ネクタイに茶のスーツを着ている。

「大変お待たせしました」

　儀ぎ礼れい的に頭を下げると、森部は三人とは向かい側の椅子に腰こしを掛けた。

「あのー」

　森部が椅子に座ると同時に心配そうな様子で志保子が聞いた。

「さっき広場で倒たおれた物ものの部べの末裔の婦警さん、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ああ、十と種くさのことですか。あいつなら御心配なく。アルカロイド系の麻ま痺ひ毒どくにやられたようですが、命に別条はありません。明日の朝には回復するでしょう」

「そう。それはよかった」

　志保子はホッとした様子だった。あんまり印象のいい人物ではないが、再起不能にでもなっていたりしたら寝ね覚ざめが良くない。それは哲也も同じだったが、別のことが哲也の心を大きく占しめていた。

「あいつらはどうなった？」

　森部が報告を始めようとした時に哲也が厳きびしい目付きで尋たずねる。

「逃にげられました」

　極きわめて冷静に森部は告げた。心中は穏おだやかではないだろうが、それを無理に押さえ付けている感じだ。

「緊きん急きゆう配備をして晴海はるみに追い詰めたのですが、岸がん壁ぺきから車ごと海にダイブしたそうです。海上保安庁にも連れん絡らくして探しているのですが見付かりません」

「それって海に落ちて溺おぼれちゃったんじゃ……」

「まさか！」

　志保子の疑問に森部は横を向いて一言吐はき捨てた。

「ま、おそらく逃げたと考えた方がいいでしょうね」

　藤脇も暗い表情で森部に同意した。自分を狙う敵に消えてもらえればそれに越こしたことはない。だが、あれだけの力を東京の中心で見せ付けた連中が簡単に消えてくれるわけがない。覚かく悟ごしておいた方がいい、と藤脇だけでなく哲也も思っていた。

「で、あいつらの正体について何かわかってるのか？」

　哲也の目がじっと森部の顔をうかがった。

「ええ、顔を見ましたから。最初にあなた方も襲ってきたのは八や田た神がみ剛つよ史しという男です。傷害や恐喝などの前歴があったので警視庁のデータからすぐに判明しました。もう一人ムサの神技を使う老人がいましたが、それは物部の記き憶おくにある人物でした」

「物部の記憶？」

　一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな間を置いたが、何かに気付いたのか哲也は勢い込んで尋ねた。

「じゃあ、あいつは物部と戦ったことがあるのか!?」

　森部はうなずいた。

「あの老人は宇う賀が谷や啓けい一いちというムサの民たみの末まつ裔えいです。現在は秩ちち父ぶ進しん一いち郎ろうという名前で、ガイア交こう易えきなどの数社の企き業ぎようを経営しています。おそらく終戦後の混乱期に今の戸こ籍せきを手に入れたのでしょうが……」

「もしかして、あなたが戦ったわけじゃないの？」

「そうです。宇賀谷と戦ったのは私の祖父です。しかし、あの傷でよく生きていたものです。あの時にとどめを完全に刺さしておけば、こんなことにもならなかったのでしょうが」

　少々悔くやしそうに森部は語った。

「第二次世界大戦中あたりのことか？」

　突とつ然ぜん、藤脇が口を挟はさんできた。その目付きは哲也たちと話している時のような茫ぼう洋ようとした雰ふん囲い気きではない。何かを探さぐっている探たん偵ていの目付きだった。

「昔のことは別にいいでしょう」

　その話題を避さけようと森部はしている。

「まあ、聞いてくれ。俺おれも新聞記者ブンヤだ。あんたが部下から『大佐』と呼ばれていたのが気になって調べてみたわけだ。今の日本に大佐という肩かた書がきはないしな」

　珍めずらしく藤脇は他人に対してぞんざいな口のきき方をしていた。そしてその目は森部に挑いどむような視線だ。

「おそらく俺の考えに間ま違ちがいがなければ、あんたらはいまだに生き残っている大日本帝てい国こく軍の組織の一員だろう」

　森部は沈ちん黙もくしていた。それが藤脇の話したことの真実性を物語っている。

「戦後の軍解体の時も、政府は密約か秘密裡りのうちにか知らんが、あんたら物ものの部べの末裔を中心とする組織は残した。国家に敵対する能力者を始末するためにだ。あの宇賀谷とかいう老人もその対象だったんだろう？　哲也の話と今日の事件を総合すると、あいつらは物部への復ふく讐しゆうで動いているんじゃないのか？　どんな理由があるにせよ、奴やつらが俺と哲也を襲おそってきたのも根本的にはあんたらのとばっちりを受けたってことになる……」

　藤脇が森部を完全には信用するな、と言った理由を哲也は理解した。今度の事件が物部と国家に対する復讐だということを藤脇は薄うす々うす感じとっていたらしい。森部に協力することはそれに巻き込まれることを意味するからだ。

　しばらく森部は黙だまっていたが、へたな歌手に対する礼れい儀ぎのようにパチパチとおざなりの拍はく手しゆをした。

「そういうことです。藤脇さん。よくぞ調べたものです」

「ほんのわずかな資料から全体像を探さぐり出すのは考古学の得意とするところでね……」

「しかし！」

　上目遣づかいに森部は藤脇を見た。

「宇賀谷たちがあなた方を狙ねらってきた以上、これはあなた方の戦いでもあるのですよ」

　男がまず藤脇を狙ってきたという厳げん格かくな事実を、森部は藤脇たちに突つき付けた。やはりどうあっても出雲いずも族の末裔に協力させたいらしい。

「なあ、俺たちに何をさせたいんだ？　犯人の目星がついたんなら、後は警察組織を動かせるあんたたちの仕事だろーに」

「言われなくても奴らの居所を探さがし出して始末をつけるつもりです。ただー、これを見てもらえますか？」

　そう言うと森部はファイルから一枚の紙を取り出して放ほうり投げた。そのＢ４サイズの紙は器用にクルクルと回りながら、哲也の前の机にフサアッと着地した。

「なんだこりゃ？」

　哲也はその紙を手に取って森部に疑問の声をぶつける。左右から藤脇と志保子がのぞき込む。それは東京都の新宿から西方面の地図のコピーだった。なぜか所々に小さな丸印がつけられている。

「それは今年の夏から今日まで、ミシャグチの神が出現した場所を示した地図です」

「へえ、そうなのか」

　ある程度予想していたためか、さほど哲也は驚おどろきもしない。意外にも驚きの声を上げたのは志保子だった。

「こんなに多いの!?」

　素す直なおに驚いた表情を森部に向ける。確かに地図上にはざっと見ただけで二十か所以上もの丸印がつけられていた。

「ええ。都内では練馬・中野・杉並・板橋の四区に保ほう谷や・田た無なし・三み鷹たかの三市。そして埼さい玉たまでは新にい座ざ市・朝あさ霞か市・和光市にミシャグチの神が出現しています。そのミシャグチの神は三鷹の井いの頭かしら公園を除のぞき、全すべて我々が始末しましたが」

「あのー、田舎いなか者で申し訳わけないが、どこら辺の地名なんだ？」

　現在は島根県に在住の藤脇が、森部の口から出た地名の羅ら列れつに戸と惑まどっている。その藤脇に志保子が助け船を出した。

「藤脇さん、練馬とか杉並とかはわかります？」

「あー、それぐらいは。確か東京二十三区でしょ？」

「そこに隣となり合う地域だと思ってもらえばいいと思います。ちょっとその地図貸して」

　志保子が手をさし出したが、哲也は地図をじっと眺ながめていた。何とはなく、地図上の印の群れが尻尾しつぽをくわえた円状の蛇へびのように哲也には見えた。しばらくして顔を上げる。その表情には疑問の念が浮うかんでいる。

「もしかして、最初にミシャグチの神が出現したのは練馬の石しやく神じ井い公園か？」

「ええ、そうです。いきなりミシャグチの神が出現したので、我々も対応が遅おくれ、マスコミ操作に失敗しました」

「だとしたらこの地図見りゃ小学生でもわかるぞ！」

「何がわかるの？　私にはある地域に集中してるとしかわかんないけど」

　地図をのぞき込みながら志保子が尋たずねる。

「この丸印の中心になってるぞ、石神井公園が。奴やつらは石神井公園を舞ぶ台たいにして何か企たくらんでいると考えた方がいいんじゃねえのか？」

　森部の答えを哲也は待った。

「これだけ明らかに集中されれば誰だれでも予想できます。石神井署に私の部下を詰つめさせていますし、我々もその辺あたりを重点的に警けい戒かいしてました」

「それで井の頭にあなたがすぐにやってきたわけなのね」

　まるで新製品の使用法を技術者から受けた時のような顔で志保子はうなずいた。

「ただ、これではあまりに露ろ骨こつすぎます。もしかすると都市化した地域がミシャグチの神を復活させるのに好こう都つ合ごうなのか、とも思いましたが、それだと埼玉の大宮辺りにミシャグチの神が復活していないことが説明できない」

「確かにあそこも都市化は進んでる。埼玉といえども練馬辺りと条件は変わらねえ。大宮の氷ひ川かわ大社の辺りには強力なミシャグチの神が封ふうじられているはずなんだが、それに手をつけていないというのはどう考えても変だよな……」

「フェイントの可能性もありますが、それにしては御ご丁てい寧ねいすぎます。はたして奴らは何を考えているのか……これでは対策の立てようがありません。そこでいざという時のために、ミシャグチの神を封じる力を持っていた氷川系出雲いずも族、その末まつ裔えいのあなたに協力を求めておきたいのです」

「だがな、ミシャグチの神の封じ方はもう伝わっていねえんだぞ」

「わかっています。しかし、もしかすると出雲族の力を使った簡単な方法かもしれません。現に奴らは氷川系出雲族ではない藤脇さんまで襲おそってきました。これはミシャグチの神を封じる力を出雲族が持っているのではないか、と彼らが恐おそれている証しよう拠こでしょう」

　森部は明らかに取り引きを持ち掛かける目付きで藤脇と哲也を見た。

「御二人に護衛をつけましょう。その代わりとしてミシャグチの神の封じ方について調べておいてもらえませんか？　むろん奴らが事を起こす前に、我々が始末をつければ無む駄だになりますが……」

「そう願いたいもんだ」

　あまり愉ゆ快かいではない表情のまま、哲也は森部にむっつりと答えた。




　夜が明けようとしていた。見た目には静かな海もかなりのうねりを感じる。赤い飛行灯を点てん滅めつさせた巨大なキャンドルが西側に見える。横浜のシンボル、ランドマークタワーだ。背後の西の空もすでに明るくなっており、もうすぐ港町横浜の慌あわただしい一日が始まる。

　そのランドマークタワーを右手に見ながら一艘そうの大型クルーザーがゆっくりと南に進んでいた。クルーザーの甲かん板ぱんには一人の男が双そう眼がん鏡きようを片手に立っている。サングラスにあちこち破れた黒のジャケットと、早朝のクルージングを楽しんでいる人間の服装ではない。サングラスは双眼鏡で辺りの様子を一通り探さぐると、下の船室へと降りていった。

　船室の中はシンプルだが白を基調とした品のいい造りだ。さほど広くない船室の中へ丸い窓からぼんやりとした光が差し込んでいる。いかにも外国のクラフトマンが作ったような滑なめらかな曲線の木製椅い子すが三脚きやくほど置いてあり、そこに宇賀谷啓一と母はは木き涼りよう子こが深く腰こし掛かけていた。

　涼子は両手を膝ひざの上に重ねて軽く目を閉じている。薄うすい茶系統のジャケットとパンツルックで品良く休んでいる。その横で宇賀谷は腕うでを組んで何かを考え込んでいたが、サングラスの男が船室に入ってきたのに気付いてそちらに顔を向けた。

「御み堂どうくん、どうだった？」

　宇賀谷から御堂と呼ばれた男はサングラスを外はずした。サングラスを外す前は三十代くらいにも見えたが、張りを失った目め尻じりの皺しわは年ねん齢れいを隠かくせない。おそらく四十は越こえているだろう。ただ、常人とは異なる目の鋭するどさは、この人物が厳きびしい環かん境きようの中に身を置いてきたことを物語る。

「海上保安庁の巡じゆん視し艇ていも、水上警察のランチもいないようだ。このまま陸に上がった方がいい。浦うら賀が水道を抜ぬける時にチェックされると面めん倒どうだ」

　双眼鏡を小さな作り付けの棚たなの上に置いて御堂は答えた。その話し声に気が付いたのか、涼子が切れ長の目を眠ねむそうに開ける。

「まだ寝ねてるのか、こいつは……」

　御堂の目は涼子ではなく、部屋の隅すみにある簡かん易いベッドに向けられた。そこには八や田た神がみが俯うつぶせになっていた。焼け焦こげたスーツもそのままで白いシーツの上に横たえられている。エネルギーを完全に抜き取られたようにピクリとも動かない。枕まくら元もとには蛇だ行こうしたミシャグチの剣が、白い布の上に大切に置いてある。

「まさか、このまま目を覚まさないんじゃないんだろうな」

　御堂は少しばかり迷めい惑わくそうに言う。その声には仲間を心配する心情は全く感じられない。あくまでも役に立ってもらわないと困る、という感じだった。宇賀谷はミシャグチの剣に目を向けた。

「心配ありますまい。このミシャグチの剣は持っている人間の力を吸い取って威い力りよくに変えてしまうもの。あと一日もすれば目を覚ますと思いますが」

「そうか。しかしこれからどうするんだ？　こいつのお陰かげで、奴やつらに我々のことを知られたと考えた方がいい」

　宇賀谷はちょっと唇くちびるを歪ゆがめて苦く笑しようした。

「あの出雲いずも族の末まつ裔えいを試ためしてみろとは言いましたが、まさかあんな所で戦いを始めてしまうとは思いもよりませんでした。しかし──」

　突とつ然ぜん、宇賀谷の顔が厳しくなった。何かを決意したようにミシャグチの剣を睨にらみ据すえる。

「いつかは物ものの部べの奴らに宣戦布告する予定でした。それが多少早まっただけのこと。この数日のうちに闘とう争そう開始しますっ」

　強く宇賀谷は言いはなった。この老人のどこにそんな精神力があるのか、というほどの凄すご味みのある表情だった。

「いよいよなんですね。父の仇かたきが討うてるのは……」

　涼子も身を乗り出していた。姿勢を正し、宇賀谷をまっすぐに見詰める。宇賀谷も涼子に深くうなずいた。御堂は涼子の側そばに立つと、肩かたに軽く手を置いた。

「大変だったね、ここまで来るのに。俺おれも、同志であり親友であった君のお父さんの仇は絶対に取りたいと思っていた。そのためならどんなことでもするつもりだ。物部の末裔とそいつらを操あやつっている奴らは絶対に倒たおそう！」

　御堂は涼子に優やさしく声をかける。涼子は下を向いたままうなずいた。膝ひざの上にポトリと涙なみだが落ちる。その様子を見ていた御堂の表情は奇き妙みように平然としていた。

　しばらくして宇賀谷は椅い子すから静かに立ち上がり、船室から出ていった。御堂が促うながすと涼子も涙をぬぐって立ち上がる。二人は甲かん板ぱんに上がった。潮風に白はく髪はつを乱れさせながら、宇賀谷はランドマークタワーを見上げていた。

「聖書にバベルの塔とうの話があったな……人というのは天を目め指ざして塔を作る宿しゆく業ごうを持っているのかもしれん……」

　一人言のように呟つぶやくと、宇賀谷は二人に振ふり向いた。

「町田で待たせてある連中と合流します。それから八田神が動けるようになれば、練馬で蛇へびに尻尾しつぽを嚙かませてやりましょう。無限を意味する『ウロボロスの蛇』のように。そしてミシャグチの神が生み出した無限の力で、物部と国家とこの東京に闘争を仕し掛かける！」

　話しているうちに闘志が燃えてきたようだった。老人の顔に若々しい生気が溢あふれてきた。涼子はその闘志に同調するように首を縦に深く振った。

「でも大宮の高たか見み橋はしという出雲いずも族はどうする？　涼子ちゃんが八田神に触さわってみたところでは、あの二人はミシャグチの神の力を封ふうじる手段を知らないらしい。しかし、大宮の出雲族の奴やつが持っている古こ文もん書じよに載のっているかもしれないのだろう？　かつて出雲族がミシャグチの神を封じた方法が……」

　しばらく宇賀谷は考えていたが、御堂に向かって口を開いた。

「そちらはあなたと涼子さんにお任せします。どうするかは任せますが、ミシャグチの剣がなければ物部の奴らに勝てないことはお忘れなきよう」

「わかった。そちらの方は任せてもらおう」

　潮の匂においに混じって車の音や電車の音が微かすかに聞こえてきた。日本の大都市の一日が始まっていた。







　　　第五章　襲しゆう撃げき者しや







　柔らかいフォルムの軽自動車の中は気き詰づまりな雰ふん囲い気きだった。スタジャンにジーンズ姿の哲てつ也やは後部座席に座すわって、帝てい都とタイムズに目を通していたが、なるべく運転席の十と種くさ恵え美み奈なには目を向けないようにしている。恵美奈の方でもハンドルを不ふ機き嫌げんそうにトントンと叩たたいたり、ダッシュボードの整理をしたりと落ち着かない。

「あーあ、早くあの人、出てこないかなあ」

　駐ちゆう車しやした場所から斜ななめ先のビルに恵美奈は目をやった。あまり広くない道路に面して建つ十階ほどの古いビルだが、その五階の所に「帝都タイムズ」という看板がある。藤ふじ脇わきは島根から、ここ大手町にある帝都タイムズ社に研修にやってきていた。その藤脇を二人は待っていた。

「仕事なんだからすぐに出てこられるか。それより藤脇先せん輩ぱいの護衛があんたの仕事なんだろーが。それが嫌いやなら物ものの部べの末まつ裔えいをやめちまえば？」

　さすがにムッとした表情で恵美奈が哲也を睨にらむ。ジーンズにトレーナーと今日も活発そうなお嬢じようさんといった服装だ。

「森もり部べ様に言われなかったら、あなたたちの護衛なんてやるわけないでしょ！　まったく誇ほこりある物部の末裔がなんで出雲いずも族の護衛をしなきゃなんないわけー？」

　恵美奈は不満たらたらという感じだ。そんな恵美奈を無視して哲也は窓の外に目をやった。ちょうど背広姿の藤脇がビルから出てきたところだった。

「先輩、こっちです」

　窓から藤脇に声をかける。藤脇はこちらに駆かけ寄ってきた。恵美奈は藤脇に声もかけようとしない。助手席のドアロックを外はずしただけだった。

「おや、あなたですか。体の具合はいいんですか？」

　運転席でむっつりとしている恵美奈を見て、少しだけ藤脇は意外そうな声を出した。

「でも、あなたみたいな美人が護衛でよかったですよ」

　助手席に体を滑すべり込こませながら恵美奈に声をかけた。恵美奈は、えっ、というように藤脇を見た。出雲族の末裔に誉ほめられるとは思ってもいなかったらしい。

「ま、よろしく頼たのみます」

　狭せまい車内の中で何とか頭をぶつけないように藤脇は頭を下げた。恵美奈も慌あわてて頭をペコリと下げた。

「しかし、まー」

　新聞を手にとりながら哲也が話しかける。

「帝都タイムズの一面記事は何なのですかねー」

　そこには「皇居前広場で銃じゆう乱射、警官数名が負傷。日本人じん民みん紅こう軍ぐんの仕し業わざか」という文字が乱らん舞ぶしていた。

「よくは知らないんですが、日本人民紅軍って二十年ぐらい前のテロリストでしたよね？　いくらネタに詰つまったからってそんな大昔のネタを使うこたあないと思いますが」

「帝都タイムズの担当者の話では、警視庁の発表そのままらしいが。さて、森部大佐がどういう創作をしてくれるのか、楽しみにしていますか」

「あのねー、実はそれ、創作ってわけでもないんだけど……」

「創作じゃない!?」

　藤脇と哲也の声がハモった。

「当時の日本人民紅軍の中に御み堂どう晃あきらというメンバーがいて、それがどうも私を倒たおした奴やつらしいの」

「御堂晃といえば二十年以上も前に丸の内で爆ばく弾だん事件を起こして、海外に逃とう亡ぼうした人物。今は中東某ぼう国こくに匿かくまわれているはずですが？」

「外事課の話ではねー、中東情勢の変化で居づらくなったってことらしいけど。ついでに半年ほど前に宇う賀が谷や自みずからが中東を訪問してる。ガイア交こう易えきの営業拡大の名目でね」

「ムサの民たみの力を伝える人間をスカウトに行ったっていうのか？」

「おそらくそうじゃない？　実は人民紅軍の中にムサの民の末まつ裔えいが何人かいてー、御堂以外は我々物ものの部べが始末したのよ。それが二十年ぶりに舞まい戻もどってくるなんてね……」

　それを聞いて藤脇の顔が引きつった。

「じゃあ、我々二人はそのテロリストに狙ねらわれているってことに？」

「当たり前じゃない。そうでなきゃ私が護衛に付くもんですか」

「まさか、俺おれのうちに爆弾仕し掛かけられたりしねえだろーな!?」

「わかんないわよー」

　まるで哲也の反応を楽しむかのように恵美奈はニヤッと笑った。

「おい！」

　さすがに哲也の形ぎよう相そうが変わった。恵美奈に摑つかみ掛からんばかりの勢いで、後部座席から身を乗り出しかけた。その様よう子すを見て恵美奈は真ま面じ目めな顔に戻った。

「大だい丈じよう夫ぶじゃない？　相手が銃を手に入れている以上、そっちを使うでしょ。特定の人間の殺傷の場合、爆弾よりも銃やナイフによる暗殺の方が確実だからね」

「そうか。それならいいんだが……」

　ドサッ、と哲也は後部座席に身を沈しずめた。

「それにしても奴やつら、どの程度俺たちのことを知っているんだ？」

　どこを見るでもない視線で哲也は呟つぶやいた。そんな哲也をチラリと見ながら、藤脇はシートベルトを締しめた。

「そのことだがな、哲也。昨日、松江新報本社に俺のことを聞いてきた電話があったそうだ。俺の実家の人間だとか言ってな」

「えっ、まさかその電話は……」

　哲也が真ま顔がおになった。その哲也に藤脇は軽くうなずいた。

「念の為ために俺の実家に聞いてみたところ、電話なんざ掛けてないとさ。ついでにその電話の主は、俺が東京に出掛けたことを知ると、俺の同どう僚りように俺が何時頃ごろにどこに着くのかしつこく聞いていたらしい」

「それであいつが皇居前で襲おそってきたわけですか！」

「ああ、おそらくな。ただ、どういうわけか電話の声は若い女性だったそうだ」

「若い女性？」

「俺の同僚は、俺が女性問題でも起こしたんじゃないかと馬ば鹿かな心配してた」

　藤脇は苦く笑しようしている。

「哲也、まさかお前の関係者じゃないだろーな？」

「女性ねえ……」

　志し保ほ子こでないのは確かだが、他ほかに思い当たる相手もいない。哲也は腕うでを組んでじっと考え込んでいた。

　恵美奈は車のキーを捻ひねった。軽いエンジン音と振しん動どうが体に伝わってくる。

「さて、どこに行きます？」

　藤脇に明るく尋たずねる。恵美奈は藤脇に対しては哲也ほど露ろ骨こつに嫌いやそうな表情をしない。先ほど軽く誉ほめられたためだろうが、出雲いずもで藤脇が森部と直接対決していないことが遠因になっているのかもしれない。

「石しやく神じ井い公園へお願いします。帝てい都とタイムズと話し合って、石神井公園のアナコンダ騒そう動どうのその後について書かせてもらうことになりました」

「へえ、それは好こう都つ合ごうじゃない」

「警察回りにしてもらうという手もあったんですが、今度の事件は地方の人間には難むずかしいだろうってことで。石神井公園を天あま鳥とりの御み剣つるぎで探さぐれば何か感じるかもしれませんし」

「そう願いたいもんだけど……」

　恵美奈がサイドブレーキに手をかけようとした時、後ろから哲也が叫さけんだ。

「ちょっと止めろ！」

「どうした、哲也？」

「帝都タイムズのビルに公衆電話ありますか？」

「そりゃあるが……」

「ちょっと待っててください」

　そう言うと、哲也はドアを押おし開けて外に飛び出した。

「電話くらいなら、この中にもあるのに」

　傍かたわらの自動車電話を見ながら恵美奈は不ふ思し議ぎそうに呟つぶやいた。

「まあ、あなたの前では話したくないんでしょう。それにしても何を思い付いたんだ？」

　しばらくすると、ビルから哲也が走り出てきた。その表情には明らかに焦あせりの色が見える。慌あわてて哲也は後部座席に飛び込こむと同時に叫さけんだ。

「大宮だ、大急ぎで大宮に行ってくれ！」

「な、なんで？」

「とにかく行け！　電話が通じねえんだよ！」

　叱しかり飛ばすように恵美奈に叫ぶ。ただならぬ様子に藤脇も恵美奈を目でうながした。

「オーケイ」

　恵美奈の手がサイドブレーキを外す。思いっきりアクセルを踏ふみ込むと、赤い小さな車は、テントウムシが天に飛び立つような勢いで発進していった。




「変だなー」

　不思議そうな顔で高たか見み橋はし修しゆう司じは多機能電話の受話器を置いた。母はは木き涼りよう子こに振ふり返る。涼子はダークグリーンのジャケットにパンツルックで、ソファに浅く腰こし掛かけていた。首の後ろで長い髪かみを黒いリボンで結んでいる。涼子の前には赤いザラザラした色調の備び前ぜん焼やきのコーヒーカップが置かれてあった。

「どうしたんですか？」

　涼子はごく普ふ通つうに声をかけた。正確には何かを隠かくすように普通を装よそおったような声だった。修司はそれを疑うことなく、照れを隠すように笑いながら涼子の向かい側に腰を下ろした。

「馴な染じみの寿す司し屋に出前を頼むつもりだったんだけどね、なんだか電話が通じないみたいなんだ。ぜひあそこの鮪まぐろのヅケを御ご馳ち走そうしたかったのに……」

「そ、そうですか。もしかしたら、道路工事中に電話線を引っ掛けたんじゃないでしょうか。国民の税金で工事しているんだから、ちゃんとして欲ほしいですよねー」

　わざと明るく涼子は声を出した。ただ、その目は妙みように落ち着かない。不安から逃のがれるように一いつ瞬しゆん視線を外に走らせた。広く明るいガラス戸の向こうには、人の背せ丈たけほどの低い木が何本か植わっている。視線をすぐに戻もどして、涼子は修司に微笑ほほえんだ。

「ところで今回は何かな？」

　人の良さそうな笑え顔がおで涼子に優やさしく問いかける。涼子は足元の黒いセカンドバッグから一冊の文庫本を取り出すと、開いて修司の前に置いた。

「へえ、柳やなぎ田だ国くに男おの『石神問答』か」

「遠とお野の物語」で知られる民みん俗ぞく学者の柳田国男の名前を修司は当然知っていた。

「で、何を調べてるの？」

　表面はにこやかに修司は笑っているが、その笑いは堅かたい。本の中に何が書かれているのか知っているからだ。

「この中に出てくる『御み左さ口ぐち神』について何かご存じないか、と思いまして」

　上目遣づかいの眼で涼子は修司を探さぐるように見る。

「そうかー、ミシャグチの神について調べているのかあー」

　修司は大おお袈げ裟さな声を出した。

「何か知っておられるんですか？」

「いや、僕ぼくも民俗学者じゃないから、よくはわからないけれどねー。まあ、縄じよう文もん人じんの崇あがめていた神じゃないかと思うんだけどね、うん」

　修司は実に歯切れの悪い答え方をした。

「へえー、縄文時代の神様なんですか。できれば詳くわしく聞かせていただけませんか？」

　興味深そうな目付きでじっと修司の目を見み詰つめる。しばらくその視線に戸と惑まどっていたようだったが、修司は開き直ったように語り始めた。

「これは僕の考えなんだが、ミシャグチの神は自然の神で、天に向かってそそり立つ神聖な樹木や石の祭器に蛇へびの形を取って出現すると考えられていたらしいよ。例たとえば東北地方にたくさんある環状列石ストーンサークルなんかもミシャグチの神と関係した遺い跡せきだと僕は思う。しかし。弥生やよい人がもたらした新しい信しん仰こうに押おされて、その勢力をなくしていったんだろう」

「弥生人に縄文人が負けたんですか」

「そういうことになるね」

「ところで、そのミシャグチの神に関した古こ文もん書じよなんかはお持ちじゃないんですか？」

　涼子の切れ長の目の奥に挑いどむような光をわずかに感じて、修司はギョッとしたが、慌あわてて否定した。

「いくら何でも縄文時代の神でしょう？　その神について書かれた古文書なんてあるわけがないですよ」

「そうでしょうねえ……」

　涼子は赤黒いコーヒーカップを手にとった。持ち上げようとした時、カップは涼子の手から離はなれた。いや、涼子が指の力を緩ゆるめたのだ。備前焼の厚いコーヒーカップはゴトンとペルシャ織の絨じゆう毯たんの上に落ちた。黒いコーヒーが絨毯に染しみを作っていく。

「ああっ、ごめんなさい！」

　大声を出して涼子は絨毯の上にしゃがみ込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶかな？」

　修司がソファから立ち上がった、その時だった。ガラスが割れる音がした。修司がそちらを振ふり向くと、鞭むちのような物がガラス戸を突つき破っていた。しかも一本ではない。数本もの鞭が修司目め掛がけて飛んできた。

「うわわっ！」

　若くもない年ながら修司の動きは意外と素す早ばやかった。部屋の奥の方へ飛び退のくと、すぐに「構え」を取った。

「ノアアアーッ」

　修司は襲おそってきた鞭に対して手を突き出した。哲也の『カムツチの手』と同じ動きだった。だが、修司の前の空間は光らない。それでも数本の鞭は何かにぶつかったように弾はじかれた。一いつ旦たん、絨毯の上にそれは落ちた。見ると何かの植物の蔓つるらしい。

「威い蛇ちの茨いばら……」

　修司にはそれが何かわかったらしい。普ふ段だんからは想像もできない険けわしい表情で、割れたガラス戸の方を見た。

「母木さん、早くこちらに！」

　ガラス戸の外を厳きびしく見み据すえながら修司は叫さけんだ。外と修司の顔を何回か見比べていたが、涼子は修司の後ろへと走った。

　ガラス戸の外には一人の男が立っていた。顔にはサングラス、体にはゴワゴワしたジャケットをまとい、丈夫そうな生き地じの黒ズボンと頑がん丈じようそうなブーツ。黒いジャケットからは触しよく手しゆのような蔓が伸のびている。それが修司を襲ってきたのだ。

　サングラスの男はガラス戸を蹴け飛とばした。残っていたガラスが砕くだけ、何とサッシの枠わくがねじ曲がる。男はゆっくりと中に入ってきた。

「何者だ!?」

　構えを取ったまま、修司が怒ど鳴なる。その声には迫はく力りよくがあった。

「この威蛇の茨はムサの民たみが狩しゆ猟りようで使っていた技わざと聞いている……氷ひ川かわ系出雲いずも族について調べていたら、あんたにぶち当たった。今日の威蛇の茨の獲え物ものはあんたってことだ」

　絨じゆう毯たんの上に転がっていた蔓が再び動きだした。男の前で蛇へびが鎌かま首くびをもたげたような体勢を取る。いつでも飛び掛かかれるように蔓は構えていた。

「どういうことかは知らないが、戦うというのならば無ぶ事じでは済まさないぞっ」

　睨にらみ付けながら修司は一歩踏ふみ込こんだ。

「ノアア、ぐっ！」

　修司の息い吹ぶきの音が途と中ちゆうで止まった。涼子が後ろの棚たなにあったブロンズの置物で、修司の首筋を殴なぐり付けたからだ。修司がよろめく。苦しそうに涼子の方を振ふり向いた時、蔓が一いつ斉せいに跳はねた。

「ぐわっ！」

　修司の首、両手、そして胴どう体たいに蔓が巻き付いていた。巻き付いた蔓は修司の体を引き摺ずり倒たおす。修司が歪ゆがんだ顔を涼子に向けた。

「な、なぜ……」

「ごめんなさい。私もムサの民たみの末まつ裔えいなんです。ムサの民の末裔ゆえに斬きり殺された父の仇かたきを取らなきゃならないんです……」

　済まなそうに眉まゆをしかめ、涼子は修司を見下ろしている。

「ま、まさか、ミシャグチの神を復活させたのは君らなのか……」

　息も絶え絶えに修司が呟つぶやく。

「そういうことだ」

　サングラスを外した御堂が修司を見下ろしている。その目は敵を仕留めた時の勝利の余よ裕ゆうに満ちていた。

「だが、この徹てつ底てい的に都市化された東京では、ミシャグチの神を復活させても決して強力な力にはならないぞ……」

　それを聞いた御堂は不敵に笑った。

「確かに石神井公園で初めてミシャグチの神を復活させた時はガッカリしたよ。物ものの部べすら相手にしなかった偉い大だいな神が、こんなに弱い力しかないのかと。だが！」

　御堂はギラリと修司を睨み付ける。

「神はもう一度復活するっ。そしてこの欺ぎ瞞まんに満ちた日本国家を滅ほろぼす！」

　その眼には妖あやしいまでの輝かがやきがこもっていた。修司は苦しそうな様子で唇くちびるをわずかに動かしたが、白目を剝むいて首が横に倒たおれた。蔓がスルスルと離はなれ、御堂のジャケットに収まっていく。

「さっ、涼子ちゃん。誰だれか来るとまずい。早く済ませて引き上げだ」

　修司が動かなくなったのを見て、御堂は涼子をうながした。

「は、はい……」

　おずおずと涼子はしゃがみ込んで修司の頭に手を当てた。静かに目を閉じ、手の先から何かを感じとっているらしい。時々、閉じているはずの涼子の眼が夢を見ている時のようにピクピク動く。何かの映像を見ているようだ。

「先ほどミシャグチの神のことを話して意識させた甲か斐いはありました。やっぱり高見橋哲也がミシャグチの神のことを聞きにきています。あれ？　この女性は……」

「どうした？」

「別の出雲いずも族が一いつ緒しよに来てます！」

「なんだと！　どういう能力の持主なんだ!?」

　涼子は目を閉じたままで必死に修司の情報を探さぐっているようだった。

「映像はないです……でも、天あま鳥とりの御み剣つるぎを使えるらしいです……」

　それを聞いて御堂はホッとした様子だった。

「なんだ、藤脇とかいう男と同じ能力か。天鳥御剣という出雲族の神しん宝ぽうは一本のはず。大した戦力にはならないな。で、涼子ちゃん、ミシャグチの神を封ふうずる方法が書いてあるという古こ文もん書じよはあるのか？」

「封じる方法ではないようですが、ミシャグチの神に関連する古文書が抜ぬき出してあるようです。地下室のようですね」

　ようやく涼子は目を開いた。一仕事終わった時のようにフウッと大きな息をつく。

「わかった。それさえ始末すればミシャグチの神を封じる方法はなくなるわけだ」

　そう言うと御堂はジャケットのポケットに手をやった。

「御堂さん、何を!?」

　パチンと音がして御堂の手に細身のバタフライナイフが握にぎられていた。

「情報が取れたのなら始末しておいた方がいい。見たくないなら地下室に行ってろ」

「待って！」

　涼子は必死に御堂の右手を摑つかんだ。訴うつたえるような目付きで御堂にすがった。




　哲也は座すわっていた。病院の廊ろう下かに置かれた堅かたい椅い子すの上に。背中を丸め、じっとリノリュームの廊下の床ゆかを見み詰つめていた。何かに耐たえているように唇くちびるを嚙かみ締しめている。

　通りかかった看護婦がそんな哲也に目をやったが、さほど気にも留めずに忙いそがしそうにセカセカと通り過ぎていく。遠くから院内放送が聞こえてくるが、今の哲也の耳には聞こえていないだろう。

　哲也から少し離はなれた所に藤脇が立っていたが、哲也の先せん輩ぱいである彼にもそっとしておくことしかできなかった。

　修司の家が燃えているのを見た時の哲也の取り乱し方は凄すごかった。二年間、同じ大学で過ごした藤脇ですら、哲也が取り乱した姿を見たことはなかった。暴れそうになる哲也を恵美奈が関節技わざで押おさえ込こんでも、哲也は叫さけび続けていた。叔父おじの修司が大宮の病院に運び込まれてからは少し落ち着いたようだが、今度は全まつたく口をきかない。

　足音に気付いて振ふり返ると、難むずかしそうな顔の恵美奈が向こうから歩いてきた。

「どうです？　哲也の叔父さんの容体は？」

　哲也に聞こえないように小声で聞く。

「外傷は手足と首の擦すり傷だけ。ただね、私と同じ麻ま痺ひ毒どくを使われたみたいで、今は全く意識がないの。間ま違ちがいなく御堂の技でやられたようね。でも何でとどめを刺ささなかったのかなあ？　救急隊の話によると本人は庭に転ころがされていたみたいだし」

「じゃあ、命に別条はないと？」

　恵美奈は自信なさそうに首を横に振った。

「麻痺毒の量が違いすぎるから……命を取り止めても意識が戻もどるかどうか」

「そうですか。それにしても、俺おれたち二人以外の出雲いずも族がターゲットになるとは──」

　藤脇の表情も真冬の日本海の空のように暗く沈しずんでいる。

「はっきり言って盲もう点てんだったなあ……あ、それから哲也くんが言っていた母木涼子についてのデーター来てるけど」

「ほう、松江新報に電話をよこしてきた女か……どんな人物なんです？」

　恵美奈はジーンズのポケットから手帳を取り出した。

「父親は戸こ籍せき上不明。母親は四年前に病死。大学院生というのは[image: 噓]うそっぱちで、三年前にガイア交易に入社してる」

「あの宇賀谷の所の？」

「そう。仮の名前は秩ちち父ぶだけどね。一年ほど前にその秩父会長の秘書、つまり宇賀谷の秘書に抜ばつ擢てきされてるわ」

「ふーん。それで宇賀谷の意志を受けて、哲也の叔父おじさんと接せつ触しよくしたってわけですか」

「そんなところでしょ。でも、これからどうするの？　あの家の地下室も資料と共に焼けちゃったようだし、あの人の意識が戻らなければ、ミシャグチの神を封ふうじる方法の糸口すら見付からないと思うけど──」

　藤脇はいまだに黙だまりこくったままの哲也に目を向けた。

「あいつ次し第だいだ。奴やつらに身内を傷付けられて、一番ショックを感じているのは哲也だろうから……」

　そう言いながら藤脇は哲也の前に立った。

「哲也」

　呼び掛かけられて哲也は鈍にぶく顔を上げる。その簡単な行こう為いすら、うっとうしそうだ。

「先輩……」

　藤脇はじっと哲也の顔をまっすぐに見み詰つめた。哲也の顔は疲つかれきっていた。

「はっきり言うが、修司さんは助かるかどうかわからないそうだ」

　ふいに哲也の顔面が歪ゆがんだ。唇くちびるを嚙かみ、必死に耐たえようとしていた。しかし、それもほんの二、三秒だった。くうっ、と大きく息を飲むような声がしたと思うと、哲也の目からボロボロと涙なみだが溢あふれ出した。

「親父おやじが死んでから……叔父さんに教えてもらった……出雲いずも族の技わざとか、話とか、いろんな事いっぱい教えてもらった……特に出雲族の末まつ裔えいなのを誇ほこりにしろって言われて、それで戦いに頑がん張ばってこれた……でも、その叔父さんが死んだりしたら……」

　肩かたを震ふるわせると声を上げて泣き始めた。人目もはばからない号ごう泣きゆうだった。頑がん丈じようそうな男がまるで子供のように泣いている。

　そんな情けない姿を見ても恵美奈は決して笑う気にはなれなかった。この男に対するこれまでの心情からすれば、嘲あざけり笑っているのが当然かもしれない。しかし、号泣している姿に哲也の叔父を慕したう心情がはっきりと見えた。大宮で会った時、あれほどの怒いかりを見せたのも今の姿からは十分に理解できる。憎にくしみと軽けい蔑べつを持って接していたこの男に同情の念を抱いだかずにはいられなかった。

　泣き続けている哲也の肩に、藤脇が優やさしく手を置いた。

「今日はもう家に帰って休め。叔父さんは病院の人の腕うでを信じるしかない。ムサの民たみのことは明日考えよう」

　涙をこぼしながら哲也は首を縦に振ふった。

「済みませんが、こいつを家まで送っていってもらえませんか？　とりあえず俺おれが病院にいますので」

「それは構わないけど……また奴らが狙ねらってきたりしない？」

「いや、俺の新聞記者としての勘かんだと、もう俺たち出雲族が狙われることはないような気がします」

「どういうこと？」

　不ふ審しんそうに恵美奈が聞く。昨日今日と、宇賀谷たちは出雲族の末裔を襲おそってきた。これで終わりになるという保証はどこにもない。

「正体がばれた以上、長期間潜せん伏ぷくするのは限界があります。かなり早いうちに彼らが目め指ざす『何か』を仕し掛かけてくるでしょう。そうすると俺たちに構っている暇ひまはない。ミシャグチの神の封ふうじ方を俺たちが知らないことを確かく認にんして、それでケリをつけたいんじゃないですか？」

「じゃあ、もうすぐ奴らが最終行動を起こすというわけ？」

「ええ、俺の勘ですが。早いところ、あいつらを捕つかまえないと、俺たちには手出しのできない事が起こりそうな気がする……」

　不安そうに藤脇は窓の外を見た。窓の外には住宅街が途切れることなく続いていた。







　　　第六章　練馬の蛇塔







「都内にこんなスポットがあったとはね……」

　広いガラス窓の外は遮さえぎる物もなく、新宿の超ちよう高層ビル街から中野のサンプラザ、それに杉並の住宅街までが一望できる。空は晴れているが、どことなく空気に透とう明めい感がない。

　ここは練ねり馬ま区役所の二十階にあるレストランの中だ。昼近くのためか、中は結けつ構こう人で賑にぎわっていた。南側がガラス張りになっており、そこからこの素す晴ばらしい展望をほしいままにできる。そのガラスに面したテーブルの一つに哲てつ也やと藤ふじ脇わきは向かいあって座すわっている。

　外の景色を眺ながめながら感心したように哲也は呟つぶやいた。ただ、その表情はあまり楽しそうではない。やはり昨日の事件が重く哲也の心にのしかかっているらしい。

「遅おくれてごめんなさい」

　落ち着いた響ひびきの声に哲也が振ふり返ると、そこにはベージュのスーツをきっちりと身につけた志し保ほ子こが立っていた。膝ひざまでの同色のタイトスカートに白のブラウス、それに一番目立つのは胸の大きな飾かざりリボンだ。ナチュラルメイクの表情と合わせて、頑がん張ばってお洒落しやれしてきたというのがよくわかる。ただ、横に下げた黒いトランクがあまり似合っているとはお世辞にも言い難がたい。

「昨日一日じゃ参考資料のまとめが終わらなくて……」

　黒いトランクを椅い子すの足元に置くと、志保子は哲也の横に座った。哲也と顔を合わせると、その表情が曇くもった。かすかな眉まゆ根ねの皺しわが心配そうな彼女の心を物語っている。

「大変だったわね。叔父おじさんがあんなことになっちゃって……」

「ああ」

　哲也は無表情に答えた。志保子を必要以上に心配させてはいけないという思いと、それに自分自身どういう対応をしていいのかわからなくて、そんな態度になったのだ。

「へえー、初めて来たけどすごく眺めのいい所ねー」

　そんな哲也の心を察したのか志保子はガラス窓の外を見て明るく歓かん声せいを上げた。

「案内によると富士山も見えるらしいんですけど、今日は薄うす曇ぐもりなのかなあ」

　残念そうに藤脇も窓の外を眺めた。

「でも、これが東京では普ふ通つうでしょう」

「えっ、そうなんですか？」

　少し驚おどろいたように藤脇はオレンジジュースのグラスを手にとった。

「排はい気きガスなんかもそうですが、都市活動に伴ともなって舞まい上がる大量の塵ちりが大気中の透とう明めい度どを下げているんです。富士山がくっきり見える日なんて年に数回もないんじゃないかな？　都心だけでなく、周辺部でも状じよう況きようは変わらないし、国立天文センターでも移転の話が毎年のように出ています」

「これが普通ねえ……さすがは東京だな」

　学者らしい志保子の説明に、藤脇は奇き妙みような顔でジュースのストローを口にくわえる。

「今日は何時から何時までなんだ？」

　唐とう突とつに哲也が尋たずねた。ちょっと志保子は戸と惑まどったが、すぐにこの区役所で行なわれる自分の講演会のことだと気付いた。

「講演会なら一時から二時半までよ。この下の十八階の会議室で、あの出雲いずも隕いん鉄てつについて講演することになってるけど……ひょっとして来てくれるの？　あなたが……」

　志保子が悪戯いたずらっぽく笑う。文系の哲也が来るわけない、という予想からの笑えみだった。

「そうじゃねえが……もしかすると、奴やつらが今日か明日にも動くかもしれねえんだ。練馬をウロチョロするなら、俺おれがボディガードについていた方がいいと思って……」

　ちょっと気き恥はずかしそうに哲也は鼻の頭を搔いた。

「何か根こん拠きよあるの？」

　声を潜ひそめて志保子は聞いてきた。不安が顔中に満ちてきている。

「ＴＶでニュースを見られました？」

「いえ、資料の整理で忙いそがしかったもので」

「じゃあ、夕刊のニュースだし、ご存じないでしょう」

　哲也の代わりに藤脇が説明を始めた。

「町田市って所、知ってます？　実は俺よく知らないんですけど」

「はい、横浜線と小田急線が通っている市ですよね？」

「昨夜、そこにある遺い跡せきが破は壊かいされたそうなんです」

「それが何か？」

「その遺跡は東京で唯ゆい一いつ発見された『環状列石ストーンサークル』の遺跡なんだよ」

　あまり面おも白しろくない顔で哲也が口を挟はさんできた。

「ストーンサークル？」

「立石を中心とした石の配列が円状に並んでいる遺跡です」

「なんでもショベルカーまで繰くり出して夜中に掘ほり出したらしいんだ」

「その遺跡がムサの民たみと何か関係あるの？」

「叔父おじさんが言ってたが、『環状列石』はミシャグチの神を出現させるための古代人の呪じゆ的てきシステムじゃないかって」

「ええっ！」

　さすがに志保子も事態の重要性を理解したらしい。

「しかしですね、環状列石も遥はるか古代に忘れ去られた遺物。神しん宝ぽうと同じで新たに呪力を付ふ与よでもしない限り、ただの石のはずなんですが。おそらく奴らの仕し業わざなんでしょうけど、何を考えているのか全まつたくわからない……」

　藤脇も困こん惑わくの色を隠かくせない。

「ただ、奴らが何か仕し掛かけてきそうな気がして仕方がねえんだ」

　険けわしい顔で哲也は組んだ両手をテーブルの上に乗せた。その時、レストランの雰ふん囲い気きがざわめいた。

「あー、いたいた！」

　紺こん色の制服を着た恵え美み奈なが哲也たちのテーブルに走り寄ってくる。婦人警官がいきなりレストランの中に入ってきたら、それは誰だれでもギョッとするだろう。

「二人とも急いで来てッ！」

　問もん答どう無む用ようで哲也と藤脇の腕うでをむんずと摑つかむ。恵美奈はとてつもなく焦あせっている。

「ちょっと待てい！」

　これではほとんど婦警に連行される犯人になってしまう。哲也が恵美奈の手を外はずそうとした。

「奴らが動いたのよ！」

　その言葉に哲也の動きが止まる。

「本当かーっ!?」

　ここがレストランだということも忘れて哲也は恵美奈に叫さけんでいた。




「どう、感かん触しよくは？」

　心配そうに恵美奈は尋たずねた。藤脇は天あま鳥とりの御み剣つるぎを抜ぬいて池の岸辺の木道を歩いている。ほんのわずかに刀身が光っているのだが、日中の光の中では能力者かよほど注意深い人間でもない限り、それを感じとることはできないだろう。

　何かを確かめるように池の周囲に目を配りながら、藤脇はゆっくりと歩く。割りと広い池は都内にしては自然が残っていた。池越ごしに赤い小こ柄がらな社やしろが立つ中なか島じまが見え、池の回りに広がった林からは烏からすの鳴き声が秋の静かな空気を揺ゆらして聞こえてくる。時々、天鳥御剣を掲かかげながら注意深く、藤脇は池の雰ふん囲い気きを「感じとろう」としている。その様子を哲也と恵美奈がじっと見守っていた。短たん剣けんを持ってうろつく男を、婦人警官が見み詰つめている姿は他人が見れば奇き妙みような感じを覚えるに違ちがいない。

「どうです？　先せん輩ぱい」

　哲也の声に藤脇は難むずかしげな顔をした。

「特に強い力は感じない。まあ、普ふ通つうの場所よりは何か感触のある所なんだが、何と言うのかなあ、思いっきり薄うすめた香こう水すいをコップ一いつ杯ぱいの水に一滴てきだけ垂らして、普通の水とどこが違うのでしょう、と聞かれているような感じだ」

「何か呪じゆ的てきシステムが仕し掛かけられているような感触は？」

　確かく認にんするように恵美奈も藤脇に尋たずねる。

「いや、呪的システムのような組み上がった感じじゃなく、すごく平べったい感触ですね、これは。それでいてわずかに神社の境けい内だいに似た雰囲気がある……今のところ、ここ数日の内に奴らがこの石しやく神じ井い公園に何かをした感触は全くありません」

「てっきり奥おく多た摩まのはフェイントで、ここが本命だと思ったんだけどなあ……」

　恵美奈は困こん惑わくして池に目をやった。恵美奈は二人に奥多摩の氷ひ川かわ神社が時限発火装置によって燃やされたことを告げ、なぜか二人を慌あわてて石神井公園に連れてきた。そして、藤脇にこの場所を探さぐるように頼たのんだのだ。

「すると森もり部べ大佐は奥多摩の方へ？」

　天鳥御剣を鞘さやにしまいながら、藤脇が尋ねる。

「そう。第一報を聞くと航空隊のヘリですっ飛んで行ったの。なんせ奥多摩はまだ自然の残っている土地だから、そこにミシャグチの神が出現したら──」

「そりゃ強力な奴になる！」

　叔父おじの言葉を思い出して哲也が叫さけぶ。

「でも今のところ、ミシャグチの神が出現したという森部様からの報告はないけど。それに時限発火装置というのが『これは物ものの部べを引き付けるためのフェイントだよー』という感じがモロにしない？」

「ただ、それがフェイントだとして、この石神井公園で奴らが何か仕掛けてくるという根こん拠きよは何かあるんですか？」

「はっきりした証しよう拠こはないんだけど……」

　そう言いながら池の岸に設もうけられた木製の歩道を恵美奈は進み始めた。藤脇と哲也もそれに続く。

「ミシャグチの『ミ』は敬称の『御』だから、ミシャグチの神の元の名前は『シャグチ』らしいのよねー。で、ここの公園の名前は何でしょう!?　三秒以内に、できるだけゆっくり答えてくださいっ」

　いきなり恵美奈がくるっ、と振ふり向いた。悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべている。哲也は面めん食くらって思わず立ち止まった。

「しゃくじいーだろ？」

　なんでそんなこと聞くんだ、という変な顔で答える。

「まさかっ！」

　何かに気付いたように藤脇が叫んだ。その藤脇に恵美奈はうなずいた。悪戯っぽい笑みはすでに消えている。

「この石神井という土地はミシャグチの神そのものの名前がついた聖地なのよ」

　真しん剣けんな顔で恵美奈は二人を見み詰つめた。憎にくしみもふざけた様子もない、恵美奈のこんな表情を哲也は初めて見たような気がしていた。藤脇はブルッ、と震ふるえた。奴らがここで何か起こさないわけがないと直感した。それから恵美奈は静かに池の向こうを指差した。

「向こうにちょっと高くなっている所があるでしょ？　そこに豊と島しま泰やす経つねの居城だった石神井城があってねー」

「豊島？」

　その名前を聞いた哲也が顔をしかめる。

「そういや叔父さんから、俺おれたちの先祖が太おお田た道どう灌かんの味方をして豊島なんとかという武将と戦ったって聞いたことがある」

「やっぱりそういう伝承あったのね……」

　納なつ得とくしたような様子で恵美奈は言葉を続けた。

「ミシャグチの神の聖地に城を構えたところを見ると、豊島泰経もムサの民たみの末まつ裔えいだったんじゃないかなあ？　泰経はこの城が太田道灌に落とされた後、横浜の小机城まで逃にげ延びたんだけど、そこで行方ゆくえ不明になってる。で、面おも白しろいことにあの宇う賀が谷やが小机で何か調べてたらしいのよねー」

「では、あのミシャグチの剣は豊島氏が持っていた物だとでも？」

「そうかもね。いずれにしても、この石神井公園で何かありそうな気がする……」

　何かを思うように恵美奈は池に目をやった。

「ん？」

　何か感じたように藤脇が岸から一段高くなった所に顔を向けた。

「十と種くささん、あれは何だ？」

　そう言いながら、藤脇の足はすでに階段を登っていた。広場の隅に柵さくのある樹木があり、その根元に小さな祠ほこらが祭られている。藤脇はこの祠を不思議そうに見ている。

「あー、それは『姫ひめ塚づか』といってね、豊島泰経の娘むすめである照てる姫を祭った祠なの。伝説では石神井城が陥かん落らくする時にこの池に身を投げたんだって」

　藤脇の後ろから顔をのぞかせた恵美奈が説明した。

「ふーん。それにしても、あんたよく知ってるな。俺たち歴史家二人に講こう釈しやくを垂れるなんざ、そう簡単にできることじゃないぜ」

　哲也はちょっとばかり揶や揄ゆするように言った。

「当たり前じゃない。事件に関する背景を調べておくのが私の仕事なんだから。あなた、もしかして私のことを関節技わざしか知らない馬ば鹿か女だと思ってたわけ？」

「いや……実はそう思ってた」

「あ、そう」

　にこやかに恵美奈は哲也に体を擦すり寄せてきた。哲也が身を引こうとした時には、すでに恵美奈の柔やわらかい掌てのひらが哲也の親指を包み込むように握にぎっていた。

「ぎえーっ！」

　悲鳴が上がった。親指を押おさえた哲也が堪たまらずに辺あたりを走り回っている。恵美奈は哲也の親指の第一関節を思いっきり押し曲げたのだ。折れることはないが、関節をつぶされたような鋭するどい痛みが親指に走る。

　その姿を見ながら顔を引きつらせている藤脇に、恵美奈が平然と声をかけた。

「済みませんが、森部大佐が帰ってくるまで石神井署で待機願えます？　あそこなら、奴やつらがここで何か力を使えば私が感知できますから……」

「しかし、島しま田ださんの護衛はどうなります？」

「森部大佐が帰ってこられるまで、練馬区役所の中にいてもらいましょう」

　それから恵美奈は池を見下ろした。

「念の為ため、ここも封ふう鎖さしときますか。アナコンダの徹てつ底てい捜そう索さくとかいう名目で。それなら、あなたも記事に困らないでしょ？」

　また悪戯いたずらっぽく恵美奈は微笑ほほえんだ。




　ドアを押し開けて母はは木き涼りよう子こは外に出た。茶色のジャケットの上にショルダーバッグを引っ掛かけた涼子は背後のビルを眩まぶしそうに見上げる。チョコレート色の外がい壁へきに挟はさまれたガラス窓が、秋の陽光を跳はね返して薄うすいブルーに輝かがやいている。二十階建ての練馬区役所本庁舎が、涼子の目の前で東京の天に向かってそそり立っていた。そんな涼子を警備員がチラリと見た。

　涼子は慌あわてて庁舎の南口から早足で離はなれて行った。警備員から見えない所まで来ると、ショルダーバッグから携けい帯たい用無線機を取り出して口を近付けた。

「宇賀谷さん？」

　ザッと音がして無線機が何か答えた。涼子は言葉を続けた。

「島田志保子の講演会が始まりました。やはり私たちの計画に気が付いて脅おどしをかけてきたわけではないようです。……はい？　ええ、他ほかの出雲いずも族の末まつ裔えいはいないみたいです。……はい、わかりました」

　涼子は無線機をバッグにしまった。涼子の周囲に鋭するどい雰ふん囲い気きが漂ただよった。これから戦いを始めるという覚かく悟ごの意志。切れ長の目にも妖あやしく激しい光が宿っていた。

　ほんの三十秒ほどで涼子に向かって一台の白いワゴンが走ってきた。涼子のすぐ近くでキュッと停止する。助手席のドアが開いた。大き目のトランクを手にした宇賀谷が降りてきた。紺こんの背広にきっちりと西にし陣じん織おりのネクタイを締しめている。ただ、その表情は怖こわいぐらいに厳しい。この男からも出陣を前にした武士のごとき気き迫はくが漂っている。宇賀谷と涼子はしばらく無言で見み詰つめ合った。感きわまったような様子で涼子が口を開く。

「いよいよなんですね……」

「そうだ。抑よく圧あつされたムサの民たみの無念、そして我らの物ものの部べに対する恨うらみ。それらをついに晴らす時が来た！」

　己おのれと己の血の歴史の想おもいの込こめられた力強い言葉だった。その言葉を確かく認にんするようにうなずくと、涼子はポケットから茶色にくすんだ曲まが玉たまのような物を取り出した。

「父が伝えてきたムサの神しん宝ぽうの牙きば玉たまです。これと剣を組み合わせれば、『依より代しろ』の制せい御ぎよは十分にできるはずです」

　動物の牙を加工したらしい牙玉を、涼子は両手で宇賀谷の手にしっかりと握にぎらせた。それはこの老人に自分の想いを託たくす行こう為いだった。

「わかっている。絶対に失敗はせぬ」

　宇賀谷は牙玉をぎゅっと握り締めると、トランクを片手に区役所庁舎へと力強く歩を進めていった。その姿を涼子はじっと見み詰つめていた。

　後ろ姿が見えなくなると、涼子はワゴンの助手席に滑すべり込こんだ。運転席には、黒いジャケットを着込んだ御み堂どうがハンドルの上に手を乗せていた。今日はサングラスをしていない。この男も相当鋭い視線を前方に向けている。頭の中では作戦の行動を繰くり返し確認しているのだろう。

「まだ始まらねえのか？　いい加減ケツが痛くなってきやがったぜ」

　後ろでは八や田た神がみが踏ふん反ぞり返っていた。その後ろにポリバケツのような物が置かれており、御堂に似たジャケットを着た若い男が二人、その横についている。

「はっきり言ってお前は素人しろうとだ。足だけは引っ張るなよ」

　前方を見たままで御堂が注意する。

「ちっ、偉えらそうに。ミシャグチの神の力を伝承するのは俺おれなんだからな！　そのことは、よーく覚えとけっ」

　八田神は吐はき捨てるように言った。それからほんの少しの間、沈ちん黙もくの時間が流れた。涼子が握っていた無線機がガーッと音を立てた。ワゴンの中に緊きん張ちようが走る。慌あわてて涼子が手にしていた無線機に耳を当てた。しばらく耳をすませていたが、鋭い視線を御堂に向けた。

「宇賀谷さんが最上階に到とう着ちやくしたそうです」

「わかったっ、行くぞ！」

　御堂がアクセルを踏み込む。ワゴンが急発進した。すぐに区役所の南口が見えてきた。そこに飛び込みそうな勢いでワゴンが停止する。

「おい、危ないじゃないか！」

　警備員がワゴンに向かって叫さけぶ。御堂がドアから飛び出した。次の瞬しゆん間かん、御堂のジャケットから蔓つるが鞭むちのように飛び出して警備員の首や手に巻き付いていた。問答無用に警備員の体を堅かたいアスファルトの地面に叩たたき付ける。声を出す暇ひまもなく警備員は倒たおされた。

　御堂がダッシュする。区役所の内部へと躍おどり込んだ。以前に下見している場所だ。迷うことなく、区役所庁舎一階の真ん中にあるサロン窓口ルームに駆かけ込んだ。

　窓口ルームにいた十名ほどの人間が、走り込んできた御堂に一いつ斉せいに振ふり向く。御堂はジャケットのポケットから拳けん銃じゆうを取り出すと、天てん井じように向けて発はつ砲ぽうした。パーンという音に窓口ルームの中がパニックに陥おちいった。女性の悲鳴が中の空気を切り裂さき、慌てた老人が椅い子すから滑すべり落ちた。

「この場所から出ろっ。モタモタしていると撃うち殺す！」

　今度は壁かべに向けて御堂が発砲した。壁に掛かけてあった時計のガラスが吹ふき飛んだ。先を争って窓口ルームにいた人間が逃にげだした。

　若い女性職員が逃げようとして、ルームに入ってきた八田神とぶつかった。手にミシャグチの剣をぶら下げた八田神はムッとした。女性職員の顔が引きつる。

「ぐうっ！」

　いきなり八田神が女性の腹部に蹴けりをぶち込んだ。女性は腹部を押おさえてくの字形に倒れ込んだ。ぐぐぐっ、と引きつるような呻うめき声を上げている。それを一いち瞥べつして八田神はルームの中央に歩いてくる。

「なんだなんだ、拳銃持ってるんなら、何人かぶち殺せば景気づけにいいのによお！」

　それに対して御堂は軽けい蔑べつしたような眼を向けた。

「神を起動させる儀ぎ式しきの最中に人間の断だん末まつ魔まの想念が流れ込むとまずい。それで俺が銃で脅おどしたんだぞ。とっととその女も外に放ほうり出してこい！」

「ほう、そりゃ悪かったな。だがな、それはお前やれ。なんせ俺はミシャグチの剣の戦士なんだからなあ」

　ニタリと八田神が剣を突つき出して笑う。ちっ、と舌打ちすると、御堂は苦しそうに倒れている女性職員の襟えりを摑つかんで引き摺ずった。御堂の横を大きなポリバケツを抱かかえた二人組が走り過ぎた。

「そのカウンターの中にストーンサークルを仕し掛かけとけっ」

　引き摺りながら御堂が指示を出す。二人組は弓のように弧こを描えがいた窓口カウンターの内部にポリバケツを置いた。紐ひものような物を引くと、ポリバケツはバラバラになり、中から石の遺物が姿を見せた。

　それは上へと突き立った立石を中心に、細長い石が組みあわさって日時計のような形を成していた。一部を樹じゆ脂しで固めてあるらしく、持ち運んだにもかかわらず形が崩くずれていない。実際のストーンサークルはこのユニットが円状に広く並んでいるものなのだが、彼らが持ち込んだのはそのユニットの一つだ。

　カウンターの上に八田神が飛び乗った。カウンターの上からストーンサークルを見下ろし、不敵な笑えみを浮うかべている。

「こいつに力を与あたえりゃいいんだな……」

　蛇だ行こうしたミシャグチの剣の切っ先をストーンサークルの立石の頂上に向ける。

「ぬうううううっ」

　八田神が力を込こめると、剣は妖あやしく輝かがやき、ユラユラとゆらめいて見えた。その輝きに同調するかのようにストーンサークルも妖しくゆらめき始めた。その妖しくゆらめく光は、ストーンサークルを中心として部屋中に広がっていった。




「いっ……」

　ミニパトから飛び出した哲也は、練馬区役所庁舎を見上げて息を飲んだ。目を見開いたまま、彫ちよう像ぞうのように固まっている。衝しよう撃げきと恐きよう怖ふが哲也の体を凍こおりつかせていた。

　練馬区御ご自じ慢まんの二十階建てビルディングは、普ふ通つう人じんが見てもわかる異変を起こしていた。ただ、どこも破は壊かいされた様子はない。ビル全体が妖しい光を帯びていた。空に向かっているはずなのに、それは水中にあるようにゆらゆらとゆらめいて見える。所々から白い光とも炎ほのおともつかぬ物が、ゆっくりゆっくりうねりながらビルの外がい壁へきを這はい回っている。それはでたらめに動きながらも、楽しみながら庁舎をなめ回しているように見える。

　哲也はその外観だけに驚おどろいたのではない。哲也は志保子に比べれば遥はるかに「感じとる」能力は低い。そんな哲也ですら反吐へどが出そうなくらいに、庁舎のビルから凄すさまじい威い力りよくを嫌いやと言うほど感じとれた。それは『神』の匂においだ。しかも井いの頭かしら公園で出会ったミシャグチの神に間ま違ちがいない。ただし、目の前にあるビルから感じる威力は桁けたが全く違う。例たとえるなら島根県の過か疎そ地域と東京の持つ熱気ぐらい違う。

「うそ……」

「こ、こんなことがあるのか……」

　続いてミニパトから降りた恵美奈と藤脇も区役所庁舎を見上げて立ち尽つくした。いや、圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくの前にそうすることしかできなかった。あれだけ気き丈じような恵美奈でさえ、ビルを見上げながらガタガタと震ふるえだした。末まつ裔えいの能力者にとって、区役所のビルから流れ出す威力ちからは恐怖を感じるというレベルすら通り越こしている。

「くそっ！」

　恐怖を振ふり払はらうように声を出すと、藤脇はポケットから天あま鳥とりの御み剣つるぎを取り出した。鞘さやから抜ぬかれた剣は眩まぶしいほどの光を放っていた。その光も目の前にあるビルからの威力を物語っている。脂あぶら汗あせを流しながら藤脇は剣を掲かかげた。何かを探さぐろうとしているらしい。藤脇は空を見回した。

「周囲からあの建物に流れ込んできてる……『神』の威力が！」

　それを聞いて哲也の頰ほおがピクッと動いた。体がワナワナと震えだす。

「あいつら……あいつら、やりやがった！　このビルを巨大な環状列石ストーンサークルの立石に変えて、ミシャグチの神を現代に出現させやがった！」

「まさか！」

　悔くやしそうな顔でビルを見上げている哲也に、恵美奈が驚きの声を上げる。

「まさかじゃねえ……奴やつらが練馬を中心に次々とミシャグチの神を復活させたのも、それを物ものの部べが倒たおしたことも、全部予定の行動だったんだ！」

「どういうことよっ」

「ミシャグチの神を倒しても、大地の神である以上、そのエネルギーは周囲の土地にとどまってすぐには拡散しねえ。奴らは練馬にそそり立つこのビルを呪じゆ的てき装置にして、そのミシャグチのエネルギーをかき集めやがったんだ！」

　恵美奈は真っ青になった。

「じゃあ……じゃあ、私たち物部がやったことは彼らに手を貸しただけだっていうの!?　そんなの、そんなの信じない！」

　首を横に振りながら恵美奈が叫んだ。哲也は歯ぎしりしながらビルを見み詰つめている。

「十と種くささん！」

　一人の警官が走ってきた。ふと地上を見るとビルを取り巻くように警官隊が配備されている。近くの練馬署の警官だろう。

「我々ではとうてい対処できません！　指示を出してください」

　駆かけ付けた三十過ぎの警官は恵美奈に哀あい願がんした。胸の階級章を見ると巡じゆん査さ部長らしいが、巡査部長が階級章をつけていない恵美奈に指示を求めている。それが恵美奈の特とく殊しゆな立場をよく表している。

　巡査部長に指示を求められた恵美奈はすぐにキリッとした表情になった。

「森部大佐にはすでに連れん絡らくしてあります。大佐が来られるまで、このまま包ほう囲いを。それと周辺住民に対して避ひ難なん誘ゆう導どうを願います」

　珍めずらしくキチンとした対応をしている。

「あのー、それが……」

　警官の顔が曇くもる。

「何か？」

「あの区役所の十八階にまだ人がいるようなんです……」

　その時、哲也の体がビクンと跳はねた。顔から血の気が引いていくのがわかる。

「テロリストが乱入した時に館内放送をしたとのことで、大部分の職員は脱だつ出しゆつしたようですが、まだ十八階の北側の窓に人ひと影かげらしいものが見えるとの報告が……」

「この中で人が生きてる!?」

　信じられないといった様子で恵美奈はビルを見上げた。ビル全体を『神』のエネルギーが覆おおっている。おそらく普ふ通つうの人間ならばその強いエネルギーに耐たえられず絶命してしまうだろう。

　哲也が無言で巡査部長に近付いた。巡査部長の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げる。

「なんだ、貴様！」

　巡査部長の怒ど鳴なり声にもかかわらず、哲也はずいっと顔を近付けた。

「十八階の北側だな!?」

　凄すごんだ顔で哲也が聞く。

「あ、ああ……」

　気き迫はくに押おされて巡査部長がうなずくと、哲也は手を放した。あまりにも険けわしい顔でビルを見上げる。その姿には近寄り難がたい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「哲也、島田さんか？」

　藤脇が声をかけると、哲也は顔を向けた。その顔は険しかったが、どこか確信に満ちたようなところがあった。

「他ほかに誰だれがいるんです？　先せん輩ぱい、済みませんがついてきてもらえますか。俺おれ一人じゃ、どうしようもない」

　哲也が考えていることを理解したのか、藤脇は深くうなずいた。

「おい、あんた！　今から俺たちはあのビルの十八階まで行ってくる。下での指揮をしっかりやってくれよ」

「しょ、正気!?　蟻ありが象に挑いどむようなもんよ、それ！　森部様が来るまで待って」

　さすがの恵美奈も哲也の身を案じて止めようとした。だが、哲也は表情を全く崩くずさずに力強く答えた。

「どんな敵が相手だろうと、俺が知り合いを見捨てたことは一度もねえ！　それがこの高たか見み橋はし哲也だっ。上で助けを待っているなら俺は行く！　うおーっ」

　一声吠ほえると哲也は区役所庁舎の南口へと走った。天あま鳥とりの御み剣つるぎを構えた藤脇も後に続く。

「ノアアアーッ」

『カムツチの手』を撃うった。ドーンと音がして、庁舎の一部に穴が開いた。上の方でうねっていた白い炎ほのおが、白い大だい蛇じやと化して哲也に襲おそいかかってくる。これも哲也は『カムツチの手』で消し飛ばした。二人は庁舎内に飛び込んだ。

「うえっ」

　思わず二人の足が竦すくむ。そこは床ゆか、壁かべ、天てん井じようとミシャグチの神のエネルギーが這はいずり回っていたからだ。ノメノメとした形を成さない白い半透とう明めいの物が蠢うごめいている。

「き、気き色しよく悪いな、さすがに……」

「これでは電気系統は間ま違ちがいなくやられてるな。哲也、階段を一気に上がるぞ」

「わかりました。実体化して襲ってきた奴やつは俺が仕留めます」

　ピーンと藤脇の天鳥御剣が澄すんだ音を立てる。

「行くぞ！」

　二人は走りだした。半透明のエネルギーが二人の前から逃にげていく。藤脇が剣の力を使って『神』の力に干かん渉しようしているのだ。ただそれは、この庁舎内全体のミシャグチの神の威い力りよくに比べれば微び々びたる効こう果かしか現さない。それでも二人の周囲から『神』の威力を遠ざけるには十じゆう分ぶんだった。

「オオオーッ」

　哲也が庁舎の東側にある非常階段へのドアを蹴け破やぶる。二人の目の前に牙きばを剝むいた白い大蛇がいた。

「うるせえぞ、この野や郎ろう！　ノアーッ」

　怒いかりをぶつけるように『カムツチの手』を叩たたき込こむ。一いつ瞬しゆんで大蛇が光に消し飛ばされた。二人は急いで階段を駆かけ上がり始めた。

（無ぶ事じでいろよ……）

　ひたすら哲也は志保子の無事を祈いのっていた。とにかく上がらねば、と気が焦あせる。しかし、たかが数階駆け上がるだけでも大変なのに十八階である。気は焦るが、登っても登っても階段は続く。

「ん……？」

　哲也が振ふり返ると藤脇が苦しそうに息をしていた。手にした天鳥御剣も徐じよ々じよに光が弱まっていく。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　先せん輩ぱい！」

　驚おどろいて哲也が藤脇に声をかけた。脂あぶら汗あせを流しながら藤脇は苦しげに答える。

「済まん……この建物全体からのプレッシャーが予想以上に強い……」

　虚きよ勢せいを張らず藤脇は正しよう直じきに答えた。天鳥御剣の力を使うだけならこれほどの体力の消しよう耗もうはなかっただろう。しかし、階段を一気に駆け上がったことで呼吸の乱れが生じ、そこにミシャグチの神の威力が圧力となって押おし寄せたのだ。

　哲也の鋭するどい視線が上へと続く階段に注そそがれた。このまま撤てつ退たいすることは決してできない。だが、このまま前進を続ければ藤脇の体力が持たない。哲也は奇き妙みようなことを口走った。

「先輩、俺おれが合図したら剣のパワーを止めてもらえます？」

　さすがに藤脇は驚いた表情を見せた。

「そんなことしたら、いくら俺たちでも動けなくなるぞ！」

「上でお姫ひめ様が待っているんです。早く助けに行かなきゃならない。俺に考えがあります」

「わかった……」

　藤脇はそれ以上聞かなかった。先輩がうなずくのを確かく認にんすると、哲也は『カムツチの手』の構えを取った。

「今です！」

　哲也の叫さけびと共に短たん剣けんの輝かがやきが消えた。

「ノアアアーッ」

　次の瞬しゆん間かん、哲也が上へと続く階段に向けて『カムツチの手』を撃うった。光が一気に階段を駆け上がる。

「その手があったか！」

　下からの圧力に弾はじかれるように階段を登り始めながら、藤脇は納なつ得とくしたような声を上げた。哲也も走りながらニヤッと笑う。

　哲也が撃った『カムツチの手』は弱い威い力りよくだった。階段はミシャグチの神の威力に満ちた閉へい鎖さ空間になっている。『カムツチの手』の威力は建物を破は壊かいすることなく、ミシャグチの神の威力だけを消し飛ばしながら、なおかつ上へと向かって階段を駆け上がったのだ。これで再びこの空間にミシャグチの神の威力が満ちてくるまでに、少しばかり時間が稼かせげる。絶えず襲おそっていたプレッシャーから解放されて、藤脇は途と端たんに元気になっていた。

　16Ｆ、17Ｆ、そして18Ｆの文字。ついに二人は目め指ざす階に辿たどり着いた。哲也の光り輝く蹴けりが鉄のドアを破壊する。再び藤脇の短剣が始動した。

「志保子───っ！」

　叫びながら脱だつ兎とのごとく会議室に駆け込んだ。仕切り壁かべがなく、一つの広いフロアとなっている。そこはやはりミシャグチの神の威力が徘はい徊かいしていた。巨きよ大だいな丸太のような半透とう明めいの白いエネルギー体が、むき出しの中央の柱に巻き付いてくねっていた。

　しかし、哲也の視界の端はしに確かに人ひと影かげが見えた。鮮せん烈れつな希望と共にサッとそちらに目を向けた。そこには人間の集団が窓側に必死に身を寄せ合っていた。そして、その集団の前には、天あま鳥とりの御み剣つるぎのレプリカを掲かかげた志保子が立ちはだかっていた。短剣は白く輝き、ピーンという小さな澄すんだ音を立てている。

「やっぱり、来てくれたのね……」

　今まで必死の形ぎよう相そうをしていたであろう志保子の表情が緩ゆるむ。疲つかれきった顔にほんのわずかだが笑えみが浮うかんだ。哲也が到とう着ちやくするまでのどれだけ長い時間を、彼かの女じよはミシャグチの神の威力と戦っていたのだろうか。その頑がん張ばりと内に秘ひめた気き丈じようさに哲也は胸を締しめ付けられる思いがした。

　ゆっくりと志保子に近付いて、哲也は優やさしく肩かたに手を置いた。剣を持った志保子の手がゆっくりと下に降りた。

「よく頑張ったな。安心しろ、俺が来た以上もう大丈夫だ」

「うん……」

　哲也の顔を見み詰つめていた志保子の目から涙なみだがこぼれ落ちた。

「あれれ？　涙なんか見せたくないのに……」

　そう言いながら志保子は無理に笑顔を作ろうとする。それを見た哲也は志保子を抱だきかかえるようにしてポンポンと背中を叩たたいた。

「講演会に参加された方ですか？」

　哲也が志保子を安心させようとする横で、藤脇が肩を寄せ合って震ふるえていた十五、六名の人間に声をかけた。

「は、はい……」

　恐きよう怖ふに震えた声でその内の一人が答えた。主婦と思われる女性が一番多いだろうか。区役所で開かれた講演会だけあって、車椅い子すに座すわっている若者が三名ばかりいる。エレベーターが止まった状態では十八階から動きようがなかったのだろう。

「哲也、とりあえず脱だつ出しゆつするぞ。さっきの階段を使おう。またミシャグチの神のエネルギーが邪じや魔まするようなら──」

　何かを感じて振ふり向いた藤脇は、白い半透明の大だい蛇じやがこちらに飛び掛かかろうとする姿を目に捕とらえていた。志保子は哲也が来たことで極度の緊きん張ちようが解け、藤脇自身は講演会の参加者救助のことに気がいっていた。短たん剣けんの力が緩んだのをすぐ背後にいた敵は見み逃のがしてくれなかったのである。

　突とつ然ぜんの事で藤脇は対応できなかった。殺気を感じた哲也が振り返ったが、今まで敵に背中を向けていた状態では完全に先手を取られた。声を上げる暇ひまもなく、大蛇の一いち撃げきを食らおうとした時だった。

「シュオッ！」

　赤い光が走った。一いつ瞬しゆんにして白い大蛇が砕くだけ散る。

「やれやれ、戦いの最中に敵に背中を向けるとはね……」

　そこには赤いフツヌシの剣を手にした森部が立っていた。少々呆あきれた顔で振り返る。

「森部！」

「だから待ちなさいって言ったのに……」

　会議室の入口から恵美奈の声がした。その後ろには軍服らしき服装をした男たちが続いている。人数にして十名ほど。その中の何人かは哲也も見覚えがあった。出雲いずもで戦った森部の部下である。つまり彼らは物ものの部べの末まつ裔えいの部隊なのだ。

　恵美奈が素す早ばやくその手に赤い盾たてを出現させた。白い巨大な力の蠢うごめく中央の柱に盾を向けて逆に物部のプレッシャーを与あたえる。

「上かみ石いし！」

「はいっ」

　髭ひげの兵士が森部の前に進み出た。哲也たちはこの人物をよく知っていた。島根のレーダーサイトで戦った物部の兵士だった。上石と呼ばれた髭の兵士はチラッと哲也たちに目をやったが、すぐに森部へと視線を戻もどした。

「お前たちはこの人たちを連れて急いで脱出しろ。私は屋上に向かう」

「はっ、わかりました」

　髭の上石が兵士たちに指示を出す。兵士たちは「大だい丈じよう夫ぶですか」と声をかけながら、動ける者は立たせ、動けない者は消防士がやるように肩かたに担かつぐ。それを哲也は意外そうな表情で見ていた。

「あんたらが、こんなことするとはねえ……」

「そうですか。国家の安全を危機に陥おとしいれる人間でない限り、我々には国民を守る義務がありますから」

　事も無げに森部は答えたが、その言葉が終わると急に森部の眼光が鋭するどくなった。

「藤脇さん、哲也さん、一いつ緒しよに来てもらえますか？　屋上のヘリポートに、この練馬区役所を『依より代しろ』として制せい御ぎよしてる奴やつがいます」

「宇賀谷かっ!?」

「ええ。遠くではよくわかりませんでしたが、おそらくそうでしょう。ミシャグチの神のエネルギーをかき集めたばかりの今なら、まだ間に合うかもしれません。ミシャグチの神が完全な状態になる前に制御している奴を倒たおせば、この建物を破は壊かいするだけで何とかなるでしょう。とにかく我われら物部にふざけたことをさせた以上、思い知らせてやります……」

　森部はいつものように冷静なままだが、密ひそかな怒いかりがその言葉に感じられる。言うまでもなく、彼らの予定通りに自分たちが動いてしまったことへの怒りだ。

「森部大佐、私もお供しますっ」

　盾たてをエネルギーの柱に向けたままで、恵美奈が張り切って言った。

「十種、お前は島田講師のガードをして下まで無事にお送りしろ」

「私がですかあ？　そんなことより私も一緒に戦います！」

　首だけを後ろに向けながら恵美奈は頰ほおを膨ふくらませた。露ろ骨こつに不満そうな顔をしている。こんな時でも、自分の気に入らないと子供っぽい反応をする女性のようだ。

「私の命令が聞けないのか！」

　森部が叱しかり付けるように言うと、恵美奈はびくっと体を縮ちぢめた。

「は、はい……」

　慌あわてて志保子の横につく。それを見た森部は藤脇と哲也を目で促うながした。

「行ってくれますね？」

「ああ。あいつらは俺おれたち出雲いずも族にも手を出したんだ。このままでは済まさねえ！」

　哲也からも鋭く尖とがった気き迫はくが感じられた。それはもしかすると森部の怒りを越こえていたかもしれない。自分たちが襲おそわれ、叔父おじを意識不明の重体にされ、そして今度は志保子が巻き込まれた。藤脇が言うように直接のターゲットではないかもしれないが、出雲族の怒りを爆ばく発はつさせるのには十分すぎるほどの仕打ちだった。

「こっちです」

　森部が走った。二人も後に続く。

「お願い、無事で帰ってきて！」

　哲也の背中に志保子の心配そうな声が飛んだ。哲也は軽く握にぎり拳こぶしを突つき上げた。




「げっ……」

　ヘリポートの上に哲也は駆かけ上がった。区役所の屋上はかなり風が吹ふいていた。ヘリポートの床ゆか自体にミシャグチの神のエネルギーは感じない。何人かでテニスができそうな広さのヘリポートの端はしに背広姿の宇賀谷が立っていた。ヘリポートは区役所屋上の半分の面積を占しめており、宇賀谷の背後には電波用の鉄てつ塔とうが建てられている。

　その鉄塔に半透とう明めいの巨きよ大だいな白しろ蛇へびが巻き付いていた。意味もなく、ぐにぐにと動いている。大きさは井の頭公園で戦ったミシャグチの神の十倍以上は優にある。その現実離ばなれした光景は、もしかしたら特とく撮さつ怪かい獣じゆう映えい画がを見ているのではないかという錯さつ覚かくすら覚えるほどだ。

　巨大なミシャグチの神が目の前にいるというのに哲也は恐きよう怖ふを感じなかった。いくら強きよう烈れつな感かん触しよくでもそれが続くと神経の方で麻ま痺ひしてしまい、何も感じなくなってしまう。哲也が感じているのもそんな状じよう況きようのようだった。

「やってくれたものですねえ！」

　森部が憎にく々にくしげに言う。その声に哲也は少しだけ、現実に引き戻もどされた。

「このヘリポートに着陸できればもっと早く来れたのですが！」

　睨にらみ付けながら森部は宇賀谷に話しかけた。それに対して宇賀谷は蛇だ行こうした剣を手にして不敵に笑うだけだった。

「まずいぞ。あいつ、あの剣を持っていやがる……」

　皇居前広場の戦いで藤脇もあの剣の恐おそろしさはよく知っている。

「わかってます。藤脇さん、私が斬きり込こむと同時に、あの剣の力に一いつ瞬しゆんで構いませんから干かん渉しようしてください。哲也さんはあのミシャグチの神が襲おそってくるようだったら攻こう撃げきをお願いします。一瞬、ほんの一瞬、私に斬り込むチャンスをください……」

　宇賀谷から全まつたく目を離さずにボソボソと小声で語った。その横顔には何らかの覚かく悟ごが見える。

「わかった。思いっきりフツヌシの剣を叩たたき込んでこい……」

　哲也も宇賀谷の姿を見ながら囁ささやくように声をかけた。

「ありがとう……」

　そう呟つぶやくと森部は動いていることを意識させないように、ゆっくりと歩きだした。

「それにしてもビル自体を呪じゆ的てき装置に変えるなんて、思いつきもしませんでしたよ。どうです、我ら物ものの部べの目を盗ぬすんでミシャグチの神を現代に出現させた気分は！」

　大声で森部は叫さけんでいる。宇賀谷との間合いが離れすぎている。飛び込める位置に近付けるまで、少しでも宇賀谷の気を引いておきたいらしい。ただし、その位置に森部が至るまで攻撃がこないという保証はどこにもない。哲也にもあの巨大なミシャグチの神を何とかできるという気分は米こめ粒つぶのかけらほどもなかった。

「江ノ島であの剣を見付けた時、これで貴様ら物部に復ふく讐しゆうできると思ったぞ。しかし、そう簡単にはいかぬものだ……」

　宇賀谷が口を開いた。と、同時に足元のトランクを拾ひろうとヘリポートの端はしに沿そって歩きだした。その動きを森部だけでなく、哲也と藤脇も不思議に思ったが、何をするのか見当がつかない。歩きながら宇賀谷は言葉を続けた。

「あの剣は持ち主の力を吸い取ってしまう。そこで他ほかに剣を使える者を探し、今度は石しやく神じ井い公園のミシャグチの神を復活させてみれば、どうしようもないほど非ひ力りきな存在。そこでわしは考え、ミシャグチの神を新たに出現させることを思い付いた。その結果がこれなのだが……」

　ついに宇賀谷はヘリポートの隅すみにまで歩いてきた。はっきり言ってこれでは逃にげ場がない。へたをすれば二十階建てのビルから転落してしまう。ここで宇賀谷は森部に向き直ると、不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべた。かなり近付いていた森部はその笑みに思わず足を止めた。

「自分の手で貴様ら物部を殺したかったが、蘇よみがえった豊島泰やす明あきに貴様らが捻ひねり潰つぶされていく様子を楽しませてもらおう」

「どういうことです？」

　無理をすれば斬きりかかれない距きよ離りではない。しかし、あまりに余よ裕ゆうたっぷりの態度が気になって森部は動きを止めたままだ。

「実はこことて本命ではない。ついでにこれも本物ではないっ」

　突とつ然ぜん、宇賀谷は森部に向かって蛇だ行こうした剣を投げ付けた。

「シュオッ」

　何の抵てい抗こうもなく、鉄てつ剣けんは真っ二つになってヘリポートにカチャーンという音を立てた。一いつ瞬しゆん、森部は呆あつ気けにとられた。

「複製品レプリカ!?」

　藤脇が叫さけんだ。

「ミシャグチの神よ、真の『依より代しろ』にて完全な威力ちからを発揮するがいい！」

　宇賀谷は何かを握にぎった拳こぶしを掲かかげた。それと同時に鉄てつ塔とうにまとわりついていた大だい蛇じやが、ズオーッと引き摺ずり込まれるように建物の中へと消えていった。

「おのれッ」

　森部の足が動いた。

「シュオッ」

　鋭するどい声と共に赤い光が一いつ閃せんした。だが、宇賀谷の姿はそこにはなかった。トランクと共に宇賀谷の体は空中にあった。ヘリポートの外だ。立つべき平面は二十階下まで何もない。空中に身を躍おどらせながら、宇賀谷は確かにニヤリと森部に笑ってみせた。一瞬、宇賀谷が止まったように思えたが、その体は真っ逆さか様さまに墜つい落らくしていった。

「なんだとー！」

　哲也と藤脇が駆かけ寄ってのぞき込む。その時、空中に花が咲さいた。正確に言うとトランクからロープが飛び出して花のように見えたのだ。ロープの一部は宇賀谷の体に巻き付き、そしてそのロープの別の端はしは庁舎のガラス窓に突つき刺ささった。宇賀谷の体の落下速度に急ブレーキが掛かかる。

「バンジーかよっ!?」

　哲也が叫ぶ。確かに宇賀谷の体は途と中ちゆうで宙吊づりのような形になっていた。森部が腰こしのデジタル無線機に手を伸のばした。

「下の警官隊に告ぐ！　その男を絶対に逃にがすな。抵抗するようなら撃うち殺しても構わない！」

　そう叫んだ時、下の方でパリーンパリーンという音がした。警官隊の悲鳴が上がる。宇賀谷がビルの窓を余あまったロープで叩たたき壊こわし、警官隊にガラスの雨を降らせたらしい。宇賀谷の体が振ふり子のように揺ゆれ、それから一台のパトカーの上に着地した。パトカーに入り込む姿が見え、そしてパトカーは急発進していった。

「なんてことだ……」

　さすがの森部も呆ぼう然ぜんとするしかなかった。ふと哲也が気が付くと、ビル全体からミシャグチの神の威力ちからがきれいさっぱり消えている。ほんの一分前の状じよう況きようが冗じよう談だんとしか思えない。それは森部も感じたらしい。ヘリポートから下界をキョロキョロと探し始めた。

「どこだ!?　どこに行った！　あの威力はどこに向かったんだ!?」

　森部が取り乱している姿を哲也は初めて見ていた。







　　　第七章　神の軍団







「始まったな！」

　石しやく神じ井い公園の池を見下ろしながら御み堂どうは興こう奮ふんした口調で呟つぶやいた。黒いジャケットを着た御堂の横には涼りよう子こが何かじっと池の向こう岸を見ていた。そこは石神井城があった場所だ。涼子の目には、ミシャグチの剣から読み取った落城寸前の石神井城の姿がオーバーラップしていた。

　池の中へと沈しずんでいく照てる姫ひめと豊と島しま泰やす明あきの遺い骸がいを乗せた馬。それを城の郭くるわから呆ぼう然ぜんと見送る豊島泰やす経つね。もうその事件から五百年は経ているのに、涼子には現在と同じ時間軸じくで起きている映像のように見えた。

　ちょうど同じその場所に、ほんの少し前に別れたはずの八や田た神がみたちがいた。警官隊が到とう着ちやくする寸前に区役所庁舎から脱だつ出しゆつし、石神井公園までは一いつ緒しよだった。ここでは御堂は「宇う賀が谷やさんを迎むかえにいく」と言い残し、涼子を連れて区役所に向かって引き返した──ように見せかけ、実は池の反対側で木の陰かげに隠かくれていたのだ。御堂のジャケットから飛び出した蔓つるが巧たくみに二人をカモフラージュしている。

　八田神はミシャグチの剣を池の中央に向けていた。剣はゆらめくように輝かがやき、池の中に何かを伝えようとしている。池の水がざわめきだす。大して強い風もないのに、池の水はランダムに動き始めた。周囲の樹木も奇き妙みようにザワザワと音を立てている。

「ついに復活するんですね……」

　感かん慨がい深げに涼子は異変の起きつつある石神井の池を見み詰つめていた。

「そうだ。あれは俺おれたちに代わって物ものの部べを、そして欺ぎ瞞まんに満ちた日本国家をも始末してくれる。もはや古こ文もん書じよが俺たちの手にある以上、奴やつらはあれの封ふうじ方の糸口すらわからないはず。俺たちの勝利だっ」

「ええ……」

　涼子はそっとショルダーバッグを押おさえた。突とつ然ぜん、涼子は御堂を見た。

「何かおっしゃいました？」

「いや、何も言ってないが……」

　いきなりの質問に御堂が変な顔をする。

「このエネルギーでこの石神井の地がざわめいている。その音なんだろう」

「そうですね……」

　ふと涼子は横を向いた。すぐ近くに樹木があり、その下に小さな祠ほこらがあった。それが照姫の姫ひめ塚づかだということは涼子も知っている。御堂は気付いていないようだが、明らかに何かの力が流れ出している。不ふ審しんに思った涼子が肩かたを叩たたこうとした時だった。

「ぬうううううっ」

　八田神の野太い叫さけびが辺あたりに響ひびくと、ゴゴゴゴと地面が揺ゆれだした。池からも細かい水みず飛沫しぶきが上がった。地下から何かとてつもない力が上がってくる。それを感じとった涼子は長い髪かみの先せん端たんまで戦せん慄りつを覚えた。

「来たか、あの区役所でかき集めたエネルギーが！」

　御堂が叫ぶと同時に、それは地上を激げき烈れつに撃うった。

「あうっ！」

　思わず涼子が悲鳴を上げた。社しや殿でんのある中なか島じまが炸さく裂れつし、あたりを白いエネルギー波が一気に包んだ。目の前がホワイトアウトする。何かの力が体の中を貫つらぬいているのがわかる。

「があーっ！」

　さすがの御堂も絶ぜつ叫きようした。命が押し潰つぶされそうなショックが体を走る。もうだめか、と思った時、視界に光景が戻もどってきた。

　白い炎ほのおが吹ふき出していた。周囲の木という木、草という草から白い生命エネルギーが炎となって燃え立っていた。それが渦うずを巻き、嵐あらしのように空中を暴れている。炎の渦は竜たつ巻まきとなって池の中央に舞まい降りていく。この空間に存在していたエネルギーが一点に集中し始めた。フッ、と辺りの様子が元の色に戻った。ただ、池の中にその威力ちからはあった。凄すさまじい高密度で固まったそれを御堂は感じていた。戦慄が背中を走る。

　池の中からそれが起き上がってくる。ヌウーッと人が水面に顔を出した。むろんそれは人間ではない。黒く半透とう明めいな霊れい的てきエネルギーの塊かたまりだ。塊は鎧よろい武む者しやの姿をしている。ズウーと鎧武者が水面高く迫せまり出してくる。武者は馬に乗っていた。むろんそれも黒い半透明の体だ。ただ、馬の鞍くらだけが黄金色に輝かがやいていた。鞍は本当の物質らしい。

　ついにそれは完全に姿を見せた。水面の上に立った黒く半透明な馬と黄金の鞍。その鞍の上に跨またがった、目だけ赤く不ぶ気き味みに光る黒い武者。そして武者の体にはアナコンダほどの白い大だい蛇じや『ミシャグチの神』が数頭絡からみ付いていた。

　気が付くと、その鎧武者の回りを何十人もの武者たちが取り囲んでいた。やはり半透明な体に白い蛇へびが絡み付いている。ミシャグチの神の威力によって蘇よみがえった豊島氏の軍勢。それは近くにいるだけで卒そつ倒とうしそうになるほど威い圧あつ感がある。思わず御堂もゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「ハッハッハッハーッ」

　突とつ然ぜん、野太い笑い声が響ひびいた。

「本当に凄すごいぜ、これは！　これなら何だろうと踏ふみ潰つぶせる。警察だろうと物ものの部べだろうとなあーっ。とにかく俺おれの気に入らない奴やつは全員皆みな殺ごろしだ。死ね死ね死ね死にくされーっ。ハアーッハッハッ」

　これ以上はないぐらい愉ゆ快かいそうに八田神は高笑いした。そして不気味な笑えみを作ると、馬上の鎧武者にミシャグチの剣の切っ先を向けた。剣がゆらゆらと輝く。

「俺に従え！　今から俺が貴様の御主人様だっ」

　野太い声で鎧武者に命令した。ミシャグチの剣はミシャグチの神を制せい御ぎよする。この武者も当然制御できるという八田神の自信に満ちた行動だった。しかし、鎧武者は八田神の命令に反応しない。

「俺に従えっていうんだよ！」

　イラついた声で八田神が剣を突つき出す。鎧武者は動かない。射い抜ぬくような赤い眼光が八田神に向けられた。さすがに八田神とその背後にいた二人の男は後ずさった。

「御み左さ口ぐちノ剣ハ、我わガ豊島家ニ伝ワル宝也なり。汝なんじノ如ごとキ下げ郎ろうノ持ツ物ニアラズ」

　鎧武者の口からまるであの世から響ひびいてきたような重くて暗い声が吐はき出された。次の瞬しゆん間かん、鎧武者の肩かた口ぐちから白い大蛇が飛んだ。

「うがあ！」

　目を見開いた恐怖の表情で、八田神は剣を胸の前で構えた。大蛇の一いち撃げきを防ごうとする懸けん命めいの行動だった。そこに口を開いた大蛇が襲おそいかかる。

　それは一瞬のできごとだった。まるでジグソーパズルを床ゆかに叩たたき付けたように、八田神の体がバラけた。しかもそのパーツは地面に一かけらたりとも落ちることを許されず、空中で白い光によってかき消されてしまった。瞬間の決着に、ミシャグチの剣だけが落ちる暇ひまもなく空中にある。大蛇がそれを巻き取る。大蛇が鎧武者の肩口に戻もどると、ミシャグチの剣は鎧武者の手に握にぎられていた。

「うわあああーっ」

　恐きよう怖ふに駆かられた二人の男が鎧武者に背中を向けて走りだした。それを見た鎧武者は蛇だ行こうした剣を軽く振ふる。白い威力ちからが剣から放たれた。その威力に接せつ触しよくした瞬間、二人の男の姿はいきなり消え失うせた。ただ地面に赤いインクをぶちまけたような跡あとが残っただけだ。

「残念だったな……確かにミシャグチの剣はミシャグチの神を制御できる。しかし、あの剣にはすでに豊島泰経の意志が染しみ付いていたわけだ」

　唇くちびるの端はしを吊つり上げて御堂は軽く笑った。そこには軽けい蔑べつと満足そうな様子が見てとれる。

「さて、涼子ちゃん」

　御堂は傍かたわらに目をやった。そこにいるはずだった涼子の姿が見えない。慌あわてて辺りを目で探したが、やはり涼子はいなかった。ほんの少し間を置いて、御堂の顔色が変わった。

「まさか、あの女……しかし、大宮での一件もある……」

　その時、御堂の耳に低く響ひびく声が聞こえてきた。

「我ラ、コレヨリ道どう灌かんトノ合かつ戦せんニ臨のぞマン。必ズヤ道灌ヲ滅ほろボサン」

　その声に回りの武者たちが亡もう者じやの呻うめくような鬨ときの声を上げた。




「あ、あれか……」

　哲てつ也やはそう言ったまま絶句するしかなかった。哲也と物ものの部べの部隊は警視庁御自慢の大型ヘリに乗っていた。アエロスパシャル式ＡＳ３３２「おおぞら号」。22人乗りのこのヘリで哲也と物部の部隊は石神井公園の上空に辿り着いていた。

「そのようです」

　下界を見下ろしながら、森もり部べはヘリの騒そう音おんの中で何とか聞こえる声でうなずいた。ヘリ中央の扉とびらが開かれており、激しく風が舞まっている。石神井公園の細長いボート池の上を黒と白の武者たちが東に向かって行進していた。回りをゆらゆらとした薄うすい光が包んでいる。相当離はなれているにもかかわらず、ここまでその強大な威力がひしひしと感じ取れる。

「正直に言わせてもらう。勝ち目は全くねえぞ。あの威力に俺おれたちで立ち向かうのは、ほとんど戦車隊に木刀で挑いどむのと同じようなもんだ」

　武者たちを見み詰つめながら、哲也は思った通りのことを森部に伝えた。

「でしょうね」

　森部は冷静に答えた。さっきは取り乱した森部だったが、すぐに冷静さを取り戻もどすと次次と指令を出した。近くの小学校に降ろしてあったヘリを区役所に回し、恵え美み奈なの考えを聞いてかなり早い段階で石神井公園に向かったものの、眼下に見えるミシャグチの神の威力を持つ軍勢はもはや手て遅おくれだということを物語っている。

「ここは速すみやかに引き返して、ミシャグチの神を封ふうじる方法を探すというのが一番正しい方法でしょう。ただし！」

　突とつ然ぜん、強い調子で森部は言った。

「周辺住民が避ひ難なんする時間を少しでも稼かせぐ必要があります」

　そう言いながらボート池の周囲を目で確かめている。その付近はぎっしりと住宅が密集している。ミシャグチの威い力りよくを持つ武者たちがボート池から上がった瞬しゆん間かんにそこは地じ獄ごくと化すだろう。

　哲也は無言だった。森部の言うことが正しい。しかし、それでもあのミシャグチの威力に立ち向かうのは心底怖こわかった。まだ勝てる望みが少しでもあるならば別だが、今のところその可能性は全く見出せない。

「石神井署には住民の避難誘導を連れん絡らくしてあります。哲也さんにはそれに協力してもらえますか？」

　哲也の心情を察したのか森部はそう告げた。そして部下たちに指令を出す。

「とにかく一分でも奴やつらの足を止める。物ものの部べの力を奴らに見せてやれ！　ボート池の東とう端たんに降下しろっ」

　ヘリの高度が急に下がる。池が目の前に近付いてきた。ボート乗り場が見える。ヘリは樹木に接せつ触しよくしないように気をつけながら、ギリギリまで舞い降りる。

「行くぞーっ」

　森部を先頭として、武器を持った物部の兵士が次々と飛び降りる。地面まではまだかなりの高さがあるが、彼らは楽々と着地していった。哲也はその高さに躊ちゆう躇ちよしたが、まさしく「清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りる」気持ちでドアの外に飛び出した。一気に地面が近付く。

「ぐっ！」

　足の裏と体にズバーンという衝しよう撃げきがきた。思わず哲也の顔が歪ゆがむ。三秒ほどしてやっと立ち上がって回りの様子を見た。頭の上ではヘリが遠ざかる音が聞こえる。

「凄すごいよな、実際……」

　呆あきれたように哲也は呟つぶやいた。正面から恐きよう怖ふが歩いてくる。黒い体に白い蛇へびが巻き付いた武む者しやたちが水面を歩いていた。その威力は練馬区役所で感じたものと全く違ちがいはない。ただ、その微び妙みような感かん触しよくは全く違う。例たとえるなら練馬区役所でのミシャグチの威力は繁はん華か街がいで人が雑多に歩いている状態に似ている。しかし、今の武者たちの威力は繁華街中の人間が刃は物ものを持って自分一人を見み詰つめているような感じがしていた。

　突とつ然ぜんの轟ごう音おんが哲也の耳をつんざいた。近くにいた兵士のバズーカ砲ほうが火を噴ふいたのだ。続いて向こうで爆ばく発はつ音がした。もし狙ねらいが外はずれて弾だん丸がんが住宅街に飛び込んだら大変なことになるが、見事にバズーカ弾は武者たちに命中したらしい。

　息を飲んで武者たちの様子をバズーカを撃うった兵士がうかがう。

「くそっ！」

　爆ばく煙えんはすぐに消えた。武者たちは無事だった。と、いうよりバズーカの攻こう撃げきを全く気にすらしていない。風でも吹いたのか、という態度で進んでいた。やはり銃じゆう弾だんを止めたミシャグチの剣など足元にも及およばない威力を武者たちは持っている。

「まだ呪じゆ鋼こう弾だんがある！　中央の馬に乗った奴だけ狙えっ」

　森部の声がボート池に響ひびく。それと同時に数台の自動小銃が馬上の鎧ろよい武者を狙う。89式自動小銃の連射音が響いた。

　なぜか哲也にも小銃の弾丸の軌き道どうが微かすかに見えた。人間の目が弾丸のスピードに追い付けるはずはない。弾丸に呪的処理がしてあるらしく、それで弾丸の軌道を感じとれたのだ。小銃の弾丸は鎧武者に全く当たっていない。鎧武者の遥はるか手前で弾はじき飛ばされている。どうやらミシャグチの剣と同じく、周囲に力の場を作り出しているようだ。ただし、それはミシャグチの剣とは広さが桁けた外れに違う。

　自動小銃の必死の抵てい抗こうも、武者たちには全くの徒労に終わりそうだった。その時、一人の兵士が携けい帯たい用小型ミサイル「スティンガー」のポッドを肩かたに担かついだ。おそらくこの部隊の最強兵器だろう。そのスティンガーの狙いを鎧武者に向けた。

「なめるな、化け物があっ」

　ポッドから鎧武者に向けてミサイルが飛ぶ。ミサイルが炸さく裂れつ。爆発地点が近い。爆風の一部がこちらをも襲おそう。思わず哲也が腕うでで顔を庇かばった。

「フン、これもお気に召めしませんでしたか」

　自じ嘲ちよう気味に森部が呟つぶやいた。ミサイルの攻撃も完全な無む駄だに終わっていた。武者たちは驚おどろいた様子もない。もしかすると銃やミサイルでの攻撃を、彼らは攻撃であることにすら気付いていなかったかもしれない。

「上石、全員下がらせろっ。やはり物ものの部べ最大の武器を使うしかなさそうだ」

　近付いてくる武者たちに向かって森部が仁に王おう立ちした。

「大佐、何を!?」

　横にいた髭ひげの上石が驚きよう愕がくの表情で森部を見た。寂さびしげな様子が森部の横顔から見て取れる。フツヌシの剣とて通用しないことを森部もわかってはいるのだろう。

「我ら物部の存在意義を示すためには、あの化け物どもを倒たおさなくてはならない。そのためにあの化け物の印象をフツヌシの剣に刻み込んでおく。もし、俺おれが倒れた場合は貴様が物部の指揮を取れ」

「森部様……」

　上石はもうそれ以上何も言えなかった。森部が死の覚かく悟ごを決めたことを知ったからだ。兵士たちに撤てつ退たいの命令を出す。しかし、自分は後ろで森部の後ろ姿を見守っている。

「布ふ留る部べ由ゆ良ら由ゆ良ら……」

　森部の手に赤い光の剣が握にぎられた。それを見た鎧よろい武む者しやの目が鋭するどく輝かがやいた。

「ヌオーッ」

　突とつ然ぜん、鎧武者が馬を走らせた。ミシャグチの剣を振ふりかざし、森部に向かって突つっ込こんでくる。やはり剣を持つ者を敵だと判断したようだ。

　一いち陣じんの疾しつ風ぷうが吹ふいた。いや、それは風などという生なま易やさしい物ではなかった。ミシャグチの神の威い力りよくが流れたのだ。岸辺につなぎ留められていたボートが一いつ瞬しゆんで砕くだけ散った。

　森部も動いた。岸辺に足を踏ふみいれた鎧武者に向かって走る。かなり離はなれた間合いからフツヌシの剣を横から殴なぐり付けるように振るう。

「シュオッ！」

　森部は鎧武者の力場ごと叩たたき斬きろうとした。赤い光が煌きらめく。

「がっ！」

　見えない壁かべにぶつかったように森部の体が弾はじき飛ばされた。予想を遥はるかに越こえて鎧武者の威力は凄すさまじかったのだ。フツヌシの剣も全く受け付けないほどに。

　森部の体が数メートル飛ばされた。受け身を取って即そく座ざに立ち上がる。その森部に向けて鎧武者がミシャグチの剣を突き出した。白い威力が迸ほとばしり、森部を襲おそう。これを森部は驚きよう異い的な反応速度でかわした。

　完全にかわした、と思った瞬間、森部の体が猛もうスピードで走ってきた車にはねられたように宙に舞まった。かすめるだけでとてつもない破は壊かい力りよくがあったのだ。

「森部様ァー！」

　上石の悲痛な叫さけびがした。森部は地面に叩き付けられる。起き上がれない。呻うめくことしかできなかった。武者のたった一いち撃げきで勝負はついた。物ものの部べのフツヌシの剣の正式伝承者ですら相手ではなかったのだ。とどめを刺さすべく剣を持った鎧武者の右手が上がる。

「ノアアアーッ」

　鎧武者を光が襲った。哲也が『カムツチの手』を撃うったのだ。

「化け物、俺おれが相手をしてやるっ」

　必死の形ぎよう相そうで哲也は叫んだ。全く傷付いていない鎧武者の馬が哲也に向き直る。赤い眼光が不気味に輝かがやく。

「氷ひ川かわノ民たみハ、決シテ許サヌ」

　憎にくしみを込こめた言葉が鎧武者から発せられた。哲也の心が恐きよう怖ふで凍こおる。もし、高さ五十メートルの津つ波なみが迫せまってくる海岸に立っていたらこんな感じだろうかと思った。目の前にいる鎧武者からは、それだけのパワーと恐おそろしさが伝わってくる。

　絶望の中で哲也が構えを取った。その時、背後でキキーッという急ブレーキの音がした。

「森部様っ！」

　聞き覚えのある若い弾だん力りよくのある声だった。後ろに滑すべらせた哲也の視界に、ミニパトから飛び出してきた恵美奈の姿が見えた。手には赤い光の盾たてを持ち、必死の表情で森部に向かって走った。森部が目を見開いて絶ぜつ叫きようした。

「来るなあーっ！　来ないでくれーっ」

　今まで聞いたことのない森部の悲痛な叫びだった。その感情の爆ばく発はつに気を引かれたのか、鎧武者の目が森部と恵美奈に向いた。ミシャグチの剣をゆっくりと振ふり上げる。目の前の無力な哲也よりも、新しく出現した能力者に攻こう撃げきの的まとを向けたのは間ま違ちがいない。鎧武者の攻撃意志が恵美奈を捕とらえている。

　それを見た哲也の頭の中で必死に思考が渦うず巻いた。このままでは恵美奈がスリッパに叩き潰つぶされたゴキブリのようになる。なんとかしろっ、と頭の中で叫ぶ。バアーッと映像が頭の中を駆かけ巡めぐる。哲也はバンザイするように両手を天に突つき上げた。

「ノアアアーッ」

　哲也の光る両掌が地面に向かって撃ち込まれた。光の壁かべが立つ。それも一つではない。光の壁が幾いくつも哲也の周囲にランダムに出現していた。『カムツチの八や重え垣がき』。あの『カムツチの垣』の応用技わざだ。ただし、『カムツチの垣』よりも遥はるかに力を消しよう耗もうする。

「ノアーッ」

　即そく座ざに哲也は第二撃を放った。それは鎧武者にではなく、光の壁の一つにだった。力を消耗した哲也の『カムツチの手』はごく弱い柔やわらかい光にしかならない。だが、その光は壁の間で乱反射した。当然、哲也も光に包まれる。ごくごく弱い『カムツチの手』は破は壊かい力りよくを持たず、むしろ生物の生命力を高める働きすらある。その柔らかい光が辺りを包んだ。

「ヌウ!?」

　鎧武者の手が止まった。視界を遮さえぎられ、攻撃目標を見失ったためである。武者に巻き付いていた大だい蛇じやが飛んだ。蛇の回りで威力ちからが渦を巻く。柔らかい光が烈れつ風ぷうによって吹ふき飛ばされる。

　車の急発進する音がした。ミニパトが公園の外の道路を走り去っていく。鎧武者は車のスピードに目が付いていかないのか、追撃の一撃は放たなかった。後には誰だれも残っていなかった。

　鎧武者が振ふり上げた剣を降ろす。鎧武者の回りに武者たちが集まってきた。

「江え古ご田たニテ道灌ト合戦セン。勝タバ江戸城ヘ進撃スル」

　その赤い不気味な目は東へと向いていた。







　　　第八章　東京聖戦







「ん？」

　眠ねむりから覚めた哲てつ也やの目に、東京都の巨きよ大だいパネルが飛び込こんできた。その前ではジャンパーや背広を着た人間が何やら電話で怒ど鳴なりあっていた。長いテーブルの上に置かれたモニターがチカチカと画面を写している。哲也は椅い子すに腰こし掛かけたまま、その光景をぼんやりと見ながら、小さい頃ころに見た特とく撮さつ映画の秘密基地を思い出していた。

　なぜ、こんな所にいるのだろう？　と哲也の頭がようやく動きだした。確か自分は石しやく神じ井い公園でミシャグチの神の鎧よろい武む者しやと対たい峙じし、『カムツチの八や重え垣がき』を放って逃にげたはずである。その途と中ちゆう、『カムツチの八重垣』で力を使いきったためにミニパトの中で眠りに落ちたことまでは記憶にある。ただ、目の前の光景がミニパトの中でないことは確かだ。

　部屋の中は殺気立った雰ふん囲い気きに満ちていた。いや、何かとてつもない事態が起こってそれと激しく戦っている様子なのだ。ふと、哲也の目が受話器を耳に当てている森もり部べを見付けた。石神井公園の時と同じような軍服を着て、何やら深刻そうな表情で電話に応対している。軍服の下が妙みようにゴワゴワしている。もしかすると、テーピングで固めているのかもしれない。

　厳きびしい表情で受話器を置くと、哲也に気付いたらしい。ほんの形だけの笑えみを浮うかべて壁かべ際ぎわの哲也の方に歩いてくる。

「お目覚めですか。車からここまで運ぶ間も全まつたく目を覚まされなくて、心配しました。こんな所に座すわらせてしまって済みません」

「ここはどこだ？　もしかして先せん輩ぱいがここにいるのか？」

「東京都庁の災害対策司令室の中ですよ。藤ふじ脇わきさんたちは大手町の帝てい都とタイムズ社に向かいました。コンピューターネットで島根県の遺い跡せきを見直してみるとか。それでミシャグチの神を封ふうじる方法の糸口でも見付かればいいのですが……」

　哲也は一番重要なことを思い出した。ミシャグチの神の威力ちからを身にまとった鎧武者。その赤く輝かがやく目の光を忘れようとしても忘れられるものではない。椅子から立ち上がって森部に叫さけんだ。

「あの化け物侍ざむらいはどうしてる!?」

　司令室にいた職員たちが驚おどろいたような顔で哲也たちに振ふり向く。

「とにかくこちらへ」

　森部はパネルの前へと歩いていく。哲也も続いた。

「あの武者たちは宇う賀が谷やの言うように豊と島しま泰やす明あきの軍勢でしょう」

「豊島氏か。よくは知らないが、太おお田た道どう灌かんに敗やぶれて滅ほろんだ室むろ町まち時代の豪ごう族ぞくだろ？」

「ええ。だとすると、彼らが何を目的にしているかは見当が付きます」

「ふーん、目標がなんかあるのか」

「おそらく奴やつらの目的地は太田道灌の本ほん拠きよ地ちである江戸城……」

　ここで森部は言葉を止め、皇居の辺あたりをじっと見た。

「江戸城？　つまり、あのとんでもねー鎧武者は東京の中心に突つっ込んでくるのか!?」

「そういうことになります」

　職員たちが二人の会話を聞き取ろうとしていた。それに気付いた森部はパネルの前から離はなれた。

「ちょっと来ていただけますか？　二人で話したいことがあります」

「ああ」

　二人は災害対策室の入口から出て行った。




「そろそろ彼らは江え古ご田たの哲てつ学がく堂どう付近にさしかかるはずです」

　都庁の北側展望室から北西の方角を森部は見み詰つめている。哲也もそちらの方角に厳しい目を向けていた。住宅街が海のように続いている光景の中で、中野サンプラザのコックの帽ぼう子しのような白い建物が浮うかんで見える。その遠くには練ねり馬ま区役所の姿もぼうっ、と見える。何時間か前にあの場所で戦ったのが[image: 噓]うそのようだ。

「そこで自衛隊の対戦車ヘリが攻こう撃げきをかけます」

「対戦車ヘリ？　そんな物が役に立つのか？」

「まあ、単なる気休めにしかならないでしょう」

　森部も全く期待していない素そ振ぶりで答えた。しかしながら、森部の視線が何かを考えるように街並みを探さぐっている。

「豊島泰明は江古田で戦死しています。街並みが全く変わったとは言え、過去の記き憶おくをたどって江古田まで来たのでしょう。そこからは江戸城の匂においにつられてこの新宿にやってくる……」

　険けわしい雰ふん囲い気きで森部は下界を見下ろした。

「この新宿にい？　室町時代には内ない藤とう新宿すらなかったんじゃないのか？」

　内藤新宿は江戸時代、甲こう州しゆう街かい道どうに作られた宿場町だ。「新宿」の名前もこれに由ゆ来らいする。納なつ得とくがいかない様よう子すの哲也に森部が微笑ほほえんで説明を始めた。ただし、その笑えみは堅かたい。

「江戸城といっても徳川時代の江戸城ですよ。哲也さんもご存じかもしれませんが、徳川氏は江戸城を日本の中心とするために『四し神じん相そう応おう』の結界を作りました」

「あー、それぐらいなら知ってる。すなわち、北に玄げん武ぶの台地、東に青せい龍りゆうの川、南に朱す雀じやくの海、そして西には白びやつ虎この大道を置くというやつだろう？」

「ええ。そのための一つとして徳川氏は江戸城の半蔵門から甲州街道を延ばし、関東中から集めた大地のエネルギーの一部をそちらに流れるようにしました。そのエネルギーが現代の大道であるＪＲ環かん状じよう線せんとぶつかった所がこの新宿なのです。新宿が日本有数の繁はん華か街がいに成長したのも、そのエネルギーが衝しよう突とつして大きなパワーを放出してるからなんです」

「へえ、新宿がねえ。徳川氏の結界のお陰かげで栄えてるっていうのか？」

　いかにも信じられないというように哲也は眉まゆ毛げを中指で搔かいてみせた。

「で、新宿に来たあいつらをどうするんだ？　何をやろうとも通用しねえだろう……いっそのことあいつらが江戸城を破は壊かいしたいのなら、させておけばどうだ？」

「そういうわけにはいきません！」

　森部が絶ぜつ叫きようした。珍めずらしく興奮した口調の森部に哲也は驚おどろいている。

「あ、いや……でも、それでは日本が滅ほろびます」

　森部は再び静かな口調に戻もどった。しかし、その内容は十分に衝しよう撃げき的だった。

「どういうこった？」

「ミシャグチの神は大地の神です。そして江戸城は関東中から大地のエネルギーの流れが現在も流れ込んでいる場所……」

　サッ、と顔色を変えて哲也は森部の顔を見た。森部の言おうとしていることが理解できたからだ。今の状態でも手がつけられないのに、これ以上パワーアップしたらその威力ちからは核かく弾だん頭とうすら越こえるかもしれない。森部は静かに言葉を続けた。

「今、ミシャグチの神は豊島氏の怨おん念ねんにおとなしく『制せい御ぎよ』されている状態です。その怨念が消しよう滅めつしたとしたらどうします？」

　一いつ瞬しゆん、息を飲んでから哲也はゆっくりと答えた。

「ミシャグチの神は決して自然の破壊を許さない。ここまで徹てつ底てい的に自然を消滅させてしまった東京に激げき怒どの審しん判ぱんを下すだろうよ……」

「むろん東京だけでは済まないでしょう。あらゆる地方で東京に似せた都市化が進んでいます。奴やつらの進軍を止めない限り、日本は滅びるしかありません。それを宇う賀が谷やたちも望んでいるのでしょうが……」

　ふいに森部の顔付きが変わった。戦士のような力に満ちた足取りで歩きだす。

「こちらに来てもらえますか？」

　白くぼんやりと輝かがやくドームのような天てん井じようを上に見て、展望台の反対側へと森部と哲也は歩いていく。窓の前に森部は立った。腰こしに手を当て悠ゆう然ぜんと窓の外を見た。目の前には新宿御ぎよ苑えんと代々木公園が緑のテーブルのように存在している。緑のテーブルの左手には新宿の高層ビル街が見える。哲也もつられるように高層ビル街に目をやった。四角形ではない外観が目を引く新宿住友ビル、黒のカラーリングの新宿三井ビル、裾すそを貴婦人のスカートのように広げた安田火災海上ビルなど、人の手で作られた巨大な構造物がこの都庁に競うように林の如ごとく天に向かって屹きつ立りつしていた。

　ふと森部は都庁の真下をのぞき込むようにした。そこにはローマのコロッセオを思わせるような石造りの建物があった。都議会議事堂である。超高層ビル街に比べると高さがあまりにも違うため、ほとんど地面に張り付いているように見える。

「宇賀谷たちは一つのビルを呪じゆ的てき装置に変えて、ミシャグチの神を現代に出現させました。ならば我々もこのビル群を呪的装置にしてやろうと思います。そのために奈な良ら県警に物ものの部べの神しん宝ぽうを運んできてもらうよう要よう請せいしました。それが届くと同時に我々はミシャグチの神を封ふうじるための罠わな造りに取りかかります。そして──」

　一呼吸置いて力強く言葉を吐はいた。

「ここでミシャグチの神を迎むかえ撃うちます。必ず日本は我ら物部の末まつ裔えいが、命を懸かけても絶対に守ります！」

　そこに立っていたのは気き迫はくに満ちた闘とう士しだ。古代より日本の権力を守ってきたというプライドを持った物部の末裔だった。その姿に哲也は森部の強さを垣かい間ま見たように思った。だが、気迫に満ちていた男が見せた顔には哀かなしげな色が浮うかんでいた。森部は哲也にまっすぐに体を向けた。

「ただ、我ら物部が命懸けで戦ったとしても、あのミシャグチの神を倒たおせる自信はほとんどありません。そこで、あなたに頼たのみたいことがあるのです。出雲いずも族の末裔であるあなたに、物部の末裔である私が頼みごとをするのを誰だれにも見られたくありません。また聞かれたくもないのです。それで目が覚めるまでわざわざ都庁にいてもらったわけです」

　その表情は自分のすべてを託たくすかのように真しん剣けんだった。哲也も顔を背そむけるわけにはいかなかった。不ふ思し議ぎな緊きん張ちようが二人を包んだ。

「もしも、我ら物部が倒された時には、あなた方出雲族でミシャグチの神を倒していただけませんか？　たとえミシャグチの神が江戸城のエネルギーを吸収して強大になろうとも、氷ひ川かわ系出雲族が伝えていたというミシャグチの神の封じ方さえわかれば、何とかできるかもしれません」

「わかった」

　哲也はうなずくより他ほかに方法がなかった。それほど森部の気迫は凄すごかった。もうこの男は自分の人生が終わることすら覚かく悟ごしている。

「それにもう一つ、お願いがあります。我らが決戦に臨のぞむ間、あの十と種くさ恵え美み奈なを見てやってくれませんか？」

「巻き込みたくないんだな？」

　黙だまって深々と森部はうなずいた。おそらく物部の技わざを伝承する末裔を一人でも残しておきたいのだろう。ちょうど哲也たちが出雲族の技の伝承を志し保ほ子こに期待したように。

「しかし、あのジャジャ馬を押おさえとくのは苦労しそうだぜ。早いところ、戦いにケリつけて引き取りに来てくれねーか？」

　ニヤリと哲也は笑った。それは死ぬんじゃねーぞという哲也から森部へのメッセージを込こめた「ニヤリ」だった。

「そうですね。恵美奈を長いこと置いておくのも御ご迷めい惑わくでしょうから」

　今度は森部も微かすかに笑った。一いつ瞬しゆん、視線を交かわして、哲也は身を翻ひるがえした。

「じゃあ、先せん輩ぱいの所まで行ってくる。俺おれたちが『封じ方』を見付けて戻もどってくるまで、豊島との試合を長引かせとけよ」

「ええ。本気で期待していますよ。下でパトカーが待っているでしょうから、それを使ってください。料金は別に必要ないですから」

　エレベーターで降りようとした時、都庁目がけて飛んでくる一台のヘリが窓の外に見えた。都庁に近付いてホバーリングする。哲也の視力が横の文字を読んだ。「奈良県警」の文字が見える。

「来ましたか！」

　森部の体も跳はねるように動きだした。




　藤脇は帝都タイムズ社の廊ろう下かにいた。ジュースの自動販はん売ばい機きに忙いそがしげにコインを突つっ込こんでいる。ゴトン、と音がすると、またコインを投入口に押おし込む。

　そんな藤脇の姿を見付けて一人の帝都タイムズの記者が近付いてきた。年は藤脇より何歳か上の不ぶ精しよう髭ひげの男だ。ネクタイをだらしなく締しめている。

「藤脇くん」

　三本目の缶かんコーヒーを腕うでに抱かかえ込みながら藤脇は不精髭に振ふり返った。

「今、中野と新宿では外出禁止令が出されているそうだ。警官と自衛隊員が徘はい徊かいしてて、ヘタに外に出ようものなら威い嚇かく射しや撃げきまでしているらしい。いったい何が起こっているんだろうね？」

　探さぐるような目付きで不精髭は藤脇を見た。

「さ、さあ？」

　困ったように曖あい昧まいな笑いを向けて藤脇は誤ご魔ま化かそうとした。

「資料室にいる二人のお嬢じようさん方から何か聞いていないのかい？　一人はなにせ婦人警官だ。知らないはずはないと思うが……」

「じゃ、ちょっと急ぎますんで……」

　何を話してもボロが出そうな気がして、藤脇は缶コーヒーを抱えて逃にげるように立ち去った。資料室と書かれたドアを開けて中に入る。中は壁かべ際ぎわに沿そって資料のファイルがズラリと並んでいる。その向こうの窓際に一台のコンピューターが置かれてあり、その前に座すわった志保子が熱心に画面を見み詰つめていた。藤脇が入ってきたのにも気付かないくらいだ。

「どうぞ」

　コンピューターの前にコーヒーを置いた。

「あ、すいません」

　一いつ瞬しゆんだけ藤脇に顔を向けたが、志保子は画面を見続けている。志保子の細い指がカチャカチャとキーボードを叩たたくと、画面が次々と変わっていく。そこには曲まが玉たまや錆さびた青銅の剣などの写真が現れては消えていく。

「どうです？」

　心配そうに藤脇が声をかける。志保子の手の動きが止まった。大きく溜ため息をつくと、力なく首を横に振ふった。

「だめです……遺物そのものに触さわってみれば、何か感じ取れると思うんですが、やはり写真だけでは何も感じません……」

「そうですか」

　落らく胆たんしたような口調で藤脇はうなだれた。

「ヤマタノオロチの神話にもあるように、出雲いずも族は蛇へび神がみ退治のエキスパート。関東で蛇神を封ふうじる方法が見付からないなら、出雲の遣い跡せきにその痕こん跡せきが残っていないかと思ったんですが……島根まで往復する時間はとてもない……」

　その時、入口のドアが開いた。振り返ると制服姿の恵美奈が勢いよく入ってきたところだった。新聞社内を堂々と歩く警察の人間。あの記者でなくとも不ふ審しんに思うだろう。ただ、上の方から指示があったらしく、正面切って恵美奈に問い掛かける記者はいない。

「哲也さんがこちらに向かったって。それから江古田で対戦車ヘリがあの豊島の奴やつに攻こう撃げきを始めたらしいよ！」

　興奮したように恵美奈は叫さけんだ。

「対戦車ヘリ!?　そんなもの街中で使って大だい丈じよう夫ぶなんですか！」

　さすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれた様子で藤脇が叫ぶ。

「大丈夫じゃない？　奴らが進むと思われる周辺の住民は避ひ難なんさせてあるから」

「でも、それであのミシャグチの神の武む者しやたちを倒たおせるの？　私の力でも、あの威力ちからのほんの一部を近付けさせないことが精せい一いつ杯ぱいだったけど……」

　練馬区役所でのできごとを思い出したのか、眉まゆ根ねをしかめて志保子が聞いた。

「無理だと思う……」

　急に恵美奈の雰ふん囲い気きが暗くなった。傍かたわらで見ていても重苦しい不安が彼女を押おし潰つぶそうとしているのがわかる。

「このままだと、あいつらは森部様が待っている新宿に辿たどり着いちゃう……それまでにミシャグチの神の封じ方が見付からなかったら……」

　恵美奈は言葉を失って立ち尽つくした。ぎゅっ、と拳こぶしを握にぎり締しめる。叱しかられて泣き出す寸前の子供という、そんな雰囲気の恵美奈だった。

　藤脇も志保子もどう声をかけていいかわからない。ミシャグチの神の封じ方が見付からない限り、何を言おうともそれは気休めに過ぎない。資料室を沈ちん黙もくと沈ちん殿でんするような空気が支配した。

「いいかな、藤脇くん」

　その空気を一つの響ひびきが破った。入口にあの不ぶ精しよう髭ひげの記者が立っている。手には一枚の紙を、人差し指と中指の間に挟はさんでぴらぴらさせている。

「なんでしょう？」

　どうやらドアが開きっぱなしだったらしい。話を聞かれたのではないかと内心ビクビクしながら、藤脇は記者の方へと歩いていった。

「君宛あてにＦＡＸが届いてる」

「誰だれからですか？」

「さあ？　ただし、君がここにいることを知っている人だろ。ほら」

　ＦＡＸ用紙を無造作に手て渡わたす。藤脇は訝いぶかしげに用紙を広げた。それには左上にマジックで「藤脇様へ」と女性の文字で書いてあった。中央には筆で書いた淡たん々たんとした文字。何かの古こ文もん書じよの一部らしい。

「何が書いてあるんだ？」

　興味深そうに不精髭の記者がのぞき込こむ。藤脇の目が上下に動いていたが、突とつ然ぜん驚おどろいたように目を大きく見開いた。

「済みません！　ちょっと部屋から出ていただけますか」

　藤脇は慌あわてて記者を外に押おし出した。

「わっ、なんだ!?」

　記者の戸と惑まどいにも構わず、藤脇はドアをばたんと閉めた。興こう奮ふんした面おも持もちで、コンピューターへずかずかと大おお股またで歩いてくる。

「何、それ？」

　恵美奈にサッと用紙を押し付けると、藤脇は志保子を押し退のけるようにしてキーボードを叩たたき始めた。

「なになに……」

　用紙の文字に目を通す。恵美奈の口がその文書を語り始めた。

「矛ほこ輝かがやキテ、鐸たく響ひびカバ、豊島殿どの、石神井ノ城ヨリ落チ逃にゲタリ」

　恵美奈もハッと気付いたように顔を上げて叫さけんだ。

「これって、氷ひ川かわ出雲いずも族の古文書!?」

　藤脇は画面を見ながらうなずいた。

「まさか！　修しゆう司じさんの古文書は全部燃えたんでしょう？」

　やはり志保子も驚いた顔で藤脇に叫んだ。

「そのＦＡＸが送られてきた状じよう況きようは全くわかりません。しかし、その内容には思い当たることがあります！　よしっ、出ました」

　画面には遺い跡せきの発はつ掘くつ現場の写真が出ていた。三人ともその画面に見入る。

「これは何？」

「出雲の荒こう神じん谷だに遺跡です。大量の銅どう剣けんと銅矛、それに銅鐸が同じ地点から出土した遺跡として学会の注目を集めました」

　恵美奈に藤脇が説明した。それから藤脇は背広のポケットから天あま鳥とりの御み剣つるぎを取り出した。

「こいつで少しながらも、あのミシャグチの神の威力ちからに干かん渉しようできました。おそらく剣の力を銅鐸で増ぞう幅ふくし、それでミシャグチの神を押さえ込んだのでしょう」

「じゃあ、あのミシャグチの武む者しやを倒たおせるのね!?」

　恵美奈の顔がパッ、と明るく輝いた。しかし、何かに気付いたらしく藤脇の表情はみるみる暗くなっていく。口元に片手を当て、行く手を塞ふさがれたドライバーのように難むずかしい顔で呟つぶやいた。

「剣はある……しかし、鐸がない……」

「そんな物、上野の博物館から持ってくればいいじゃない！」

　恵美奈が藤脇に叫んだ。とにかくミシャグチの神を封ふうじる手段を持って、森部の所に駆かけ付けたい。そんな心境で恵美奈の頭の中は一いつ杯ぱいになっている。

「博物館にあるのは、もはや力を失ったただの『遺物』です。おそらく剣の力を増幅させることはできないでしょう。たとえ増幅させることができたとしても、あんなにボロボロじゃ、耐たえきれずに壊こわれる……」

　藤脇はコンピューターに背を向けた。このコンピューターに向かう前とは打って変わって、落らく胆たんの立ち姿だった。大きな溜ため息をつく。

「せめて寸分違たがわない複製品があれば、剣の力を共鳴させることはできるかもしれませんが、たった数時間で複製品が作れるわけがない……」

　誰だれに言うでもない失望の言葉だった。恵美奈の体からも気力が抜ぬけていくのがわかる。資料室の空気はほんの一いつ瞬しゆんだけの高こう揚ように終わった。

　コンピューターの画面には青く錆さびきった銅鐸の写真が虚むなしく現れている。その画面に志保子が目を注そそいだ。

「あのー、私、これ持ってますけど……」

　その言葉が藤脇の体を撃うった。

「何イーッ！」

　振ふり向いた藤脇は目を剝むいて絶ぜつ叫きようした。




「出てきたか……」

　帝都タイムズの近くに停車していた白いワゴンがスーッと動き出した。

「航空隊のヘリを皇居前広場に降ろすから、とにかくそこへ！」

　恵美奈がビルから飛び出してきた。その後に藤脇と志保子が続く。藤脇はともかく、パンプスの志保子は走りにくそうだ。

　ミニパトのドアに手をかけようとした時、恵美奈の目が白いワゴン車を捕とらえた。チクリとした殺気がその中から投げられている。

「危ない！」

　同時だった。赤い盾たてを片手に恵美奈が藤脇と志保子の前に立ちはだかるのと、ワゴンのドアから男が飛び出すのが。銃じゆう声せいが二発聞こえた。そのうちの一発が恵美奈の盾を激しく叩たたいた。一発は頭上を飛んだらしく、背後のビルからピシッという軽い音が聞こえた。

「離はなれないで！」

　恵美奈が正面を睨にらんだままで叫さけぶ。その目の先には、拳けん銃じゆうを構えた御み堂どうが不敵に笑いながら立っていた。むろん黒いジャケットから飛び出した触しよく手しゆのような蔓つるが、道路の上で御堂の感情を示すように激しく踊おどっている。

「やはりここだったな……」

　誰に言うでもなく御堂は呟つぶやくと、拳銃を恵美奈に向けた。サングラスをしていないため、焦あせりの色が浮うかんでいるのがよくわかる。

「どうだ、あのクソ女からのラブレターか電話は届いたか？」

「女？」

　恵美奈の後ろで身を小さくしている藤脇が不思議そうに聞いた。

「わからなきゃ別に構わん。とにかくミシャグチの神の封ふうじ方が知られたかもしれない以上、貴様らは始末するっ。さあ、早くその盾の陰かげから出てこい」

　妙みようにいらだった声だ。焦っている。日本人じん民みん紅こう軍ぐんの闘とう士しともあろう男が、昼間の東京のド真ん中で襲しゆう撃げきをかけてきたのだ。冷静な判断を失いかけているのは確かだ。

「出てこないなら、引き摺ずり出すぞ！」

　蔓がズザザッと動く。恵美奈たちの周囲を蔓が取り囲んだ。ミニパトの上にも蔓がのたくっている。これでは逃にげ場がない。

「まずい……」

　恵美奈が顔の半分を引きつらせた。銃口が向けられている以上、盾は動かせない。この状態でこれだけの蔓が一度に襲おそってきたら、二人どころか自分の身すら守れない。

「ノアアアアーッ」

　突とつ然ぜん、御堂の前に光の壁かべが立ちはだかった。

「何っ」

　息い吹ぶきの声の方に振ふり向いた。そこには次の構えを解放しようとしている哲也がいた。

「ノアーッ」

　一筋の光が飛んだ。『カムツチの槍やり』が御堂の拳けん銃じゆうをかすめた。

「う……」

　拳銃はまだ御堂の手に握にぎられていたが、銃口付近が溶とけたように無くなっている。これでは使い物にならない。

「おのれッ」

　逆上した御堂は、『カムツチの垣かき』で短く千ち切ぎられた蔓を体に引き寄せると、哲也に向かって走った。蔓が鎌かま首くびをもたげて哲也を狙ねらう。

　その時、ピィーンという音がビルの谷間に響ひびいた。その音と共に御堂の蔓が力を失った。だらっ、と垂れ下がり全く動こうとしない。御堂の足も止まる。

　音の主は二本の短たん剣けんだった。藤脇と志保子が目の高さに掲かかげた短剣が白く光っている。その二つの短剣から甲かん高だかくしかも澄すみきった音が放たれている。

「どうしたっ、なぜ動かん！」

　御堂はただの蔓と化した自分の触しよく手しゆに怒ど鳴なったが、そんなことで動くはずもない。

「よそ見するなっ、このクソ野や郎ろう！」

　哲也の鉄てつ拳けんが飛んだ。哲也から注意が逸それていた御堂の顔面に、ストレートが見事なまでに入った。腰こしからアスファルトの道路の上に崩くずれ落ちる。

「ぶぐっ」

　鼻骨を折ったらしく、鼻から鮮せん血けつが噴ふき出した。哲也が近付いてくる。その表情は怒いかりに燃えていた。

「立てよ、この野郎……オラーッ」

　哲也の前まえ蹴げりが御堂の顔面を再び襲おそった。道路の上に倒たおれる。哲也は御堂に馬乗りになると猛もう然ぜんと殴なぐり始めた。

「テメーに何の資格があって、叔父おじさんをあんな目に遭あわせた!?　答えてみやがれ、このクソ野郎がーっ」

「やめなさい！」

　恵美奈が哲也の腕うでを摑つかんだ。

「そんな馬ば鹿かに関かかわっている暇ひまはないんだから」

　恵美奈にそう言われて哲也はおとなしく御堂から離はなれた。御堂は顔が腫はれ上がり、ほとんどＫＯ状態だった。手て荒あらく御堂のジャケットを脱ぬがせると、恵美奈は後ろ手に手て錠じようをかけた。そこへ警官が走ってきた。哲也を運んできたパトカーの警官なのだろう。

　哲也は藤脇に走り寄る。もう短剣の光は消えていた。哲也は怒りのエネルギーを放出しきったのか、冷静な口調で尋たずねる。

「車の中で聞きました。ミシャグチの神の封ふうじ方がわかったんですか？」

「確かめてないから自信はない。でもな、それに賭かけてみるしかないだろう。とにかく間に合えばいいが……」

「ほら、急いで！」

　恵美奈に言われて、哲也たちはミニパトに乗り込んだ。




　新宿都庁をかすめるようにして攻こう撃げきヘリＡＨ─１Ｓ二機が飛ぶ。太陽は西に傾かたむき、そろそろ都庁の西面も赤く染まりだすだろう。攻撃ヘリは正面からの被ひ弾だん率を減らすため、カワハギのように細い。その黒いカワハギが両りよう翼よくにロケット弾ポッドをぶら下げ、今日二回目の出撃に臨のぞんだのだ。都庁を回り込むように旋せん回かいし、都庁の西側に広がる新宿中央公園に舞まい降りていく。

　中央公園に白い物が巻き付いた黒い人ひと影かげが見える。ミシャグチの威力ちからを身につけた豊島の軍勢だ。攻撃ヘリにとっては二度目の対決になる。一度目の哲てつ学がく堂どう付近での攻撃は全くの成果なしに終わった。対地誘ゆう導どうミサイル「ヘルファイヤ」を食らっても、黒と白の軍団は平然としていただけだった。自衛隊の対地上攻撃兵器として最強と言われる攻撃ヘリのプライドを懸けて、今度はロケットポッドの武装で臨んできた。

「目標ロックオン！」

　ＡＨ─１Ｓは二人乗りだ。攻撃担当の乗員がスコープに武む者しやたちを捕とらえた。

「ファイヤ！」

　ロケット弾が発射された。ロケット弾の爆ばく発はつが中央公園を巻き込む。木々が吹ふき飛び、水の流れ落ちる石造のモニュメントが崩くずれさる。容よう赦しやなくロケット弾の発射は続き、武者たちのいた周辺は跡あと形かたもなく破は壊かいされた。

「うっそだろ！」

　攻撃担当乗員は素すっ頓とん狂きような声を上げざるを得なかった。周囲は破壊され尽つくしているのに武者たちは全く変わった様子がない。

「おい、あの妖よう怪かい野や郎ろうに目に物見せてやれ！」

　一機が豊島の武者たちに近付く。

「何をする!?　こいつらにはかなわない。すぐに離り脱だつしろっ」

　もう一機が無線で呼び掛かけるが無視された。ＡＨ─１Ｓの黒い機体が武者たちのすぐ近くでホバーリングする。低空から目標に近付き、誘導ミサイルを放つと同時に遮しや蔽へい物ぶつに隠かくれるというのが攻撃ヘリの鉄則だ。この機体はやってはならないことをやっている。

「食らえ！」

　機首近くにあるガトリングガンが火を噴いた。だが、全く通用した雰ふん囲い気きはない。馬上の鎧よろい武む者しやがうるさそうに首を向けただけだった。もしかすると、それもヘリの爆ばく音おんに不快感を示しただけなのかもしれない。

　ガトリングガンの射しや撃げきが続く。ついに鎧武者が扇おうぎで蠅はえを払はらうように蛇だ行こうした剣を軽く振ふった。削けずられた。まるで溶とけかかったチョコアイスをスプーンで掬すくったように、ヘリの一部が消しよう滅めつしていた。ドーンと中央公園に墜つい落らくし、ヘリが爆発炎えん上じようする。

　もう一機のヘリはしばらく旋せん回かいしていたが、為なす術すべもなく飛び去っていった。ヘリの爆音が新宿ビル街に響ひびく。

　ヘリの残ざん骸がいが燃える横で、武者たちはしきりに正面の道路を気にしている。そこは新宿駅西口に続く道路になっていた。その先に「敵」を感じているらしい。

　そして車の爆音が聞こえてきた。一台のジープだ。ジープが突つっ込こんでくる。武者たちが鎧武者を囲むように集まった。ジープは公園の前で急反転する。キキーッという鋭するどい音がして、後ろを向けてジープは止まる。

　そこには大きく輝かがやいたフツヌシの剣を持った森部が仁に王おう立ちしていた。

「オーーーーッ」

　フツヌシの剣から無数の赤い光の矢が武者たちに飛ぶ。赤い矢は簡単に武者たちの手前で弾はじかれる。逆に鎧よろい武む者しやがミシャグチの剣を振り上げた。

「出せ！」

　ジープがキュアアアッと音を立てて急発進した。そこへ白い威力が襲おそってきた。道路が炸さく裂れつした。しかし、ジープは新宿駅の方へと走り去っていく。

「ヌオーッ」

　馬上の鎧武者が吠ほえた。ヌラア、とした空気が流れ出す。ウオーッという亡もう者じやの雄お叫たけびと共に豊島の軍勢が走りだす。圧あつ倒とう的てきなエネルギーが動いた。地じ震しんのような響きが新宿高層ビル街を揺ゆるがした。武者たちはジープを追って新宿駅への道を走った。

「撃うてーっ」

　攻こう撃げきを告げる声が前方から響くと同時に、爆ばく発はつ音おんがした。ヒュルルルと上空に弾たまが打ち上げられる。それは豊島の軍勢の真上で炸裂した。

　豊島の軍勢の上に赤く光る何かの破は片へんが降り注そそいできた。初めて武者たちがうろたえた。それは頭上に降ってくる矢の雨に似ていたこともあるが、破片の一つ一つが強い呪じゆ力りよくを帯びていたためでもあった。

「ヌガアーッ」

　鎧武者がミシャグチの剣を突き上げる。白い光の竜たつ巻まきが舞まい起きた。竜巻は赤い破片を吹ふき飛ばす。威力の風が都庁の外がい壁へきの一部を砕くだき、都庁の向かい側にあったホテルの窓ガラスが一いつ瞬しゆんにして細かい粒りゆう子しとなって散った。

　スッと剣を下げた鎧武者は前方に目を向けた。赤い視線の先に人ひと影かげはない。軍勢がゆっくりと前進を始めた。道路の上を跨またぐようにして一本の道路が走っている。都庁と都議会議事堂の間にある道路だ。豊島の武者たちがその下を通ろうとした時だった。

　爆発が起き、赤い光が炸裂した。先ほどの弾と同じ物が道路の下に仕し掛かけられていたらしい。数秒間、沈ちん黙もくが続いた。至し近きん距きよ離りからの攻撃だ。かわす暇ひまはない。

「ガアアアーッ」

　突とつ然ぜん、地の底から突つき上げるような大だい音おん声じようがした。白い威力が吹き上げた。交差した道路が消し飛ぶ。都庁と都議会議事堂を隔へだてる道路が半分くらい消しよう滅めつしていた。

　鎧武者の赤い目が都議会議事堂の前に向けられた。

「ようこそ、都議会議事堂前広場に！」

　そこには森部たち物ものの部べの部隊が並んで豊島の軍勢を待ち受けていた。都議会議事堂の建物は都庁と違ちがって高層ビルではない。都庁に似た感じの外壁で囲まれているが、こちらはどちらかと言えば曲線のイメージがある。緩ゆるやかにカーブを描えがいた歩廊が都議会議事堂の本館から人の両りよう腕うでのように伸のび、広場を包み込んでいる。しかし、今の威力の一いち撃げきでその一部は破は壊かいされていたのだが。

「どうでした？　奈な良ら直送の鉄てつ聖せい剣けんの破片の味は？　まあ、それも通用しなかったようで、私としてはちょっとガッカリしてるんですけどね」

　おそらく豊島の鎧武者は森部の言葉を理解していないだろう。彼の意識にあるのは敵と戦い、江戸城を落とすこと。鎧武者は目の前にいる「敵」の森部に対してゆっくりと馬を歩ませた。

　それを見た森部は赤いフツヌシの剣を頭上高く掲かかげた。

「作戦開始っ」

　森部の言葉が広場に響ひびく。それと同時にその場所の雰ふん囲い気きが変わった。都庁と都議会議事堂全体が赤く輝かがやきだしたのだ。これには鎧武者も不安に駆かられたのか都庁を見上げた。

　輝きがどんどん強くなる。威力がざわめいている。

「ヌウッ」

　白い威力ちからが上空に巻き上げられ始めた。巻き上げられ威力は都市の二本のオベリスクに似た展望塔の間から天に向かって投げ捨てられている。一いつ斉せいに武者たちが慌あわてだす。

「どうですか、呪的装置マジツクシステムと化した都庁の味は？　練馬区役所でミシャグチの神の威力をかき集めたのならば、我々はこの都庁でその威力を吹ふき飛ばしてさしあげます！」

　武者たちがこの場所から逃にげ出そうとしている。外の道路へ足を進めようとしているのだが、何かに引き寄せられているようで前に歩けない。威力の流れが、武者たちが外に出ることを許さないのだ。

「うまく行きましたな、大佐」

　森部の横に立っていた髭ひげの上かみ石いしもホッとした様よう子すだった。だが、森部の顔は相変わらず厳きびしく、戸と惑まどったように回りを見上げている鎧武者を鋭するどい視線で注視する。

「上石、奴やつらの力場が少しでも揺ゆらいだら即そく座ざに斬きり込こむぞ。それまで都庁のビルが持ってくれればいいんだが……」

「はい……」

　上石も鎧武者に探さぐるような目を向けた。まだまだ鎧武者の周囲には強い力場が取り巻いている。その力場が弱くなるまで、しばらく時間がかかりそうだ。それまで呪的装置都庁が耐たえられるという保証はどこにもない。

「奴らの威力がどこまで底が深いか、勝負だな……」

　森部が長期戦の覚かく悟ごを決めた時だった。鎧武者に巻き付いていた大だい蛇じやが剣を持つ腕うでに絡からみ付き直した。蛇だ行こうした剣から白い威力の光が迸ほとばしり出る。

「まさか！」

　森部たちは目を見開いた。

「ウゴオオオオオーッ」

　咆ほう哮こうと共に鎧武者がミシャグチの剣を振ふるった。光が都庁で煌きらめく。ドオーッと凄すさまじい音がして、森部は信じられない物を見た。光が都庁を斜ななめに横切っている。北側展望台が下へとずれていく。斬られたのだ。都庁がこの鎧武者に袈け裟さ斬りにされたのだ。

「うわっ！」

　斬られた北側展望台が都議会議事堂前広場の方に落下してくる。巨きよ大だいな黒いオベリスクが落ちてくる。それは天が落ちてくるとしか言いようのない光景だった。

「うぎゃあーっ」

　強つわ者ものぞろいの森部の部下たちも悲鳴を上げて逃げ惑うしかなかった。黒い塊が広場に墜つい落らくしようとした時、白い威力が突つき上げた。ゴオーッというジェット機の噴ふん射しや音に似た轟ごう音おんと近くでダイナマイトが炸さく裂れつしたような衝しよう撃げきを感じた。

　恐おそる恐る頭を上げた森部たちは自分たちが無ぶ事じだということに驚おどろいた。確かに展望台が落ちてきたはずだ。はっ、と気が付いて森部の目が広場をスキャンした。それは確かにいた。蛇行した剣を天に向かって突き上げている。信じることすら怖こわかったが、この鎧武者が落ちてきた展望台を消しよう滅めつさせたらしい。先ほどより威力は多少落ちているが、まだまだ周囲の力場は健在だ。

　もう誰だれも何も言えなかった。これほど凄まじい力を見せ付けられては、戦せん闘とう意欲など全く生じるわけがない。森部の手から絶望と共に赤い光の剣が消える。

　鎧武者が剣を降ろし、森部たちを見た。豊島の鎧武者はやはり不ぶ気き味みな目で森部たちを見み据すえている。その怨おん念ねんに囚とらわれた眼光には殺気がいささかも衰おとろえていない。

　もはや、ぞっとする気力すら失うせていた。東京が生み出した化け物に、東京と日本が滅ほろぼされる。そして日本を守ってきた自分たち物ものの部べの末まつ裔えいはその先さき触ぶれとなるのだ。それは自分たちに相応ふさわしい末路のようにも思えた。

　蛇だ行こうした剣が構え直される。黄金の鞍くらをつけた馬が一歩広場を踏ふみしめた。来るな、ということは判断できたが、森部に何かする気力は全然起きなかった。

　その時、遠くからヘリの爆ばく音おんが聞こえてきた。その音に混じってクオーンという澄すんだ音も聞こえてきた。顔を上げた森部が見たのは警視庁航空隊のヘリ「はやぶさ」だった。

「無事かあ、森部！」

　拡声器を使ってヘリから哲也の声がした。広場の上でホバーリングしようとしているが、ビルの谷間では気流が乱れてうまくいかない。

「早く逃にげてください！　このままじゃ打ち落とされます！」

　必死に森部が上に向かって叫さけぶ。

「とにかく、そこから逃げろ。ここじゃ下に降りられない」

「そんなことはいいですから、早く脱だつ出しゆつを！」

　その時、上石が森部の肩かたを叩たたいた。

「大佐、あれを！」

　森部が豊島の武者たちに目を向けた。何と武者たちが怯おびえていた。いや、武者に巻き付いているミシャグチの大だい蛇じやが怯えているのだ。身をくねらし、明らかに上空のヘリに対してたじろいでいる。

　その中でも馬上の鎧よろい武む者しやだけは忌いま々いましそうにヘリを見上げていた。ミシャグチの剣を何回かヘリに向かって突つき上げるが、弱い光が放たれるだけで威力は迸ほとばしらない。ミシャグチの神の力場は健在なようだが、周囲に威力が流れ出ていかない。

「まさか……あの音がミシャグチの神を封ふうじる方法……？」

　急に森部の体に気力が湧わいてきた。

「とりあえずここより離り脱だつ！　都議会議事堂の背後より脱出するっ」

　指揮官の面つら構がまえで森部は部下に力強く命令を下した。




　三台のジープに分乗した森部の部隊が新宿ビル街を走り抜ぬける。黒い外壁の三井ビルを右に曲がると、森部が手を上げた。ジープがキーッと鋭するどい音を立てて止まる。

　広い交差路を「輪っか」が取り巻いている。新宿警察署が設置した信号機つきの円形モニュメントだ。その中央から「はやぶさ」が飛び立つのが見えた。直線的な新宿野村ビルと裾すそを広げた白い優美な安田火災海上ビルという対像的な超高層ビルを背景にして、ブルーでカラーリングしたヘリが舞まい上がっていく。

　地上では哲也がヘリに向かって手を振ふっていた。その横では何か光る物を手に下げた藤脇が飛び去るヘリを見上げていた。

「哲也さん！」

　ジープから飛び降りた森部が哲也の所へと駆かけ寄った。

「ミシャグチの神を封じる方法が見付かったんですか!?」

　勢い込んで叫さけんだ森部に、哲也と藤脇が振り返る。

「ああ」

　短くぶっきらぼうにそう言うと、哲也はニヤリと笑って親指を突き立てた。

「これですよ」

　藤脇が光る物をひょいっと掲かかげてみせた。それは黄金色に光る銅どう鐸たくだった。

「これは修司さんが新しく作った銅鐸です。まあ、正確に言うと出雲いずもの荒神谷遺い跡せきから出土した銅鐸の複製品なんですが……」

　それから藤脇はもう片方の手で天あま鳥とりの御み剣つるぎを取り出した。天鳥御剣が光り、ピーンという高い音で響ひびきだした。それと同時に銅鐸が金色の輝かがやきを増し、クオーンという甲かん高だかい音を立て始めた。

「これが先ほどミシャグチの神を怯おびえさせた音なんですか!?」

「そういうこと。どうやら古代の出雲族は、剣や矛ほこの力を銅鐸や鉄鐸で増ぞう幅ふくして『神』の威力を押おさえ込こんでいたらしい。もっとも、そうやって『神』を次々と封ふうじ込んでいったもんだから、その方法を使う必要がなくなって出雲族の記き憶おくからも消えていったんだな」

「この銅鐸で勝てますか……」

　真しん剣けんな目付きで森部が哲也の答えを待った。

「さあな。だが、今の俺おれたちには勝利の女め神がみがついてるのは確かだぞ」

「わかりました。はっきり言ってあのミシャグチの武む者しやたちは想像を絶する化け物です。まさしく東京を滅ほろぼす『神』です。それでも勝ち目があるならば、我ら物ものの部べは戦います」

　都庁の方角を睨にらみ付ける。そこに立っていたのは紛まぎれもなく歴戦の勇士だった。

「ちょっと盛り上がってるところ済まねえが、これは俺たち出雲族にとっても因いん縁ねんの戦いなんだ。お前ら物部だけに任まかせておけねーよ」

「それは頼たのもしいですね」

　森部が微かすかに笑った。

「しかし、あれだけビビってた俺が、出雲族がミシャグチの神を封じた方法を知った途と端たん、負ける気がしなくなったんだもんなあ。現金なもんだぜ」

　突とつ然ぜん、ドーンという音がして平たいビルがドミノ倒しのように倒れていった。

「来ましたか……」

　森部が南方向に走る広い道路の先に目をやった。ビルが破壊されてもうもうと埃ほこりが上がっている。その中に粘ねばりつくような重い塊かたまりがいた。身み震ぶるいするような威力の塊がこちらに向かって進んできた。黒と白の豊島の武者たち、その軍勢が走ってくるのが見えた。

　全員の目がそちらに向けられる。だが、それは恐きよう怖ふの表情ではなかった。たった一個の銅どう鐸たくが全員の希望となり、勇気に満ちた男の顔に変えていた。

「戦せん闘とう態勢を取れっ」

　森部の声で物部の兵士たちが銃じゆうを構えた。そんな中で、上石が不ふ審しんそうな声で哲也に聞いてくる。

「なぜ、奴やつらはわざわざ自分の苦にが手てな物の近くにやってくるんだ……？」

　鎧よろい武者を凝ぎよう視ししたまま哲也は答える。

「ミシャグチの神にとってはどうだか知らねえが、奴ら豊島にとっては因縁マッチなんだよ、出雲族との銅鐸を使った戦いが……」

　ついに武者たちは猛もう然ぜんと突つっ込んできた。

「許サヌ、氷ひ川かわノ民たみハ決シテ許サヌ！」

　憎ぞう悪おの炎ほのおを燃やした赤い目が黄金に輝かがやく銅鐸に向けられている。その銅鐸の輝きが一気に強くなった。

「撃うてーっ」

　自動小銃の連射が響ひびく。哲也の体がぐわっ、と動いた。

「ノアアアアーッ」

　目の前の空間が光る。哲也の『カムツチの手』だ。光が武者たちを包んだ。それはほんの一いつ瞬しゆんだったが、ここにいる全員にとってそれは意外と長かった。この一いち撃げきで奴らが傷付くという期待、そして以前と同じく全まつたく攻撃を受け付けないという不安。その二つがほんの一瞬の後に、どちらが正しいのか判明する。

　光が消えた。そして奴らは──いた。まだとてつもない威力が馬上の鎧武者を中心にして渦うず巻まいている。『カムツチの手』では奴ら丸ごと消し飛ばせなかったのだ。

　兵士の間から喚かん声せいが上がる。二つの予想は期待の方が的中していた。突っ込んできた鎧武者が止まっただけでなく、よろめきすらしたのだ。それだけではなく、先頭にいた何人かの黒い武者の姿が消えている。

　攻撃が通用する。兵士たちの間に勢いが湧わき起こった。森部が素す早ばやく指示を出す。

「バズーカ、構えっ。ただし、武者ではなく、奴らの間を狙ねらえ！」

　バズーカ砲ほうの轟ごう音おんが鼓こ膜まくを打った。白い威力にぶち当たり、赤く光る鉄てつ片ぺんが散らばった。白い蛇へびたちが苦しそうにのたうつ。武者たちがうろたえた。浮うき足立つ、というのはこのことを言うのだろう。確実に武者たちの力場が乱れ始めている。

　森部がこれを見み逃のがすわけがなかった。

「上石、斬きり込こむぞ！」

「はっ！」

　呪じゆ言ごんを唱となえると二人の手に赤い光の剣が握にぎられた。ただし、上石の方は両手に短い剣を握っている。フッ、と一気に間合いを詰つめる。

「俺も混ぜろ！　ノアーッ」

　哲也も動いた。光の槍やりが一人の武者に飛ぶ。光に貫つらぬかれた武者の体が、まるで風船に針を刺さしたように萎しぼんで消える。その武者に巻き付いていた大だい蛇じやも、縄なわが一気にバラけるように霧む散さんした。

「シュオッ！」

　森部と上石が武者たちに斬り掛かかる。武者たちも自分の主人を守るように黒い刀で応戦した。刀とう剣けん同士の斬り合いとなった。武者たちは鎧よろいごと叩たたき割るような重く力強い斬り込みを森部たちに放った。しかし、森部たちは舞まうような軽いフットワークの動きだ。武者たちが斬り掛かろうとした時点で、物部の赤い剣が武者たちを裂さいていた。やはり破れた風船のように武者たちは萎んで消える。

「大佐、雑魚ざこは私が引き受けます。大佐はあの騎き馬ば武者を！」

「わかった！」

　また一人、武者を叩き斬って森部は鎧武者の前へと飛び出した。

「オオオオーッ」

　哲也が至し近きん距きよ離りから『カムツチの蹴けり』を蹴り上げる。武者が光に弾はじかれた。光に消し飛ばされこそしなかったが、地面に叩き付けられるとＣＧでも見ているようにグニャリと曲がって空中にその姿を消していく。一いつ旦たん強い衝しよう撃げきを受けると体を保持していくことができないらしい。辺あたりは重さすら感じるほど、ミシャグチの神の威力が濃のう密みつに渦うず巻まいていた。しかし、銅どう鐸たくの干かん渉しようによってそれが集まれないでいる。

　ふと気が付くと森部が鎧武者の前に立っていた。鎧武者は馬の上から森部を見下ろしていた。何か悔くやしさと怒いかりで震ふるえているようにも見える。もっとも体に巻き付いた大蛇がのたうちまわっているので、そう感じられるだけかもしれない。

「さて、おとなしくあの世に戻もどっていただきましょうか」

　鎧武者を見み据すえながら森部は赤い剣を中段に構えた。そして、哲也の方にチラリと視線を送った。その目は、援えん護ごをお願いしますと語っていた。物ものの部べがとどめを刺さすのか、と哲也は不満げな様よう子すだったが構えを取った。『カムツチの槍やり』とフツヌシの剣の同時攻撃を受ければ、いくら豊島の武将といえども防ぐことはまず無理だ。強力な一撃を叩き込めれば、この鎧武者も体の保持ができずに崩くずれ去るだろう。

　哲也のスタンバイＯＫを感じとって、森部の足が少し間合いを詰つめた。十分に斬きり込こめる間合いだ。哲也の体が動いた、と思ったその時だった。

「ヌオオオオーッ」

　鎧武者が咆ほう哮こうした。蛇だ行こうした剣が輝かがやき、鎧武者の体から威力が溢あふれた。音とも衝撃ともつかないものが辺りを走った。

「げうっ！」

　哲也と森部、それに上石が見えない壁かべにぶつかって後ろに飛ばされた。ビキィーン、という何かが壊こわれたような音がした。受け身を取りきれず、道路にしたたか背中をぶつけた哲也が慌あわてて後ろを振ふり向いた。

　そこには藤脇が驚きよう愕がくの表情で見詰めていた。何と藤脇が手にした銅どう鐸たくに大きなひびが入っている。ひびはほんの一、二秒で銅鐸全体に広がり、そして銅鐸はバラバラと地面に落下していった。緊きん張ちようしたフルコースの食事中に落としたスプーンのように、それは嫌いやな金属の響ひびきを立てた。

　兵士の間に衝しよう撃げきが走った。まさに身の毛がよだつ状態だった。天国への階段を登っている途と中ちゆうで、階段が崩れて地じ獄ごくに落ちていく気分だったろう。

　その場の雰ふん囲い気きが凍こおっていた。静止と沈ちん黙もく。誰だれもが次にくることを考えたくない状じよう況きようなのだ。森部ですら、壊れた銅鐸の破は片へんを見て動きが止まっている。

　そんな中、哲也は確かく認にんするようにチラリと上に目をやってから、ゆっくりと立ち上がった。パッパッと服についた埃ほこりを払はらい、藤脇の方に余よ裕ゆうたっぷりに歩いていく。

「いやー、先せん輩ぱい、壊れちまいましたねー」

　思いっきり明るく哲也は藤脇に声をかけた。藤脇の方も残念そうな顔をしているが、決して恐きよう怖ふや混乱の色は見えない。

「うーん、これなかなかいい複製品だったんだがなー」

「やっぱりビルを使ってエネルギーをかき集めただけあって、銅鐸一個じゃ奴やつらのエネルギーに耐たえられませんでしたか」

　のどかに哲也と藤脇は会話を始めた。森部は二人が恐怖に耐えられなくなったのかと思った。震ふるえる声で哲也の顔を見た。

「て、哲也さん……」

　それに気付いた哲也がニヤリと笑う。

「やっぱり出雲いずも族の力ってのは凄すごいよな。俺おれはその末まつ裔えいであることを誇ほこりに思うぜ」

　もう森部は何も言わなかった。絶望のみが体を支配する。

「おいおい、いい加減に気付けよなー。目の前でこんだけでっかい銅鐸が威力を発揮してるんだぜ」

　そう言いながら哲也がビルを見上げた。森部たちもそちらに目をやった。

「うっ！」

　裾すそが広がった白い優美な安田火災海上ビルが今は黄金色に輝かがやいている。ビル全体がクオーンと甲かん高だかく響いている。むろん、その音は森部の耳にも聞こえていたが、天あま鳥とりの御み剣つるぎの音がビルの間で反はん響きようしているとしか思わなかったのだ。

「こ、これは!?」

　哲也たちが何をしたのか理解できず、森部は哲也に説明を目で訴うつたえた。

「言わなかったか？　今の俺たちには『勝利の女め神がみ』がついてるって」

　笑いながら哲也は言ったが、それで森部が納なつ得とくできるわけがなかった。その様子を見た藤脇が説明を始めた。

「高たか見み橋はし修しゆう司じさんがプレゼントした銅どう鐸たくは一個じゃなく、二個あったんです」

「俺の実家でドライフラワーが飾かざられていた奴やつと、こないだ志保子ちゃんが叔父おじさんからもらった奴との二個の銅鐸がなー」

　森部はようやく気付いた。

「じゃあ、あのビル内で志保子さんが力を使い、その力を銅鐸、いや、あのビルで増ぞう幅ふくしているんですか!?」

「正解だよ～ん。ヘリから新宿ビル街を見てたら銅鐸の形に似ているんで、思い付きでやってみたらこの結果なわけだ。もっとも志保子ちゃんだけでなく、あの生なま意い気きなジャジャ馬にも協力してもらったんだが」

「恵美奈が？」

　意外そうな顔で森部はビルを見上げた。

「まあ、素人しろうとの島しま田ださんだけで無人のビルに突とつ入にゆうすることはできませんから」

「さてと、森部」

　一通り説明が終わったところで哲也は振ふり返った。鋭するどい眼光で哲也は後ろの敵を睨にらんだ。そこには鎧よろい武む者しやが動けずにいた。体に巻き付いている大だい蛇じやはさっきよりも苦しそうにのたうち回り、鎧武者の体ですら表面がブヨブヨと振しん動どうしている。

「あいつとケリつけるぞ」

　森部もうなずくと立ち上がった。手には赤いフツヌシの剣。戦せん闘とう者しやとしての研とぎ澄すまされた雰ふん囲い気きが鎧武者に向けられた。

「おそらく、あの黄金の鞍くらが真の『依より代しろ』だろう。それは俺おれが始末するから、あんたは剣の方を叩たたき落としてくれ」

「とどめはあなたが刺さすんですか？」

「とーぜんだ。行くぞ！　ノアーッ」

　手を突き出す。哲也は『カムツチの槍やり』を放った。光の槍が鎧武者に飛んだ。

「ガアッ」

　必死に鎧武者はミシャグチの剣を振るって、光の槍を弾はじき飛ばした。

「シュオッ！」

　赤い光が一いつ閃せんした。蛇だ行こうした剣が右腕うでごと飛んだ。黒い腕がジュンと消えていく。フツヌシの剣を上段に振りかぶった森部の体が宙に舞まっていた。

「シュオオオーッ」

　赤い光の剣が鎧武者の頭上から馬の胴どう体たいまでを一気に斬きり抜ぬく。斬られた鎧武者はのけ反ぞってブルブルと震ふるえている。表面がボゴボゴと崩くずれだした。白い大蛇もほどけていく。それはその鎧武者が最後の時を迎むかえたことを物語っていた。

　地面に降りたった森部の体が跳はねるように横に飛び退のいた。

「今です、哲也さんっ！」

「ちっ、余計なことを」

　哲也の手が新宿の夕空に突き上がった。

「ノアアーッ」

　断だん末まつ魔まの鎧武者の背後に光の壁かべが出現した。

「滅ほろびな、化けもん！　オオオオオーッ」

　哲也の足が光る。全気力を込こめての『カムツチの蹴けり』。哲也の力が爆ばく裂れつした。

「ギベアッ！」

　光に殴なぐり付けられて黒い塊かたまりは、チョコレートケーキをバットで殴ったように崩れた。そのまま黒いエネルギー体が光の壁に叩き付けられる。キュルッという軽い音を残して、黒いエネルギー体は一いつ瞬しゆんで溶とけた。

　光の壁がスーッと消える。後には鞍くらのカケラがキラリと光っただけだった。森部がゆっくりと近付き、そのカケラに剣を突つき立てた。あっけなく鎧武者の残ざん骸がいは完全に消えた。

　森部は深い深い溜ため息をついた。

「終わった……」

　それは心からの言葉だった。森部の赤い剣がフッ、と姿を消す。放心したように立ち尽つくす森部に哲也が近付く。

「お互たがい何とか生きてられたな……」

　しみじみと哲也は呟つぶやいた。

「そうですね。しかし、物ものの部べの末まつ裔えいと出雲いずも族の末裔が協力するなんて、御先祖様が見たらどう思うでしょうかね」

　疲つかれきった顔を見合わせて二人は微かすかに笑った。それから哲也は裾すそを広げた金色に輝かがやく超高層ビルに向かって思いっきり手を振ふった。しばらくして光と音が止やみ、ビルは元の優美なビルに戻もどった。森部もそのビルを見上げた。空の色が赤みを帯び、その色が白いビルに反射している。

「東京の高層ビルに出現したミシャグチの神が、東京の高層ビルに倒たおされた……考えてみれば皮肉なもんです」

「氷ひ川かわ系出雲族も、ムサの民たみも、太田道灌も、そして豊島一族も、この土地がこんなになるとは思ってもいなかったろうなあ……」

　二人は並んで感かん慨がい深げにビルを見上げている。

「大佐ーーーッ」

　上石が絶ぜつ叫きようした。振り向くと、必死にある一点を指差している。哲也と森部がそちらの方に視線を向けた。哲也は体の奥が一気に沸ふつ騰とうするような気分がした。

「宇う賀が谷やーっ！」

　道路の真ん中にそいつは夕日の残照を背にして立っていた。背広を着た宇賀谷がひたすら立ち尽くしている。

「やはり……どこかの特等席で観戦しているとは思っていましたが、顔を出すとはね」

　森部は意外と冷静に宇賀谷の姿を見み裾すえている。その宇賀谷はブルブルと震ふるえていた。目を怒いからせ、拳こぶしを憎にくしみで握にぎり締しめている。

「わしの……わしのすべてを注ぎ込んだミシャグチの神が敗やぶれたというのか……」

　この男は物部への復ふく讐しゆうのために人生の大半を使ったらしい。その切り札であるミシャグチの神が物部の末裔の前に敗れさってしまったのだ。この男のショックは生なま半はん可かなものではあるまい。

「よくも、のこのこと出てきやがったな！」

　奴やつが叔父おじの修司を重体に追いやった犯人の元もと締じめなのだ。たとえ宇賀谷が物部に何をされたとしても、それとは関係のない叔父に手を出したことは絶対に許せない。哲也が宇賀谷に向かって走りだそうとした時、森部が腕うでで哲也を制した。

「どけっ、森部！」

　哲也が森部を押おし退のけようとした。ギロリと森部が睨にらむ。それは国家を裏から守るものとしての冷れい酷こくな目だった。

「う……」

　哲也が気け圧おされた。それから森部は静かに哲也に告げた。

「このまま、藤脇さんたちと帰ってもらえますか？　ここにいたら嫌いやなものを見ることになるかもしれません」

　その言葉の意味を哲也は悟さとった。もうこれからの後始末は自分たちが関かん与よしてはならない世界の問題らしい。森部の険けわしい横顔に物ものの部べの末まつ裔えいとして生きていくことの苦しさが微かすかに垣かい間ま見えた。

「わかった……」

　哲也はそう言って藤脇のいる場所へと歩いていくしかなかった。ちょうど志保子と恵美奈がビルから歩いてくるところだった。志保子は修司からもらった金色の銅どう鐸たくを大事そうに胸に抱かかえている。

「御苦労様でした。車で家まで送りましょう」

　上石が哲也たちに声をかけた。哲也はふと宇賀谷に振ふり返った。叔父を重体に追いやった憎むべき相手なのは確かだ。しかし、彼らも神かみ代よからの能力を伝えている末裔なのだ。能力を伝えていたためにこんな事態になったのなら、出雲いずも族の末裔である自分にも他人事ではない。末裔ゆえの悲劇。それを哲也も深く感じた。

「このまま……このまま終わっては、わしの人生の意味がない！　ぬおーっ！」

　突とつ然ぜん、宇賀谷が叫さけんだ。背広が弾はじけ、中からロープが飛び出した。ロープは道路に落ちていたミシャグチの剣を拾ひろった。

「しまった！」

　哲也が立ち去るのを待っていた森部は、宇賀谷の反はん撃げきを考えていなかった。ロープが宇賀谷の元に戻もどる。ミシャグチの剣が宇賀谷の右手に握にぎられていた。森部を憎にくしみの目で凝ぎよう視しする。

「布ふ留る部べ由ゆ良ら由ゆ良ら……」

　また森部はフツヌシの剣を握った。足が滑すべるように動く。

「せいっ！」

　宇賀谷が怨おん念ねんの一撃を森部に叩たたき込こんだ。だが、森部の体は横にスルッと逃にげていく。アスファルトの地面が炸さく裂れつした。森部の動きを宇賀谷の踏ふみ込みが追う。上段からの裂れつ帛ぱくの一撃が繰くり出された。これも森部は外側に体を逃がす。皇居前の戦いから判断して、この老人が打ち込めるのはせいぜい数打。それさえ外はずせば楽に勝てると森部は踏んだ。

「お願いだから、あの出雲族の力を使って！　あの方法はミシャグチの剣の威い力りよくも封ふうじるんでしょう!?」

　森部の危機と見た恵美奈が慌あわてて叫ぶ。藤脇と志保子に哀あい願がんするような目を向けた。この女性は森部のこととなると見境がつかなくなるらしい。藤脇もコクリとうなずくと、志保子を目で促うながした。天あま鳥とりの御み剣つるぎと銅鐸が光る。クオーンという甲かん高だかい音が響ひびき始めた。

「どういうことなんだ！」

　藤脇が焦あせった声を出した。蛇だ行こうした剣の威力が全まつたく衰おとろえない。

「この方法は剣には通用しないのか!?」

　信じられない表情で藤脇は森部と宇賀谷の戦いを凝視していた。

「いえ、意志の力です！　あの剣の中の意志がエネルギーを持っているんです」

　銅どう鐸たくを持っていた志保子が叫んだ。その目は蛇行した剣に向けられている。

「あの剣の中の激げき烈れつな意志が、回りのエネルギーを強引にかき集めてます。その意志を止めない限り、あの剣を止めるのは無理です！」

　志保子から悲痛な叫びが上がった。

「くそっ」

　逃げ回っていた森部の息が上がり始めた、予想に反して宇賀谷は何回打ち込んでこようとも全く力が衰えない。森部が焦り始める。

「ヌアッ！」

　その心の乱れを宇賀谷は見み逃のがさない。足元に痛烈な一いち撃げきを叩たたき込んできた。森部は、これも何とかジャンプしてかわす。

「う！」

　だが、着地の時にアスファルトのカケラを踏ふんでしまった。森部が尻しり餅もちをついて転てん倒とうした。

「死ネィ」

　剣が振ふり上げられた。

「ノアーッ」

　哲也の『カムツチの槍やり』が宇賀谷に飛んだ。宇賀谷は飛んできた光の槍を剣で弾はじき飛ばした。宇賀谷の不ぶ気き味みな眼光が哲也を射る。

「我ハ豊島泰やす経つねナリ。道灌モ氷ひ川かわノ民たみモ決シテ許サヌ。死ネ死ネ死ネ死ネ死ヌガヨイ！」

　哲也はその眼光を何度か経験している。一度は皇居前広場で。二度目は石しやく神じ井い公園で。そして三回目がこの新宿で。恐きよう怖ふが脳のう裏りに蘇よみがえってくる。近付いてくる眼光に対して哲也の動きが一瞬止まった。

「うるせえぞ、このクソ野郎！　氷川の民をなめんじゃねーぞっ」

　恐怖を振り払うかのように哲也は怒ど鳴なった。そして暗くなっていく新宿の空に向かって手を突き上げた。

「ノアアアアーッ」

　光の威力が宇賀谷の後ろに飛んだ。宇賀谷の背後に『カムツチの垣かき』が立つ。

「オオオオーッ」

　必死の形ぎよう相そうで哲也は『カムツチの蹴けり』を放った。宇賀谷の持つミシャグチの剣に向けて、光る前蹴りが蹴り上げられる。

「ゴッ！」

　蹴りの威力に押されて宇賀谷の体がよろめいた。光の壁に衝しよう突とつしかけた。

「ヌオーッ」

　だが、宇賀谷は崩れかけた体勢ながらも光の壁に剣を叩き付けた。輝く壁が突風に吹き飛ばされるように消えていく。そこを『カムツチの槍』が襲おそう。だが、返す剣でこれも見事に弾はじき飛ばした。

「な、なんて奴だ……」

　さすがにどうしていいか哲也はわからなくなった。もう手は出し尽つくした。そんな哲也を見透すかすように宇賀谷は剣を構え直した。蛇行した剣が妖あやしく光る。

「お止やめください、お父様」

　突然、辺あたりに凜りんとした女性の声が響ひびいた。その声に宇賀谷の動きが止まる。哲也が声のした方に顔を巡めぐらせると、若い女性が宇賀谷に向かって歩いてくるところだった。哲也はその女性を知っていた。母はは木き涼りよう子こ。背の高い涼子が静々と歩いてくる。何かほのかに気高い雰囲気がある。なぜか哲也は涼子が萌もえ黄ぎ色の衣い装しようを身にまとっているように見えた。

「お止めください。もうこれ以上、民を傷付けてどうするのですか」

　涼子を見た志保子と藤脇が驚おどろいている。

「あの人、あんな人だった？」

「香かおりだ。香りが同じだ。石神井公園の『姫ひめ塚づか』で感じた香りと同じだ、あの女性！」

「えっ？」

　それを聞いた恵美奈も驚いて涼子を見る。涼子は宇賀谷の前に立つと、じっと目を見た。両手を胸の前で組み哀あい願がんするように宇賀谷に訴うつたえかける。

「我われら豊島一族は民を慈いつくしみ、民の繁はん栄えいを我わが喜びとしてきたではありませんか。その豊島の御当主であられるお父様が民を傷付ける姿を見てはいられませぬ。なにとぞお静まりになり、私と共にこの武蔵むさしの国くにの繁栄を見守りましょう……」

　切々と訴える姿に、宇賀谷の中にある怒いかりがスーッと消えていく。

「ワシヲマダ父ト呼ンデクレルカ……」

「当たり前です。私のたった一人の大切なお父様なのですから……」

　宇賀谷、いや宇賀谷の体を借りた豊島泰経は涼子の体を借りた自分の娘を抱だき締しめた。

「照てる、一いつ緒しよに居てくれ、永遠に……」

「はい、お父様」

　二人からスウッと何かが抜ぬけた。輝かがやきを失った剣がカチャーンと地面に落ちた。剣からは完全に威い力りよくが消えている。それはただの鉄てつ剣けんでしかなかった。続いて宇賀谷の手から茶色の牙きば玉たまが道路に転ころがった。

　剣が落ちた音に涼子が我に返った。宇賀谷が力なく、涼子に寄り掛かかっている。

「宇賀谷さん!?」

　涼子が叫さけんだが、宇賀谷の体はピクリとも動かなかった。宇賀谷の生命はすでに尽つきていた。そうなることもわかっていて宇賀谷はミシャグチの剣を握にぎったのだ。物ものの部べへの復ふく讐しゆうに生きてきた男の壮そう絶ぜつな最さい期ごだった。

「宇賀谷さーん！」

　涼子の悲痛な叫びが新宿ビル街に響ひびき渡わたる。もう太陽は沈しずんでいた。







　　　エピローグ　東京ステイション







「わざわざ自由席なんか乗らなくても指定席ぐらい取りなさいよー。岡山からまた特急に乗のり換かえなんでしょ？　疲つかれたらどーするの」

　ベンチに座すわった哲てつ也やに世話女によう房ぼうのように志し保ほ子こが言う。

「あのなー、自由席というのは貧びん乏ぼう学生の定番にしてプライドなんだぜ。就職決まって給料もらうまで指定席なんか乗れるかい！」

「ふーん、でも就職そのものが見付かるのー？」

「うっ……嫌いやなことを」

　思わず横目で志保子を睨にらむ。それを見た志保子がぷっ、と吹ふき出す。その志保子を近くで新聞を読んでいたサラリーマンが変な目で見る。

　東京駅の新幹線ホームは人で賑にぎわっていた。あんなことがあっても、大都会東京の繁はん栄えいぶりにさほど変化は見られない。大手建設業界の中には特とく需じゆ景気を考えている向きもあると言う。

　結局、あの事件はすべて日本人じん民みん紅こう軍ぐんのせいにされた。日本人民紅軍が武器を奪うばって新宿まで進しん撃げきしたと言うのである。現在、裁判待ちの御み堂どうには戦後初めて国家反逆罪が適用されるのではないかと噂うわさされている。

「おー、間に合った間に合った」

　ジーンズ姿の恵え美み奈ながホームの向こうから走ってきた。

「なんだ、あんた来たのか」

「なんだはないでしょ。せっかく見送りに来たんだから。ほい、餞せん別べつ」

　恵美奈はパッケージされた小さな箱を手て渡わたした。

「ありがとさん。でも、なんだこれ？」

「クッキーだよー」

「へえ、クッキーね。ひょっとしてあんたの手作りか？」

「まさか。下の売店で買ったものよー」

「おいおい……」

「とにかく森もり部べ様が藤ふじ脇わきさんにもよろしくって」

　藤脇はすでに島根に戻もどっていた。帝てい都とタイムズの方でもこれだけの事件が起こって、研修の藤脇に構っている暇ひまがなくなったのだ。一部の記者が藤脇に問い質ただしたらしいが、藤脇は曖あい昧まいに笑うだけで、松江市へと帰ってしまった。

「あー。適当に伝えとく。それよりな──」

　哲也は声を潜ひそめて、恵美奈の耳元で囁ささやいた。

「母はは木き涼りよう子この処しよ罰ばつはどうケリつけるつもりなんだ？」

「うーん、あの人は今回の事件でミシャグチの神の封ふうじ方の情報を流した人だからね、こっちでもどうするか悩なやんでる。高たか見み橋はし修しゆ司うじ殴おう打だ事件の犯人として、傷害罪で起き訴そってところじゃないかなあ」

「そうか……」

　結局、母木涼子とはほとんど顔を合わせていない。だがあの日、新宿で宇う賀が谷やの死体を抱かかえて泣いていた姿が妙みように脳のう裏りに焼き付いている。

　森部サイドから聞いた話では、彼女の父親はムサの末まつ裔えいで御堂の仲間だった。爆ばく弾だん事件を起こした時に森部の父親に殺されてしまったが、その時にはすでに母親の胎たい内ないに涼子が宿っていたという。母親は父が殺された恨うらみを、涼子が幼い時から言って聞かせ、涼子は物ものの部べに対する復ふく讐しゆうが自分の人生の目標だと思い込こむようになった。そんな涼子と知り合った宇賀谷は同じ末裔として大切に扱あつかってくれたらしい。それだけに宇賀谷の死はショックだったのだろう。

「でも、いまだに引っ掛かかってるんだが、なんで彼女はあの古こ文もん書じよをＦＡＸで送る気になったんだ？」

　もし、あのことがなければミシャグチの神を倒たおすことはできなかったはずだ。

「一番の原因は照てる姫ひめの意志エネルギーが流れ込んだからだろうけど、本人が言うのには照姫の『あなたはムサの末裔として死ぬために生まれてきたのじゃないのよ』という言葉がきっかけになったんだって」

「末裔として死ぬために生まれてきたんじゃない、か。だがな、末裔として死にかけたぞ、俺おれは……なんか今回は出雲いずも族と物部が揃そろってムサの民たみに負けたような気がしてしょーがねえんだ……」

「そうかもね」

　あの生なま意い気きな恵美奈がなぜか素す直なおにうなずいた。ムサの末裔である豊と島しま泰やす経つねと宇賀谷の怨おん念ねんを、哲也と森部は倒すことができなかった。結局幕を引いたのはムサの末裔の女だったのだ。

「おーい、哲也くーん」

　恥はずかしげもなく、ホームに響ひびく声がした。

「げっ、来てしまったか……」

　哲也が座すわっているベンチにニコニコ笑いながら高見橋修司がやってきた。ペーパーバッグを重そうに下げている。

「やー、間に合った間に合った」

「よろしいんですか、お体の方は？」

　志保子が心配そうに声をかける。なんせ数日前まで意識不明だった人物なのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。仮住まいで狭せまくなりましたが、伊い万ま里り焼やきの素す敵てきなカップが手に入りましたんでコーヒー飲みにきませんか？」

「はあ、またいつか……」

　志保子は困ったような笑いを浮うかべた。

「おっ、そうだ！　これ、渡わたしとこう」

　重そうなペーパーバッグを哲也に手渡す。

「な、なんですか、これ……」

「焼け残った銅どう矛ほこのレプリカだよ。なにせ僕ぼくの作った銅どう鐸たくが大だい活かつ躍やくしたそうで、僕は嬉うれしくて仕方がない。ぜひ見たかったなー、ミシャグチの神が倒たおされるところを。で、今度は銅矛のレプリカを贈おくるから、ぜひこれで活躍してくれないか？」

　今回の事件では自分が殺されかけたというのに気にしてないらしい。思わず哲也はペーパーバッグを持ったまま苦く笑しようするしかなかった。







　　　あとがき







　どーも、作者の大林です。「神代末まつ裔えい闘士シリーズ」の二作目「東京蛇神戦争」をお届けいたします。楽しんでいただけましたでしょうか？

　この作品は「出雲凶星神話」の続編ですが、これだけを読んでも理解していただけるように書きました。むろん哲てつ也やたち主要なキャラクターは連続してますが、話は完全に独立してますので「神代末裔闘士シリーズ」を初めて続まれた方でも大丈夫だったと思います。

　ただ、続編である以上、前作の「出雲凶星神話」やドラゴンマガジン本誌に掲けい載さいされた「内なる恐怖神」を踏まえて書いておりますので、機会がありましたらそちらの方も読んでもらえると嬉うれしいなと思います。（まー、前作の宣伝をするのはあとがきのお約束みたいなものですから（笑））

　前回が島根県というローカルなものだったので、今回は『東京』という大都会を舞台にして作品を書いてみました。遥はるか古代の人間や『神』がどうメガロポリス東京と関わってスペクタルを生み出せるかと考えていた時に、私の耳に飛び込んできたのが例の石神井公園のワニ騒動（笑）でした。（このニュースを初めて知ったのは、前作の取材で島根にいた時でした……）これから発想を思い付き、練馬区民には有名な（笑）豊島氏の石神井城落城伝説とからめて話を作ったのが今回の「東京蛇神戦争」です。（ただ、伝説では豊島泰経は石神井城落城の時に池に身を投げていますが、史実では横浜の小机城まで逃げ延びているので、そちらの方を使わせてもらいました）

　今回は新キャラが意外と動いてくれました。高たか見み橋はし修しゆう司じなんて書いてみて「こいつ、こんな性格なのか……」と作者ですら驚いたぐらいですし、最初の構想では影も形もなかった十と種くさ恵え美み奈なは主人公どつき回すし、ムサの民の末裔も最初は四人もキャラを作る予定がないのに増えてしまいました。その割りを食ったのが主人公の高見橋哲也ですな。新しい必殺技をいくつも引っ提げてきたのに、考えてみればあまり大した効果を上げていないような気が……このまま「神代末裔闘士シリーズ」が続いたら『影の薄い主人公』になったりしないだろうな……

　作品中に出した「ミシャグチの神」とは私の創作ではなく、実際にある神様の名前です。ただし、この神の実態については民俗学の中でもはっきりとした定説がありません。そこで私なりの解釈をつけてこの作品に出してみました。このミシャグチの神は「御左口神」の他に「赤しや口くち」「石しやく神じん」などと色々な表記がありますが、中には「おしゃもじ様」というマヌーな呼ばれ方をしているものもあります。ここまでくると「タモリ俱楽部」の『空そら耳みみアワー』のノリですぜ、これは。




　この作品は東京を舞台としていますが、言うまでもなく東京は徳川氏が作り上げた江戸の上にできた都市です。私は江戸について色々と調べているのですが、この江戸という街はなかなか面白い所ですよー。

　例えば江戸にはファーストフードがあった！　江戸は基本的には地方からやってきた労働者の街でして、仕事の合間に手早く食べられる食事がどうしても必要となります。それに応えたのが屋台というわけです。江戸の初期から蕎麦そばの屋台が存在し、江戸の末期には寿す司しや天てん麩ぷ羅らの屋台も出現します。つまり、駅の立ち食い蕎麦も、回転寿司も、「てんや」（安い天丼を食わせる店です）も、そのルーツは江戸時代にあったのじゃー！

　また江戸という都市は今の東京とは少し中心が東にずれていまして（繁はん華か街がいの中心は日本橋辺りになります）、東京の有名な繁華街が江戸の昔はただのド田舎だったりするんですね。なんせ池袋は「袋状になった池のある場所」ですし、新宿は本文中に書いたように江戸の外にある宿場町、渋谷はあまり農耕に適さない「渋い谷」で（お茶の生産地だったそうです）、六本木に至いたっては「六本の木」だっ！　そんなド田舎が世界の繁華街になってしまったわけで、徳川家康も腰ぬかす！　というところでしょうか。

　ちなみに江戸時代の練馬は江戸の街に野菜を提供する近郊農業地で、すっかり住宅地化してしまった今でも「練馬大根の里」というイメージがついてまわっています……（今では練馬大根ってほとんど練馬区の保護植物化しているという事実知ってます？）

　ところで私はア〇タヌーンの「ア〇ンブラＯＸ」を見るまで練馬区の花が「ツツジ」だということを知りませんでした。しかし、練馬でツツジで有名な場所ってあったかなあ？（東京でツツジの名所と言えば、文京区の根津神社とか青梅おうめ市の塩船観音ですけどねえ）




　実はこの「東京蛇神戦争」の執しつ筆ぴつは日程的にちょっと苦しいものがあったのですが、両国国技館で開催されたプロレスのジュニアヘビーオールスター戦「スーパーＪカップ」を見に行って燃えに燃えまして、その勢いで一気に書き上げてしまいました。スーパーＪカップがなければこの作品は書けなかったと言っても過言ではなかったでしょう。で、数多くのプロレスファンがすでに叫んでいることですが、私も書いてしまいます。

　おめでとう、ペガサス！

　よかったぞ、サスケ！

　ありがとう、ライガー！

（いや、本当にスーパーＪカップは感動的でした……）




　てなわけで、次回作は京都を舞台とした平安建都１２００年記念歴史伝奇ファンタジー格闘プロレス小説（あ、怪し過ぎるぞ、大林憲司！）「平安パワーボム」なんてものを書いてみようかと思っています。しかし、その作品が書けるかどうかはこの「東京蛇神戦争」の売れ行き次第ですので、読んでみたいと思われた方はぜひお知り合いにこの作品の宣伝をお願いいたします。（あ、アンケートの方もできれば……）




　それでは、いろいろと御手数をおかけした編集のＳさん、電話で意見をくださった麻生あそう俊しゆん平ぺいさん、それにイラストを描いていただいた冨と樫がし秀ひで昭あきさんに御礼申し上げます。

　最後に、「東京」という都市は良くも悪くも「グレイト」な空間だと私は思います。しかし、それは紛まぎれもなく古代から続く歴史の上に立っている──
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